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ダ イナ ミックで力 強い壁面. ソ リッドなフ ァサード，風格ある重厚

感，耐震 ・耐火 ・省エネ… 一。 そうしたハイグレードの建築を高度

な工業化て経済的に創る へーベノレグランデ。グランテーはへーベノレの

特性はそのままに， 旭化成 が世界で初め て開発した一体成型大型 A

ｌ ｃｾ パヰ、ノレ。 ａｌｃ の常識を破った幅 ｬ ， Ｘ ＰＰｭｭ のノ旬、ノレとして 脚光

をt谷びています。

パオ、ノレは無関口と院l 口付き の 2 種。 l写

さ125mm・150mm， 申高900- l ，800mm， 

長さ 2，700- 4，200mm。いずれも 10mmピ

ッチ。ハ イテク工場な c 新しい分野

の建築に次々係用されi舌協中て、す。

加 ＱＱｦ ｴＺ買主霊童帯ｾ帯自民豆電委釜本土
・東 京03 (507) 7551 ・大 阪06 (347)3847 . 名 古 屋052(221 ) 9654 

・札 幌 011 (22 1  )0805・仙 台0222( 23) 51 55・金 沢 0762(31 ) 7188 

・広 島 082(247 )6131 ・高 松0878( 22) 0305・福 岡 092( 72 1) 7264 

ヘーペ ｊｌｾｾ ョニ ｊｆ
世界初. 常識を破った| 隔1800mm一体成型大型 A L C壁ノ旬、ノレ

セイコ一世子工皐笹川工場 {千草県判志野市) 設計 地工 =腹自主s 股

/  
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日本建築協会会告

目 築協会

一 日 本 建 築 協 会 創 立70周 年 記 念 事 業 一

日 本 建 築 協 会 賞 ( 要 綱 )

題 旨

本会の創立70周年を契機として、建築界における総合団体としての性絡に基づ

き、建設に関わるあらゆる分野において社会に貢献した団体または例人に対し

て、その業績を，讃えると共に、わが国文化の向上、公共の福祉に寄与すること

を目的とする。( 作品を除< )

対象

本会会員を対象とするが、会以外であっても、その趣旨に基づくものであれば

抱まない。

表彰

ＱＧｴ金の総額は ＳＰＰ 万円以内とし、入選はＱＧｴ・状並びに 副賞として ＱＰＰ 万円 、ｩｉＧ｟［入ｾ

は1 ' t 状並びに 副賞として 50万円 を贈呈する。

選考

推mのあったものの中から選考委只会で選考し、理事会の議を経て決定する。

選考委貝は学識、笑務経験者をもって構成し、委貝長は会長が委嘱する。

推 l跨

推薦は 、関係官公庁、試験研究機関、関係各団体、および会只とする。

提出資料

推薦者は、審査資料となるものおよび候補者の経歴世等を縫出する。提出資料

は、原則として返却しない。ただし入i涯を除き昭和62年 3 月末までに要望があ

れば返却する。

提出期限

昭和62年 1 月31 日

提出先

社団法人 日本建築協会

大阪市北区梅田 1 - 1 - 3 - 2 1 0 0 大阪駅前第 3 ビル21階 TEL. 06- 348- 0635 

附則

この1 ' t は、当分の問、 5 年ごとに 3 月に行う。

日 本 建 築 協 会 賞 に す い せ ん の お 願 い

日本建築協会は大正 6 年 3 月、大阪において設立され、昭和62年に

は創立70周年を迎えることになりました。

この意義ある歳を記念して、 前日本建築協会賞。を創設いたしまし

た。この賞は、建設、設計、電気、管工、建材など、あらゆる分野

において技術の向上、進歩、発達に貢献した業績に対して、その功

績を讃え、広く顕彰するものであります( 作品 を除く) 。該当業績が

ございましたら 、ぜひご推薦下さいますようお願い申し上げます。

創 立 70周 年 記 念 事 業

. 記念式典、表彰式、講演会、祝賀会〈昭和62年 3 月初日 (月)於・太閤園〉

・日本建築協会賞の創設・大正、昭和初期住宅作品の展示・「住まいの絵本J の編集、出版・「関西の昭和生まれの建築家」の出版・特別見学会・その他

. rプロのノウハウ』シリーズセット記念セール



一 一 日本建築協会会同

4 第32回工高生デザインコンクール

入 選 者 発 表 一 設 計 課 題 テ ニ ス ク ラ ブ ハ ウ ス

日本雄築協会主催による昭和61年度の標記コンクールの入選者が

下記のとおり決定いたしましたので発表します。

なお、入選作品は次号( 昭和62年 1 月号) にぬ，除いたします。

・応必校数/ 3 4校 ・応募作品数/ 158点

氏 名 学 校 才1 学年

入選・最優秀賞 y召 {呆 1耳

鮮潟県立高崎工業向等学校

2 年

- 定時制

森彦一( 代表者) 3 年

入 選

柳イ'1
'

一郎

大分県立大分工業向等学校

3 年

ＮｦＧ ｬｴｬ 定ｾ平日 2 年

小代由子干液共同自，11ft 2 年

11 

井 t 健一( 代表者)

大阪府立西針図工業向等ヴー校

3 年

内山幹雄滋共Iロl制作 3 年

11 
1M} 口 ｊｾｾ＠ 子 群馬県立高崎工業高等学校 2 年

11 

: : r i 井由加( 代」定者)

同

3 年

斜里f光正減共1'1耐1ft 3 年

11 

i止1j>1' 1告( 代ぷお) 群馬県立高崎工業 ｉＧＮｾｾ 等学校 4 年 l

宮下淳一被共同制作 - 定時制 4 年

11 
五 力日 裕 じ

的岡県立的問工業向等午校

4 年

- 定時制

11 ず1・γq  m 字 仁 兵 ｪ ・ ｒ 県立尼崎工Ｑｦ ＱｾＧｾｾ 小校 3 年

11 石 原 ｾｌＮ＠ 同 上
3 年

11 
1
1可 井 成 ー 櫛浜市立総見工業向等学校 2 年

( 順不同)

‘ 第
9 回電子計算機利用シンポジ

ウ ム 一 日 本 建 築 協 会 後 援 一

今日、建築の研究、実務聞で屯 F 計算機が広汎に利用されており、

利用技術の進歩はめざましいものがあり、その利用技術の促進と普

及をはかるため、第 9 回屯子計算機利用シンポジウムを開催します。

主 催 日本建築学会屯子計算機利用委貝会

後 媛 日本建築協会ほか20同体( 予定)

開 催 日 : 日前日62年 3 月10 日( 刈- 11 1:1休)

場 : 主主築会館ホール ・会議室 ・展示コーナー( 日本建築学会)

(東京都港区芝 5 - 26- 20)  

参 加 費 : (1) シンポジウム参加賀

①会 員( 主I ! 築学会と後援同体会員) 9，000円

. 6、

2 玄

②会貝外 15，000円、学生 4 ，500円

(2) 特別必演会参加賀 1，000円

(3) 懇親会会費 3 ，000円

参加申込問い合わせ先 : 日本建築学会 03- 456- 2051 

論 文 集 A 5 判 、 約460頁

会』品 3 月10日 3 月11 臼

住宅E会館ホ ール 情造、建築Z十両 建築計画

特車 ｉｉｾ 泌会Ｚ高度情報社会におけ パヰルデ 4 スカ ショ ン : パソコ

るイン 7 ラストラ 7 チュアの帯新 ン通信の現状と将来

( 牧野川)

2 C D会; 真宗 環境工学、郷 ｲｬｪｾ 十｛向、材料施工 問問題

3 A会決議 C A D視察間報告 . i l l 築続前

広場ホール 惣貌会

企画: 日本建築協会

園屋E固| あなたもアイデアマンになれる

現場マンのアイデア発想
四六・ 224頁・定価1800円

戸田建設株式会社 合 原 一 夫 著

厳 し い 時 代 を 生 き ぬ く 原 動 力 は ア イ デ ア だ グ

・どうしたら施工のコストが下げられるのだろう?

・どこを改善したら現場がスムーズに動くか?

厳しい不況からの脱出を目指し，各社ともコスト ・品質競争に必死である . 本

苦手は，そうした現場で生かせる施工のアイデアや，盲点になっている改善テー

マなどを数多く集めた . また ， どうすれば役立つアイデアが得られるのかなど，

日常生活や職場でのアイデア発想法などを提案. 即実行に移せるアイデアの本.

マンションパルコ二一手写りそ

先伺吋でき$ いかーー

2 認

金 属 工 事 で は コ ス ト を 大 き く 左 布 す る ア イ デ ア テ ー マ が 多 い

. . h+Tf 好評発売中 |

T QCか ら 見 た 建 設 業 問 題 解 決 の 決 め 手

• 
建 物 の 値 打 ち の 高 め 方 ビル マンシ ョンの新しい評価法

小林清周著 ・四六 ・ 208頁・定価 1700円

空 調 設 備 の ト ラ ブ ル50 建築に携わる人へのヒント

建策鐙備トラブル研究会著・四六・ 224頁・定価1800円

衛 生 設 備 の ト ラ フ ル50 建築に携わる人へのヒント

建築設備トラブル研究会著・四六・ 224頁・定価1800円

6 学芸出版社 〒600 京都市下雫?閉まま????

荒木睦彦著 / 四六 ・ 192頁・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

編所務
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表紙デザイン ・吉田隆一

(東畑建築事務所)

オペラ大i I f t り 土庄の民い物

に1・l き合 っていない I:Uに、オ

ペラl A を入れたスケッチで、

暇をつぶすニとにします. パ

リの iJ i は何処を JIl j いてら阿に

なるような% がします . ill 物

などの彬に、愉しい変化があ

るのかむ知れません .

、

ｾ＠

- 特集予告

1 月号/ 入浴物館

2 月号/ 腐食

保管 ・貯蔵施設

出

識

ぷ

道

夫

会

小

広

三

揺

郎

副

副

長

何

久

h

二

純

肱

川

隆

二

治

彦

)

ぷ

弘

郎

一

維

洋

守

一

利

郎

)

別

刷

澗

二

進

占

介

正

行

川

次

忠

宏

明

貧

仁

敏

征

科

埴

洋

利

三

刻

朱

剛

弘

行

正

出

敏

法

卒

尚

m
m

抗

日

郎

体

抑

止

明

裕

H
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安
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憎
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平
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公
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分

作

品

小
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n

F
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H
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聞
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品

市
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山
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H
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H
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特集. インテリア・イクステンションとリニューアル

SPECIAL  FEATURES ON INTERIOR  EXTENSION A ND  RENEWAL  

作 品 作 風

会告 l  第32回エ1.5生デザインコンクール入選者発表. 第 9 回.;t;: f- J H1機手IJJTJ シンホジウムー Fl ｾＧｩｬｬ 築協会

i長1>-1

GAL L E RY  

スケ ッチ ブック

こ の 人

評

私 が読 んだ本

読者の頁

GBRCニュース

新建材紹介 コーナー

建築の眼

特 集

総 言命

各 論

ア ンケ ー 卜

事 例

総 自次

構造の頁14 2

施工材料の頁 145

設備の頁146

月報

インフォメ ーション

熊本県立図i ! J こ館 ;Di .1 ｾ＠ 安 Ｉ ｉ Ｚｩｬｬｾ 設 計事務所一 ＭＮｊ Ｎ

liI!i工 hY水建設 ・戸田佳設 . ｾ佳千 ｦ 組 勝本工務 I，l; ill 設工 'J'; J色村l 合業体

三木の 111] り家 設 計 武 田 建 築 設 計 事 務 所 H  

最近竣工した新主主築 ( No1 9 9 0 - 1998) /0  

f主総品男 ( 日H寺百十 ) / I1IJ き下 T;t' l湖l昌平IJ

ヴァナキュラ一主 ｬｬ［ 築の魅力一「ゆらぐ住まいの原 ｊｾｲｾ J  (牛; 多瓦' 品目 ) / J . E立伴

対脱ものにｩｉｬ ｾＱ 味を引かれる Ｏ 光安義光

l

a

p

-

9

3

 

l

l

l

 

i n 分史のーコ' 7 J づくり / J判例IJ ，r'，f IJ .  i 主主築と社会」 に 望 む こ と / 北村恭一

附西往 ｾｗ のプガジャ Ｏ台本安月 ￭ 米国におけるコンク リート の製 ｩｬｩ｜ Ｇｬ ｬｦ ＺＯ 川問 ｩ 伯一一一一一一一 Ｏ Ｎ ｴ

，ＭｪｳＺ白川Ｇ Ｏ ｾ Ｎ 改修工 Ｑｾ / 5 

「ナルフアルト J / 竹 1:8三夫 /6  

「パスカルJ / 岩 U 勝 17 

料開住宅でさえるみどり / 三村浩史. 街づくり、村おこし / 本城同一.

ｊｌ Ｇｦ Ｑ 日Ａの制Ａと地域の制 Ｑ Ｏ 山本忠司 Ｎ 主主設業の生産而に￭Ｇ，ｸしい一段の ｉｊ 日発改 ｾＧＨｦ 努力 Ｏ 大ＮｩＮｬ点 ｾｉｻＮ } c 一一一 /H

インテリア・イクステンションとリニューアル

挫 築 の 再 生 と 創 造 ー イ ン テ リ ア ・イ ク ス テ ン シ ョ ン と リ ニ ュ ー ア ル 一 一 芥 山 ぷ 夫 20  

こ れ か ら の リ ニ ュ ー ア ル め 方 向

地 械の 建 築 の保 全 ・再 生 ー よ み が え る lりJ 治の ｩｬｩｦ ，Ｇ ｬｾ

H円医 者的 連築 家 と し て

公 阿 佐 毛 の ス トック 己文普

今 、 リニ ュ ー ア ル は 女 性 の H寺代

リ ニ ュ ー ア ル へ の 取 り 組 み

処物のリフォームを ，也築の rt' に体系づける/ ，片 川作 '1::

竹' 1"工務r ，1' j のリノベーション ・センター/ 半絵幹紘

メリ y トをもたらすリフォームを / 鈴木版史

テンポの. i i l i い社会の変化に応えるリフォーム技術のシステム化/ 崎t¥) ド72tfI

オフィスのリニューアルとファシリティ 7 ネージメント / 小JJ .正昂八日1¥

リニ ューアルがili L( 怖 を仰るために / 太日11柁fti

品干i行(l(J 尺! 立に乗せたとき立 l味をもっリニューアル/ ｉｽ ｾ ｊｉ 倣 ｉｦｩ

近代 nll rli 以飢のリニ ュ ー ア ル / 安井桂築設計 '1'; 務 所

インテ リア ・イクステンションとリニューアルー リニ ュ ー ア ル の 鎚 を さ ぐ る

柴 田正 己 - 2 4

川村桝t ，& - 2 6

坂 本 幸 三一 ー2 7

-1ヒ山杯与 //ltJ与 T 芝11欠千 1l?1 - 2 H

29 

ｾＴ＠

成1;.. :女 r- 主¥i.WI大学長岡; ;(新 キャンハス / 必f Hiti 厳

令 ＱＱ 戸灘 ・ ｪ 阿 ＱＱＺ 品 ｉ 也 ， ｾｷ Ｏ 神戸Ｑ｛ Ｑ 教育委以会

川 11 . 安治川 ffHi 術/ 奥村礼 f

上 fJ" 劫1¥ウォーターフロント 一風 J止の J1γ 主ー/ 安達 IA俊

神戸・北野町民人館 ￭ ｊｩ Ｏ 神戸市教育委 Ｑｾ 会

や11戸 di ｩｌ ￞ｈ 物館 Ｏ 神戸市教育委 Ｑｾ 会

ｱｬｾ Ｚｭ＠ di 立兵術館 / '1 '村 仰い

i ill 築と社会 J J 986年 1 - ] 2) J  サ 総 I I H

ｭ 疋からｉＭＧｹ ､ＡＮｬ へ ＭＴ ｊｴ をかたちにすることー Ｏ 林 ＱＧｾ Ｇ ｛

ｦ 民 Ｑ ￯ｾＧｬ ｊ Ｚ 系 内情川五ＧＺＱＢＮ判 Ｏ 山 ＱＨ｜ｬｾ Ｇ ｌ 文

燃料' ，f.u也ーそのm] ft の11J1i 'Jー / 水本{ 羊ー

日本位築| 励会) J  ｬｾ ｩｊの動き ＨｉｉＨ ｻ 和 ＶＱ 年 ＱＰＩ J 分)
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正面全j;t

熊 本 県 立 図 書 館

a、

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清水建設・戸田建設・建吉組・勝本工務庖建設工事共同企業体

所 在 地 熊 本 市 出 水2- 5- 1

敷 地 面 積 14 ，379 .99m'  

建 築 面 積 3，888 .75m'  

延 床 面 積 9，410 .64m'  

構 造 規 模 S R C.  RC. 4 F  

エ 期 昭 和59年 7 月~ 昭 和60: 年10 月

最 寄 駅 国 鉄 壁肥 本 線 水 前 寺 駅
。 船 長 河 野 博 之



熊本県立図書館は、熊本市城のほぼ中央部、県庁 ムを感じさせない形態とすること等を、環境との

から徒歩 5 分の距荷!t にあり、市屯通りにも近〈、 調和の基本的な条件として計画しました 。この粂

県下各地方からも 工事でア プローチしやすい県中央 件は、できるた一けフラ y トな広い床面績を必裂と

自立として、すぐれた立地にあります。 さらに、敷 する公立図書館の望ましい方向と矛盾することに

地は、旧砂取刺川屋敷の跡地て¥東側には池を中 なり、計画段階での議論の焦点となりました 。県

心とする庭図が残され、西側IJ には料卒、旧東浜屋 中央館とはいえ、図書サービスネ ッ トワークの発

敷跡の庭図に接するなど、水前寺公図から江主l! il;}j 展途上段階では、地域一級図性館の役割も担わざ

へ到る加勢川沿いの水と緑12かな熊本を象徴する るをえない面もあり、多くのスタディと議論を繰

景観のすぐれた公園のなかにあります。この環境 り返し行いました 。最終的には、児童室 と視聴党

と、大きな規棋の建物となる図書館機能の調和が、 関係室、近代文学館を 1 I滑に、開架閲覧室 と|刻梨

計面上も っとも露宴な課題でした 。 告: J 1 l ! とを密着させて 2 ・3 階に、主機械室 を4 階

敷地内の大きな樹木はすべて残すこと、建築而積 に設置する断面椛成となり、図fE- 館内部をできる

を可能なかぎり小さくすること、大きなボリュ だけ開放的に連続させるよう配地、して、階の差に

北 側 外 観

lfJfll 1J 外観

よる利用者の抵抗感をとり除き、図書館機能を阻

害 しないよう工夫をしました 。

当初の長い年月をかけてできたすぐれた環境の迫

力に屈するかのようにも感じていましたが、今、

実際に使用されている状態を見、深い木立の中に

迎当なスケールですんなりと納ま っている建物の

有機を見て、計画H寺の選択が正しか ったことを実

感しています。

技術的には、複雑な地下水の水脈と建物基礎の関

係、全般的な建物の省エネルギー化、図普通信サ

ービスのコ ンビューター化への対応等、伎の高い

濯物をめざしました 。

( 松山 新/ 安井建築設計事務所)



H皆平面 図 1 ・1. ∞o

空 調 大 気 社 ・ミナミ; 令設 J V

電 気 九 州 電 気 工 事 ・昭電社J V

受電 ・電 気 馬 場 電 機 商 会

エレベーター 東芝



南西側外観



三木の曲り家

設 計

処 築 主

所 在 地

倣地面fU

lli 築 而fl' [

延床 l副総

竣 工

企図編集

搬 彬

Gal l er y 

まち・建築・ひと

武団住築設， ｈＧｉｾ 務所

内塚和彦

兵庫県三木市緑が丘町西 2 - 9 - 2 2

308. 27m'  

159 .14m'  

263. 1001'  

昭和61年 5 月

作品作風小委. w 会

絵村Y i i古

'"I 'lll ド圭



人間は、社会的なたてまえの tl ト界と、例人的で

本7干の世界とを持 っている 。住宅は 11，(:も伽l人的な

領減であり、本7干の世界である 。 また人間は同族

立;i 在又は J"TiMX主織を持 っている 。併がジ ー ンズな

ら広もジーンズをはくようなものであり、 Ilhl やti'.

宅は、 Ｑｾ と同じようなものがほしいという芯減が

光立つ。 しかし同時に、他人との泌いも欲しいと

思 っている 。 そこで、同じようなf ，Y j 法 ・材料で主主

物を作り、他との1主いを主張したいために玄関の

! 手やンヤンデリアに少しお金をかける 。 ところが

よく考えて弘ると大泣生産されたものの ＧＱＧ からｾ

んでいるために、同じような住宅が住んで行くこ

とになる 。

日本は明治以後 ＱＲＰ 年未だ ｾｉ ＧｩＺ命を継続 ＧＢ Ｑ Ｇ である 。

特に大戦後の40年は格付ヰ (I ( J に変わ ってきた 。 i滅的

人 ｉ Ｑ の ＸＰ Ｅ が ｾ Ｇ ｩ［ 住民家であ っ たというが、今 ｈ で

は1 5 %を; 引 ってしま った。すなわち j災業国から、

工 業 ・商業国へと変わ ってしまい、生活、家族、

家庭観も社会観も変わ ってしま った。 この世界観

の変化のモデルとして、欧米先進I斗の生活スタイ

ルへのあこがれがあり、マスコミの ＺｪＡｾ 特もあ っ て、

コロニアルスタイルや、ヨーロ ッパ胤の住宅が11:，

られてきた 。 これは風であ って決して米でも欧で

もないものであり、これらの住宅が現ギl・の日本の

j瓜長を作 ってきたといえる 。

このような情況の中て r- 供の頃に住ん でいた

日本住宅、特に良家の宅Hij が町、! 瓜宗として心をよ

ぎる 。大きくて iJU亨な ''.'i -f ' l : の昼恨、低い' P- f 、く ぐ

り抜けると、少し時いが天 Ａｉ ーの ｲｾＺＺ［ t 、土問、そして

紋 mll のように内とも外ともつかない l ド!日lの領域を

持 っ た ｾｮ ｬ｝を造りたいと思 っ た 。 組制迭の処物は、

内と外をは っきりと区別し、i ] o 一ぃ壁で問み、 4拾い

li 恨やfぷで{ 上旬J られていて、水、F にW: 床しにくい

が、 1:へ l二へと作易にT : ! ' : 築できる 。 それに付して

日本の家が、0 [ ( ぃ脱線を来せているために 1- へは

作品iにtn築できないが、水' f L の) ] (i 'JにWJ 築するこ

とによ っ て、 ｉ ｊＧｊ 外の中 ＱＱＱＱ のＧっそ ｉ ｬｬｬ を Ｇ Ｑ ＧＮ み ｕｾ してきた

ように、水、t
L

}jJi ，JにIlf lびるJ i li'J!:ふ党を大切にした

いと J5えfょ一。

また Jj 引にの校術や材料が開 くなったといわれて

いる 。 それは、化学や鉱物の: ，: :経材料か U f，[ を市

めているからだろう 。 それに比して、i I 然材は一

本一本くせがあり、使いにくいが、それ独特のf I 荷

t' l : があり、それを使いこなすには人I l 日のやわらか

い下すなわち1技人i主の技が必要となる 。本来、 1ヒ

'ioはやわらかくあるべきだと J5えている 。だから

このr - i : 宅て' は、木、し っ くい、イ{ 等、できるだけ

i I 然の材料を使 って{ 上 卜. げている 。 ( if l':凶 I!II nJ.l) 



- 写工Lと概要をどしどしお送り F さい。

凡例 a 所在地 b  敷地面積 c  悠 築 面 積 d. 延 床 面 積 e  構造税政 f. 工期 g. 最寄駅

1990 荒尾総合文化センター

設 計 : 日 本 設 計 事 務 所

施 工 三 井 建 設

a . 熊本県荒尾市荒尾字上府本i且4186- 19

b .  20，220.89111'  

C .  5，808. 29111'  

d .  8，504.43111'  

e .  SRC、S、B1、 4F

f . 昭和59年 I I月 - 1昭和61年 3 FI

g . 国鉄鹿児島本線荒尾駅

1993 神 戸 山 手 女 子 短 期 大 学 3号 館

設 計 . 竹 中工 務 底 大 阪 本 庖

施 工 ・ 竹中工 務 底 神 戸 支l吉

a . 神戸市中央区 rll 山手;m6- 5- 2

b .  2 ，943. 73111'  

c .  1，512. 48111'  

d .  5 ，816. 58111'  

e .  RC、s I 、3F 、PI

f .  II!H1i 60年 4 ) 1- 昭和61年 2 )1 末

g .  1  "Ij j (}じIIIf !ll(、 ，Il常J也寸ご主先山下車I(

1996 豊 中 市 立 武 道 館 ひ び 急

設 計 : 日建 設 計 大 阪 本 社

10 

施 工 : 鴻 池 組 他

a .  ｾｾｾｲｪｬ＠ di lJ間11凶町4-44- 1

b . 7 ，846. 48111'  

C .  2. 127. 55111'  

d .  4 ，366. 15m'  

e .  SRC、 3F

f  1I!H1160
i
F  7  )  1  -1111千1i 61

i f- 3  )  1  

ｧ Ｎ 阪ｴ｟ Ｑ ， ＧￎＨ 尿器 ｾｊｈｩ 部駅

1991 大 牟 田 文 化 会 館

設 計 ・ 久 米 建 築 事 務 所

施 工 . 三井建 設 ・松 村 組J V

a . 福岡県大牟旧市不知火町2- 10- 2

b .  12，489111'  

c .  5，947111'  

d . 10，567111'  

e .  SRC、sl 、4F

f . 昭 和59年 H I - 昭和61年 3 J-I  

g  匡l鉄鹿児山本線大牟凹駅

1994 太 陽 神 戸 銀 行 六 甲 支 庖

設 計 . 竹 中工務庖

施 工 : 竹中工務 底

a. 神戸市灘区宮山町T2-43

b .  1，116.13111'  

c  .  580. 77111'  

d .  1，163.68111'  

e .  RC、S、s I 、2F

f . 昭和60年 7 )  1  - l I iH1161年 3 )1 

g . 阪急神戸線六 '1' 駅

1997 関西学院大学学生サービスセンター

設 計 ・ 日本設計事務所

施 工 竹 中 工務 庖

a . 西 町 rli 1-.ヶ!京1- 2

b .  116 ，270. 22m'  

C .  771. 60m'  

d .  3 ，004. 33m'  

e .  RC、sl 、3F 、Pl

f .  1Ii{平日60年 4 )l -II 併 1161年 3 )1 

g . 阪 急 今 ilt 料t1jl 点閥単I(

l…IJ 

1992 奈良県女性センター

設 計 ・ 桝 谷 設 計

施 工 山 中 工務庖

a . 奈良市東前j 南 町

b  .  407.30111'  

C .  332.00111'  

d .  1，143.00111'  

e .  RC、 4F

f. 昭和60年 7 月~昭和61年 3 月

g  近鉄奈良線奈良J l R

1995 産 業 会 館

設 計 九 基 ) 梓設計 ( 実) 斉賀建築設計事務所

施 工 : 穴吹工務庖

a . 目玉般市稲岡町

b . 3，311111'  

c .  1，074111'  

d .  4，105111'  

e .  RC、6F 、Pl

f .  II El fl l60年 5 月- 1昭和61年 3 H

g . 医l鉄高絵駅

1998 三 入 公 民 館 ・ 三 入 児 童 館

設 計 : 広島市・近代設 計コ ンサルタ ン ト

施 工 ・西本・持田建設 .J V

｡ 広 ｊ［ ，ｾ 市安佐北区可書 ＱＱ 町大字下町屋

b .  2，178.60111'  

c .  1，244. 73m'  

d .  1，702. 40 m'  

e .  RC(- mI Sl 、 2F

f  1昭和60年 1 0 H- 昭 和61年 3 月

g . 悶鉄可郎総可書I1駅



この人

建築と日時計

11月 7 日の畳さがり、奈良 ・学園前の帝塚

山学闘天文台に後藤品男先生を訪ねました 。

「世界の日時計」奈良 ・盟住書庖刊を出版さ

れた著者に、建築空間に於ける日時計の可能

性についておたずねする為です。 ちょうど小

学生の天文クラブの指導をされていた先生は、

快〈一室に私達編集委員を招き入れ、次のよ

うなお話しをしてくださいました 。

建築家からの大きな反応に驚〈

「世界の日時計」という本は ・科学史の立

場から執筆したものです。 これは私が数年前、

私学研修会からの海外派泣貝として、 6 カ月

はかりイギリスのエジンパラ大学に留学した

折に、スコ ッ トランドを中心としてヨーロ ッ

パ各地を回り、日時計に関して調査した資料

を写真中心にまとめたものです。一般向けの

本でありますが、私の予想に反して、建築関

係の方々からお手紙や電話をいただき驚いて

おります。先日も名古屋の建築家から、建物

の北側I j に日 H寺計を作れないかというお屯話が

ありました 。北側は太陽光線が当たりません

が、明り窓から室内に光を入れたり、北{ 日IJ の

面にステンドグラスのようなものを作 ったら、

外から; ; 診が見えるのではないかという提案を

しました 。 その後、尼崎市の建築関係の方か

らも問い合わせがございました。

日時計は西欧文化圏のもの?

ところで日時計というと、一般の方々は、

小学校や中学校の校庭に、卒業記念などに置

いである水平型の日時計を想像されると思い

ますが、ヨーロ ッパの日時計は千差万別で、

ちょっと見たところ日時計と思えないものも

たくさんあります。 ヨーロ ッパの古い城、中

世の館、教会には、装飾としてたくさん使わ

れています。 この背景には、太陽光線に対す

る異常なまでの憧れという気候風土的なもの

があるのではないかと考えられます。一方、

日本では戦前までは、屋外につくられた日時

計はほとんどなか ったのですが、江戸時代に

携帯用のものは小型軽量ながら美的なものが

多数つくられています。 19世紀初め、来日し

たシーボルトは、日本人旅行者の多くが紙製

の日時計を持ち歩いていることに篤いていま

後藤品男( 日時計)

ごとう あきお

193 1年東京生まれ

1956年 名城大学理工学部機械工学科卒業

1960年 京都大学生駒山太陽観測所研修員

1980年 英、エジンパラ大学客員研究員

現 在 学校法人帝塚山学園、勤務

日本天文学会特別会員、 日本科学史学会4 員、日本産

科学史学会々員、日本暦学会4 員、他。

窓ガラスに捕かれた日時計

イングラン ドの Bri stol 近くにある Berkel ey Ca-

st le  ( 12世紀の建築) のモーニ ングルームの東側

の窓にある 。中央に蝿の絵が揃かれている 。朝日

が射してくると純が飛び廻るからだそうだ。ff の

生活を f方術とさせる 。

す。 当時の携稿用日 H寺計は、私カ、保持してい

るだけでも 30点以上になります。 ですから、

日本にも屋外型の日時計が今後普及する可能

性は大いにあると思います。

聞 き手 増減IJ 昌 利 ( 神戸市 )

日時計はやすらぎに通ずる

きて建築空間に於ける日 H寺計の可能性とい

うことですが、私は 、建物の装飾、庭園の造

形として大いに利用できるのではないかと考

えます。太陽光線の当たるところなら東面で

も西面でも日時計をつくることができます。

壁面につける場合は、ペインテインク式と取

り付け式の二つの方法があります。屋外階段

の手摺を 利用することもできます。他に正午

日時計、窓日時計などいくらでも考えられる

と恩います。 その際、ただの工作物としてで

なく、人間生活にゆとりとうるおいを与えて

くれる造形として、できれば芸術家と協同で

考えて頂ければ幸いです。

日時計の将来性

省エネが叫ばれている現代、造形、モニュ

メントとして作った日時計は、一回作 ってし

まえは、エネＩ ｾ ギーがいらないということで見

直されていいと 思います。私は、東京のウォ

ーターデザイン( 株) という水禁施設専門メー

カーの仕事を手伝 っていますが、噴水は非常

に維持費がかかるそうです 。 しかし日時計は

一度作ってしまうと維持費がかからない。 そ

こで噴水と日時計をセ ッ トにして、噴水がと

まっているときは日時計でうまくつくろうと

いうわけです。 ここ 2 - 3 年、圏内で 10 カ所

ばかり作っております。耐久性を重視して、

材料にはステンレスや石、ブロンズなどの高

級な素材を使いますから、値段も安くなく、

3 ，000 万円ぐらいするのに、なかなか好評で 、

最近、よく依頼があるようです。

また公害防止事業団 ( 環境庁 ) でも最近は

工業地帯の緩街地帯に日時計を作り始めてい

ます。 日本でも日時計が増えているのでたい

へんうれしく思っています。

建築関係の方々が、日時計を モチーフにし

て、光と 1;i 3- の演出を建築空間の中で展開され

ることを大いに期待しています。

1 年後を目途に、日時計に関する第 2 弾

を出版されるそうです。発売の日を心待

ちしたいと思います。 I読んだ人の考え

方を変えてしまうものでなければ本の値

打ちは無い」 とし寸説があります。私は、

「世界の日時計J を読んでから 、す っか

り日時計党にな ってしまいました 。読者

諸氏も御一読下さい。
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ヴァナキュラー建築の魅力

いささか使い古された表現であるが、近代

建 築 は 鉄 、 コ ン ク リ ー ト ガ ラ ス に よ っ て 構

成され無機的空間を形成する 。 それは工業社

会あるいは情報社会を表象するにばふさわし

いかも知れないが、同時に非人間的な冷たさ

を感じさせる 。一方、風土に般ざした向然発

生的建築( いわゆるウ‘ ァナキュラー建築) は

然の素材を生かした有機的空間を醸成する 。

それはたとえ異なった文化的背景を有する者

にも、長い年月の間につくられた怨築のー原

型を示している上に、ある粍の親しみと" * か

さを感じさせる 。

今から 10数年前、 B.ルドルフスキーによっ

て一冊の写真集「建築家なしの建築」が若さ

れた 。画一化した現代建築を見直す気運ヵ、生

じつつあった当時、写真をi Ul じてJ : . T I IHJ 見る兵

固め自然発生的な建築、その形態的美しさや

市終的なイメージは我々に新鮮なショ ックを

与えるのに十分であった 。 しかしなぜそうな

のかという聞いに答えるものではなか った。

世界の自然発生的建築を足で描写

本st は建築家である若者が実物を熟視した

上で土着的あるいは風土的な形態の持つ意味

とその深層柿造に迫ろうとした好者である 。

若者は常日頃、モタンな主主築を設計する傍

ら吋主まいの原型 H とも云うべき、この魅力

的な世界に魅せられた一人と云えよう 。J行f者

は単なる旅行者としてではなく研究者として

ロンドンの A A スクールに 2 年間留学し、そ

の間にi ! t 界各地の自然発生的な建築を数多く

実地調査している 。本書はそれらの尖際のフ

ィールドワークをもとに建築家としての鋭い

洞察と観祭で符られた知見に基づき 、風土に

はぐくまれたホ住まいの原型。に迫ろうとす

る。調査対象地は桃園、ネノ f ール、インドな

どアジアはもとより中近束、ヨーロ ッパ大|塗

さらにはアフリカ大陸まで広がり、読者に興

味をそえる資料を展開している 。例えばスイ

スの校合造と倉、 7 ゾーの記述がそれである 。

世 界の 日時計

光と影の ロマ ン

ゆらくや

住 まいの原型

自然発生的建築を探る

本多友常箸

学芸出版社刊

1，600円

外部から 一見すると略式機造に見える校合造

の内部は、予想以上 に柱や梁が多用されてい

ることに、ミ存者はスケ ッチをしながら気がつ

く。 そして調べてゆく内に、スイスの校合i盆

の基本的構造は、同じスイスのベルン地方に

見られるアーチ状の71をも った典型的な j民家

の椛造と似ていることに気がつく 。 このよう

にして建築としての用途もi @ い、様式上も全

く異なるように見える両者も、笑はテントポ

ール梢造として1 J i 本的に |百l似で' あると村: 者は

示唆する。

このような調査に基づく考察が世界各地の

事例をもとに論ぜられているが、その内いく

町の中心にモス 7 がシンポリックに建つ( アルジエリア)

ニジヱ J レにあるサンシヱ ド

新刊寸評

足立 啓 ( 関西大学助手 )

っかは「建築と社会」に述11或されたことがあ

り、私 |当身を含め、興味を持って読まれた諸

兄も多か ったであろう。本舎はその記事をベ

ースに大幅に 1m筆修正されている 。 i主，1在では

J ，ききれなかった多くの筒所にさらに詳細I t・

説 I!J' Iが加わり、論理的な一口性が保たれてい

る。

180点に 及ぶ写真 とスケ ッチもまた 楽 しい

ｊ 存者は、「白然発生的建築は短絡的に ｉｾｉ 然環

境がかたちを決定するという決定論にゆだね

るべきではなく、むしろ自然環境に似ざしな

がらも社会的、民族的あるいは歴史的な認知!

の体系を背負った限りなく多機な文化的立院

の結来である」という視座を明快に打ち1 1 ¥し

て、伽! 々の事例を詳細に検討している 。

ｾｭ は次の Ｖ ｦｾ からが ｩ 成される 。

1. n! 然発生 (I(JJ建築に見られるさまさまな矛 J宵

2 住まいをつくり出すための紋どり

3. j 三柄を支えるさまざまな仕掛

4 将官[ の保守性とかたちへの同事K

5 空 IMJ 原理の保存と継承

6 空I1¥J).京辺! の変容と同化

180 .0:' 1. に及ぶ筆者の搬った多くの写兵とス

ケ ッチを見るだけでも楽しく、単にっくり手

の佳築|品l係者だけでなく住み手である一般の

人々にも、多くの示唆を与える本である 。

あだち けい

1950年 大阪府生まれ

1976年 関西大学大学院修士課程を修了

1978年 ワシントン大学建築都市計同学部大学院修

後 1980年まで米国で実際に探わる

1980年 i期間大学助手

書評 委員( I ; ! <紘略)

。ト泌イillUl1 ( 日建設計)

fJf 従 勉 ( 京都大学教養部助教授 )

太田的信 u反念建築研究所大阪事務所長 )

加藤邦男 ( 京都大学建築学科助教授 )

橋本敏子 (生活環境文化研究所所長 )

J哲榊! 日平IJ (神戸 rl j " 営終課)

山形政111'. (大阪芸術大学建築学科諸島r . ili l

世界各地を E背任した l二で作られたこの本に触れ うお: 者。大繁雌を伝え 1m<  1""<ンション保全診断

ると、日 H村| ーの; 現代的な可能性を必〈感じさせら センターJ (応用住宅管理業協会が昭和60年 4 月

れる 。読者を日時計ファンにしてしまう不思議な に設置 ) に補修診断を依頼しようと検討している

後藤晶男著 本といえよう 。 t; 榊 l品手11 < 豊住膏庄和1 3，2∞円) 読者がおられたら、聞き姶てならぬ内容だ。分譲

たかが日時計、と小中学校の庭などに記念とし

て据えられた水平112を述恕してはいけない。世界

には、笑に多様なスタイルのものがある 。怨築の

外壁に、ステンドグラスに、そして彫刻lの立像に 。

日時計は、建築あるいは住まいのデザイン袈紫と

して活用されているのだ。

12 

集合住宅を長持ちさせる方法

居住者の自治と早期対応が鍵

梶浦恒男箸

1  j註人に銭II をfnける J ! む行はおやめなさいとい

業者に対して弱い立場にある同センターで来たし

て公正な診断や補修業者選定ができるであろうか

という疑問を投げかけられている 。他に 1主み手は

もちろん、 7 ンンヨンやタウンハウスの企画者や

行政 l訂の人々にも役立つ笑践的な内容が詰め込ま

れた本だ。 li':i*l J 白布l帰 国 社 刊 1. 400円)



景観ものに興味を引かれる
光 安 義 光 ( 光安建築設計事務所)

「建築と社会」にこの企画ができた H寺、面 である 。 観物は遠望論 、近接論、視野論、掌論( 私の

白いと思っていた 。 それは一寸覗き趣味を満 『不 忠 臣 蔵 』 井 上 ひ さ し 若 集 英 社 造語) がある。私は接近認知できる 30メート

足させてくれる所もあるのだから ・一 一。 それ 華やかで、人々の口の端に誇らしげに忠臣 ル位の範囲に関心をもっているようである。

が此度、私にお鉢が廻ってきた 。 蔵に参加した47人の武士の功績が語られてい 視覚機能について詳細に述べていて、カメ

先日、チビ ッ子達のために書庖に寄った 。 る。12月になる と、 忠臣蔵の康IJ が今以て上演 ラ構造的にまでは踏みこんでいないので良い

乗物集、動物築、物語りなど手に取っている され、多くの人々に感銘を与えている 。 その のは I視角の法 ft lJJ である。平易な文章だが

内に一冊を聞くと、そこはかとなく妙なる音 仇討ちに参加すると言われ乍ら、何等かの理 一つひとつ図を 押さえ乍ら読み進むのでやた

楽が耳をかすめてくるではないか。 いぶかり 由があって不参加の武士に焦点を絞って書か らに時間がかかる 。 しかし労作だと思う 。絵

つつ次頁を繰ると巽なった音楽が |夫よい 。ゃ れた物語りである 。例の在日〈、浅学な私は卑 画的捉え方が私を離さないのだろう 。

っと音源はその本に埋設された薄いンートに 怯、未練者逮の話と思ったが、それぞれに言 建築を視野の中に入れて織成を考える手掛

録音されているらしいと ｪｾ 坪った 。 起こし絵本 うに言われぬ苦悩にさいなまれている様が描 かりを 『景観の構 造j に見るのである 。 とて

は知っていたが、本を聞くと交響楽が飛び出

てくる幼児用絵本があるとは知らなかった 。

2 ，000 円位だが、時代が変わったものだと痛

感した。彩、の青春 11寺代には 『出家とその弟子』、

『漂泊の魂J r車輸の下j などを読み感激し、

『歴史的現実j を読み返して心に哀IJ み、笑在

の充実感を党えて、ビルマ !j 袋線へ向かったの

が昨日の事のように思い出される 。

新引l警の多さに感心

私は個人的に新刊書に接する機会が多〈、

よくこれ経建築専門書jーが刊行されるものだと

感心してしまう 。 それらを一行ずつ順を追 っ

て読んでいるのだが、I l i lt のせいか 11民りを誘う

効果は抜1洋である 。

『国際生土建築学術会議報告ぞ:: 1 国際生土

建築学術会談圏内委員会編。

この本を手にして篤くばかりだった 。生土

建築という言葉を知らなか った。 それに国際

的学術上の研究対象である事も知 った。非常

に少数ない人々が穴居生活をしているのだと

ばかり考えていたが、とんでもない誤りなの

だ。中国では黒竜江域に耐用4 0 - 100 年のも

のがあるという 。河南省の客 j同建築が盛んで

4 ，000 人が住んでいる 。その他アメリカ、ぺ

j レ一、フランス、オーストラリアにまで及ん

でいる 。世界史の古代都市に於ける生土建築

が、 B C  3 ，000 年頃日干煉瓦が使用されてい

ると 言われると、自分の無知をさらしている

ようだ。構造、衛生、経済なと関連した諮問

題が複雑にからんでいる事を詑、識し直したの

屋根の下に 築く

私 論一住ま いと暮らし

写されている 。仇討ちを l場とすれば、不参加

の恨IJ は陰というべきだろう 。私共はこの両面

への迎j砕を得て忠臣蔵の全体像を捉えても、

すべてとは言えぬだろう 。 そうした雛しいこ

とは、さて置き、日常語「お蔭様でうまくい

きました 。有 ii!fr うごさいます」を思い出し、

不忠臣蔵かげの 19人に哀悼を様げ乍ら、日常

語に含まれる思いやりの言葉を大切にしたい 。

『祝党の法ft lJJ メッツガー若 盛永四自1¥

訳 岩 波 舎 庖

『封在見の椛i主j 他口忠彦著 技報堂

『者11市の景観J C .カレン若 北原疋J l . 雄訳

鹿島出版

山際、水際、街区など景観物に興味を引か

れている 。 これも流行の中にあるかも知れな

い。景観物では丹下、芦原を始め数 11甘があり、

読んでは党えるより頭の髭理をしている 。長

新刊寸評

も親しみ易い本だと思う 。

ポストモダンもうなずける

伝統様式、装飾性など情緒安定志向をする

ポストモダンもうなずけるが、私は景観と建

築環境という面に傾斜していくようである 。

勿論、建物群といえは、ポストモダン派建築も

ふくまれている場合もあろうが 、一つの士甘塙

ととらえ、その臨場感の快的性を考えようと

思う 。整 った御堂筋の美しき、南、北のゴキ

ブリ d横町的な快楽性に人間 I床をうたいあげる

のか 。 そんなこんなを考える時 『視覚の法則』

『景観の梢造j がヒントを与えてくれそうな

のである 。

本を読むH寺、全頁の中の数行かも安(1れない

が、自分の意見と同じか、正反対 、異な った

視点などを見つけ出すと、十分に得をした気

分になる 。それが読書冥利というのだろう 。

みつやす よしみつ

1919年 総国ソウノレ市に生まれ

1942年 東京工大卒業 ビノレマ戦線

1948- 71年兵庫県営純諜

1971- 79年明石工専教授

1979年 ~ 光安建築設計事務所を開設神大 ・阪大 ・

ｲｾｊ 石 短 大 ・ 関田ｫＮ子 短 大の非常勤講師

ミ存在 「忘れがちな設計のポイント 」相娘m房

「設備技術者のための建築再入門」学芸出版

、な作品 兵庫県庁舎と会談線並びに周辺、 fJJ 城館(竜

野市 ) 、久野病院、三木市品目光美術館、明石市勤労福

祉会館、横尾正[1

1't 全処1H県庁舎' 41 )、兵庫県功労: l ' t ' 56、関西 l照明ご皆

及委設 ( ' 46、' 47)

光安建築設計事務所

神戸市中央区北長狭通 3 - 12- 16 t i 078- 391- 0075 

いですよ 」と勧め られる本だ 。 として考え られるようにな ってきた 。 しかし、単

￞ｲＺ ｾ 申 ｬ 邑利 Ｈ 明現社刊 ＱＮＰ ∞円 Ｉ に土地がないから地価が高いから住宅を集めたの

が集合住宅である 、ととらえるのではなく、居住

犬 伏 武 彦 著 都市型住宅の文化史 者にと っても市民にと ってもよりよい環境を形つ

建築を収業としてや っていると、住宅の設計に

ついて助 言を求められることがよくある 。 しかし

石の文化と木の文化

くる要素として考えられるべきであろう 。著者は 、

後 藤 久著 現代の集合住宅について、古代イタリアを中心に

[玉まいと暮らしには 一口では 言い表しにくいゴチ 今、日本中どこへい っても、アノ マート、マ ンシ 広〈ヨーロ y パの種々の集合住宅の変避を通して、

ャゴチ ャした所がたくさんある ので、なかなかう ョンが材立している 。庭付一戸建の住宅が必〈求 人間本来の姿としての「集ま ってi主む」ことの立

まく説明できずに困る 。この本は、そうした住宅 められる 一方で、いわゆる集合住毛も都市型住居 l床を、原点に立ちかえ って見極める必要を強〈問

相談を受けた折に、 「まずこ の本を読んでみたら良 として 一般的になり、都市を形成する重要な要因 いかけている 。 伊藤i HSfll¥( 日本放送出版協会刊 750円)
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読者の頁

「自分史のー コマj づくり 「建築と社会」に望む こと 関西建築界のプカジャ

増 j剃昌利 ( 神戸市) 北 村 恭 一 ( 大建設計) 吉 本 安 邦 ( 消水建設)

大 阪 市 域 外 で 勤 務 す る 一 読 者 と し て 「 建 築 と 社 最 近 、 建 築 を め ぐ る 状 況 が 忙 し い 。 に わ か に 激 学 生 の 頃 、 大 学 の 図 書 館 で 何 気 な く め く っ て み

会 J を 自 分 の も の に す る 方 法 を 改 め て 考 え て み た 。 しく潮流が動いている! 惑がある。それも、本流、 た 「 建 築 と 社 会 」 は 、 た だ の 「 ロ ー カ ル 雑 誌 」 と

① 「 自 分 史 」 の 一 こ ま と し て 、 自 分の か か わ っ た 支 流 に と ど ま ら ず 逆 流 ま で あ っ て 泳 ぎ き る の が 大 し て 記 憶 の 片 隅 に と ど め ら れ た だ け の も の で し た 。

建 築 作 品 や 出 版 物 の 紹 介 記 事 を a依せる。 変である。 i建 築 と 社 会J が 建 築 プ ロ の 会 貝 誌 で そ れ か ら 数 年 後 、 建 設 会 社 の 設 計 部 只 と な っ た

② 投 稿 の 頁 を 活 用 し て 研 究 レ ポ ー ト を ま と め る 。 あ る な ら 、 右 往 左 往 す る 若 輩 に 適 切 な ア ド バ イ ス 私 が 大 阪 に 転 勤 し て 来 た 時 、 こ の 土 地 の 建 築 の 雰

l 頁に 3，000字 は 書 け る か ら 、 連 載 し て 一冊 の を贈って欲しいと思う。商業建築雑誌、のファ ッ シ 囲 気 や 最 近 の 動 き を つ か む た め に と 先 殻 か ら 波 さ

本 に し た 会 員 も た く さ ん い る 。 ョナ 7 ・ ル な 晴 好 で 廿 無 〈 、 大 勢 を 占 め る 組 織 建 築 れ た の が 「 建 築 と 社 会j で し た 。 企 画 設 計 や 営 業

③新干IJ を タ ダ で 読 め る 。 建 築 協 会 ロ ビ ー に は 新 刊 生 産 者 逮 に よ る 現 代 思 潮l解 剖 を 期 待 し た い 。 設 計 に タ ッチ す る こ と が 多 か っ た 私 に と っ て 、 こ

本が山積み、君子評の為だ。好きな本を借りて寸 展 覧 会 、 講 演 会 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン な ど の 土 地 の 状 況 を 知 る こ と は 何 に も 憎 し て 重 要 な こ

評 を : ! ? けば、 「 建 築 と 社 会 」 誌 に 自 分 の 名 前 も の 催 し が 頻 繁 で あ る 。 都 合 が つ く 限 り 栄 養補 給に とであり、それを知る情報源となったこの雑誌、は、

載る。 出 か け た い と 思 う が 、 そ う そ う 恵 ま れ た 環 境 で も 学 生 の 頃 受 け た イ メ ー ジ の 上 に 「 笑 用 的 でJ とい

③ 自 分 の 問 題 意 識 で 特 集 を 組 め る 。 幹 事 会 を つ く な く 見 送 る こ と が 多 い 。 雑 誌 の 出 版 が 遅 れ が ち で 、 う 形 容 詞 を 加 え た も の に な っ て い ま す 。

って月 1 固め ペ ー ス で 勉 強 会 を 持 つ の が 普 通 。 予 告 ニ ュ ー ス の 期 待 は な い が 、 事 後 報 告 を 記 事 に ・最近特に活発にな っ て 来 た 関 西 の 変 化 の さ ま ざ

大いに勉強になる。 し て も ら え な い だ ろ う か 。 そ れ も 漫 然 と 催 し を 拾 ま な 状 況 を 、 こ れ ま で 以 上 に 、 い ち 早 〈 私 た ち 設

以 上 、 い ず れ も わ ず か な が ら 原 稿 料 も 入 る の で 、 う の で は な く 、 関 西 を ベ ー ス に し た 仲 間 違 の 動 向 者 に 紹 介 し て い た だ け れ ば と 思 っ て お り ま す 。 こ

グ ル ー プ で 執 錯 し て も 経費 が 出 る という仕掛け。 を 知 る の を 主 眼 に し て 記 事 に し て も ら え る と 、 身 れ は も う 建 築 誌 の プ ガ ジ ャ だ と 言 わ れ る よ う な 誌

会 貝 諸 氏 に 大 い に 「 建 築 と 社 会J の 活 用 を ア ピ 近 に 楽 し く 感 じ ら れ る の で は な い だ ろ う か 。 而 づ く り に 期 待 し て い ま す 。

ールしたい。

米国における コンクリートの製造責任

ー 或 る 判 決 を 例 に し て

冨 岡 徹

欠 陥 生 コ ン に つ い て は 、 こ れ 迄 、 仕 様 性 や 設 計 舎 の 内 容 と 合 致 し て い な

い 製 品 で あ る と 考 え ら れ て き た が 、 f品 近 で は 、 取 り 扱 い ミ ス や 誤 っ た 使 用

に よ り 、 丞 大 な 釘l害 を 与 え た 生 コ ン を 市 場 に 出 し た メ ー カ ー に そ の 製 品 質

任が: f : ' 1 わされている。製品の使用説明f!? や使用上の注意が十分て' ないがた

めに、道徳上でも法律上によ っ ても、メーカ Ｍ ＱＱ 聞 の 敗北が多 い 。 民 ｉ ｊ ｾ の判

決 で は 、 発 生 す る 損 害 賠償 金 の 負 担 や企業ーのイメージの崩壊は避けられな

い 状 況 に な っている 。 こ の 点 に 立 っ て 米 国 の 半1) 例 を 参 考 に し て 考 乙 て い た

だ き た い 。

原 告 の ハ ロ J レ ド ・ カ ツ 氏 は 、 パ J レ テ ィ モ ア 市 裁 判 所 に 、 生 コ ン 打 設 中 に

重傷の火{ 却を負 った と し て 、 生 コ ン メ ー カ ー の ブ ロ ッ ク ス コ ン ク リ ー ト 附

に 訴 訟 を 起 こ し た 。 彼 は 優 秀 な 機 械 士 と し て 企 業 で 働 く と 共 に 、 同 市 に 住

む 家 主 で あ った の が 、 今 回 のZJ.i.放の た め 、 解 服 さ れ て 、 失 業 保 険 を 受 け る

こ と に な っ た。 I也 階 の ス ラ ブ の 不 良 カ 所 が20X30フィートの範囲もあり、

こ れ を 補 修 す る た め に 108 立 方 フ ィ ー ト を ブ ロ ッ ク ス 社 に 発 注 し た 。 T立ち

に 生 コ ン は 搬 入 さ れ 、 シ ュ ー ト を 使 用 し て 打 設 し た が 、 そ の 問 、 ンユート

の 位 訟 に つ い て だ け を 同 社 の ド ラ イ パ ー が す 行 唆 し て く れ た の み で 、 生 コ ン

に関 す る 取 り 扱 い 方 と 取 り 扱 い 注意点については、何の指里丘もなか っ たの

で あ る 。 打 設 時 に は 友 人 と 二 人 で 、 シ ュ ー ト か ら 出 て く る 生 コ ン を 、 手 ご

て に よ り 、 厚 み 4 イ ン チ の ス ラ プ コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た が 、 初 め て の 経

験 の 無 知 も あ り 、 事 散 が 発 生 し た の で あ る 。 約 5 時 間 の 作 業 時 間 中 、 作 業

ズ ボ ン 以 外 は 、 手 袋 も 或 る 時 間 内 で 使 用 せ ず 、 下 半 身 は 、 生 コ ン で じ っ く

りぬれた 。 や っ と 作 業 も 完 了 す る 頃 、 彼 は ふ と 痛 む 自 分 の 両 ひ ざ に 約 3 J.支

の火傷を: f : ' 1 っ た 事 に 気 付 き 、 直 ち に メ ー カ ー の 訴 訟 に 踏 み 切 った の で あ る 。

この訴訟の世類は、パノレティモア市 』批判 所 か ら 、 米 国 国 立 椋 部 局 で 約 36

年r ，: ] にわたり、現代のコンクリートに関する訴訟を研究してきた技術専門

家 と し て 化 学 分 野 で 著 名 な 化 学 者 の ポ ー ク 博 士 に わ た った 。 直 ち に 同 博 士

は、王l l . 尖にキノレンを使用して石灰と粘土を品!t ｾ、てセメントの化学的な特性

について立証した 中で、コ ンクリートにはがｾ 1  % の ナ ト リ ウ ム や カ リウ ム

水被化物のアノレカリ性混合成物と、少訟のカノレシウム酸化物が含まれてお

り、特に、人間1の 皮 膚 に 、 長 時 間 コ ン クリートの混合物により、 f)J をつく

り 、 そ れ を 打 設 作 業 中 に こ す っ て い く と 、 い わ ゆ る 化 学 上 で 定 義 さ れ る 火
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{ 紛が起こ っ て く る の で あ る 。‘ さ ら に 同 博 士 は こ の デ ー タ を も と に 、 現 実 の

現 場 で コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て い る 現 場 只 に 対 し て 、 原 告 の 訴 訟 理 由 を 立

証 し た 。建 設 業 界 に い る 技 術 者 に は コ ン ク リ ー ト の 特 性 は 十 分 知 り つ く さ

れ て い る の で 、 現 場 只 は 当 然 コ ン ク リ ー ト 打 設 中 は 、 長 制t活用、 パ y 卜活

用 、 併 せ て 手 足 を 保 護 す る も の を 身 に つ け て い る 点 が 要 求 さ れ て い る の に 、

原告は、或る ｬ 侍 ｬ 甘 Ｚ ｊ［ｾ ｲＭでは、コＧム手袋を活用していなか っ たし、下半身はコ

ン ク リ ー ト で ぬ れ き っ てしま っ て い た の で あ り 、 こ の 様 な 経 卒 な 行 為 に 加

え 、 生 コ ン に 対 す る 取 り 扱 い に |刻し て メ ー カ ー は 、 直 接 に そ の 消 費 者 に 対

し て 、 納 得 の い く 十 分 な 折 示 と 取 り 扱 い に 関 す る 7 ニュアノレを従供してい

なか った の が 、 今 回 の 判 決 で 、 メ ー カ ー に 対 す る 大 き な 問 題 点 で あ っ た。

パノレティモア市裁判所は、 j ー カ の ブ ロ y ク コ ン ク リ ー ト 側 と 原 告 の カ

ツ 氏 に も 判 決 を 言 い わ た し 、 こ れ を 受 け て 上 審 の メ リ ー ラ ン ドナト| 裁判所も、

下 容 裁 判 所 の 判 決 を 大 き く 支 持 し た の で あ る 。

判 決 文 の 要 旨

今 回 の 原 告 の 正 当 性 を 立 証 し よ う と し た 同 博 士 の 実 証 デ ー タ は 妥 当 で あ

っ た。 生 コ ン メ ー カ ー は 、 通 常 、 自 分 が 生 産 し た 生 コ ンが 社 会 で 使 用 さ れ

る 場 合 、 十 二 分 な 注 怠 を il'i 資 者 に 説 明 の 上 、 そ の 安 全 性 を 考 慮 す べ き で あ

った。 生 コ ン に 内 在 す る 苛 性 性 質 と は 、 私 達 の 皮 j皆、 そ の 他 の 動 物 の 組 織

を は げ し い 作 用 に よ り た だ れ さ せ 、 腐 食 さ せ て し ま う 特 性 で 、 数 世 紀 に わ

た り 、 当 然 知l ら れ て い る が 、 今 固 め判 決 で 箸 告 す べ き は 、 生 コ ン を取り 扱

っ た 経 験 も な い 消 費 者 に 直 桜 に 販 売 し た 点 で あ り 、 十二 分 に 生 コ ンの 特 性

を 熟 知 し た 消 費 者 に 版 売 す べ き で あ る 。 も し 、 説 明 の 機 会 が な い 場 合 に は 、

十 二 分 に 詳 し い 文 章 に よ り 同 等 の 指 示 を 明 記 し た 7 ニ ュアルを il立 す べ き で

あ った。 善 意 の 第 三 者に対するよJI 害 賠 償 責 任 は 、 メ ー カ ー に と って 回 避 で

きなし ¥

さらに 、原 告 に つ い て 述べ て 、 自 分 の 皮 J萌の敏感な苦11分 を 保 護 し て 、生

コ ン を 取 り 扱 え ば こ の 織 な 悲 劇 は 起 き な か っ た の で あ る 。 {抑j えば、保. ; : t L 線

と接触する危険性を望書侍する電力会社の方法と同様で与あると述べ て 、 生 コ

ンの 取 り 扱 い 方 と そ の 化 学 的 特 性 に つ い て 、 法 律 で 脱 定 さ れ て い な く て も 、

生 コ ン メ ー カ ー が 、 社 会 に 対 し て 当 然 義 務 付 け ら れ て い る 製 品 保 証 の 義 務

の 範 囲 で 消 費 者 に 報 知lす る の は 当 然 で あ る と 判 決 し た 。夜、i主 が 生 産 し て 社

会 に 提 供 し て い る 往 築 物 の 品 質 保 証 と 、 社 会 に い る 顧 客 と め か ら み も 、 同

然 、 こ の 原 点 に 似 ざ し て い る の で あ る 。

( Conc r et e Cour t  Cas es : Dut y  to Wa r n，P. 69by  H. N. Mo r e on t he 

Conc r el e I nt ernal i onal :  Des i gn and Cons t r uc t i on Mar . 1986より )
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本館増築・改修工事

当試験所は昭和39年発足以来本年をもって満22年、千里ニュータ

ウン内の現在地に本所を開設して 19年になります 。

この間関西唯一の公的試験 ・研究機関として関係各界のご支援、

ご協力により建築に関する構造、材料、音響、熱および耐火 ・防火

等、総合的分野にわたる各種の試験研究施設の整備拡充に努めてき

たところであります。

このたびこれに加え、最近の技術開発の複合化に対応し、試験所

機能の一層のレベルア ップを 計るため、外部研究者等との積極的な

交流と図書室の拡充整備を進めるとともに既設の本館諸室の効率的

再配世を盛り込んだ本館棟の増築 ・改修工事を行うこととしました 。

去る 9 月16 日関係者出席のもとに起工式を実施しましたが、工事

の概要は次のとおりで、昭和62年 8 月末完成の予定であります。

工 事 の 概 要

ロ設計 ・監理 株式会社日建設計

ロ施 工 株式会社大林組

日本館増築

士場 所 本 館 北 東 音11の隣接空地

規 桜 R C造、地下 H 皆(一昔11) 、地上 3 階

写真一 1 本館増築 ・改修完成予想図

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 藤 白 台5- 8- 1 干 565

電 話 ( 06) 872 一日 391 F AX. .. ( 06) 872- 0784 

業務時間 平日 : Ｙ Ｚ ＰＰ ｾ ＱＷ 日日土曜 Ｙ Ｚ ＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ ＰＰ

延 床 面 積 約800 m'  

用 途 l 階 : 会議室( 2 室) 、工事用材料試験事務室

2 階 : 図書室、タイプ室

311皆' 講堂、編集室

ロ本館改修

場 所 本 館 東 側 の 一 部

改 修 面 積 約680m'

用 途 l 階 事 務 室 、 応 接 室 ( 6 室)

( * 印 は 新 段}

2 階 : 役員室、客員室( 2 室 ) * 、会議室、展示コーナ_ *

本工事完成の後は、各種試験 ・研究打合せ、会議等にも従来に増

して皆様のお役に立てるものと存じます。 ますますのご利用をお願

いする次第です。

なお、工事期間中皆様には何かとご不使、ご迷惑をおかけするこ

ともあろうかと存じますが、悪しからずご了承のほど併せてお願い

申し 上 げます。

写真一 3 561. 10 .31増築部杭打工事
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防水・接着剤ナルフアルト

日本建築協会建材委員会 |

成 瀬 化 学 株 式 会 社

本社 : 三重県四日市市小古曽 4 - 4 - 1 2 ( 干510) f i 0593- 45- 0631  

代理庖

常 盤 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 底

大阪市北区梅旺12 - 2  - 25(干530) 含 06- 345- 0771

. はじめに m'減少させる。 ・ナルフアルト - A による各種下地に対するモル

建築工事に於ける技術革新は目さ' まい、ものが ・生コン車のホ y ノマーまたはプラントのパ γ チr タル接着

あるが、コンクリート 構 造物の防水、止水、接着 ーにナルフアルトー C を10kg/ m'浪人し、混線 (1)材 質 : アスフアルト、ポリプロピレン等を主成

にl刻し、尚改善の余地がある。ここに紹介する「ナ する 。 分とする水性エ" 7 / レジョン 。

ルフアルト J は、 セ メントをつまく 利用した物理! ・ナルフアルトー C 浪人コンクリートをパイプレ (2) 仕 様

・化学反応により、 これらの性能 を発揮する独得 ータ一 、 タンピンクで念入りに打設する 。 ・ナルフアルト - Aの水30倍希釈液塗布。

のものである。 ・ブリージングが少ないので、すぐ木ゴテ、金ゴ ・ナルフアルト - Aの原液塗布。

. ナルフアルトの特長 テ押さえする 。 (3) 特長

( 1 ) ー液型の水性エ 7 ルジョンである 。 (3) 特 長 ・各種下地にモルタルを接着できる 。

(2) 毒性、引火性がなく、全〈安全である 。 . 7)( W性の高い防水コンクリートを形成する 。 ・接活l習は防水性を形成する 。

(3) アルカリ金属イオンと反応して、硬化する。

(4) 下地 が湿っていても、施工できる 。

(5) 防水性と接活性を兼備している。

(6) 特許商品である。

. ナルフアルトの種類と 用途

ナルフアルト - wP 塗膜防水剤

ナルフアルトー C ｩｦｾ 手 ｏ ｾ 躯体 ｼ 坊 Ｗ Ｎｫ 斉 ＱＩ

ナルフアルトー止水板 打継音11止水 板

ナルフアルト - A モルタル按3f;増 強斉1)

ナルライトー注入用 注入型防水事IIi 修斉1) I  

- コンクリート強度に悪影響はない 。

. 乾燥収縮が低減する 。

・コンクリートの耐薬品性、中性化防止、凍害防

止 、粉r!If: 防止に有効である 。

・防水コストが大幅に節減される 。

(4) 荷姿、 内容量、価格

化粧石油缶入 18kg 

下 I也

コンクリート

A  L C  

S虫

アルミ

ベニア板

発泡スチロール

l 缶 9 ，900円 * 印は下地が破壊

コンク リート 1 m'あた り 5 ，500 円ア ップ。 コン (4) 荷姿、内容i l l : 、 価格

按3¥I i 強度

10. 5kg/'α げ

*  9 .0  

9. 0 

7 .0  

7. 5 

*  4 .5  

クリート厚を 20cmとすると 1 m'あたりの防水単 化粧ベール缶 20kg入 1 缶 18 ，000円

. ナルフ アルト - wPによる 塗膜防水 価は 1，100円 ・ナルライトー注入用による防水補修

(1)材 質 : アスフアルト、ポリプロピレン等の熱可 ・ナルフ アルトー止水板によるコンクリート打継 (1)材 質 ポリプロピレン等を主成分とする、水性

塑性樹脂、ゴムを主成分とする水性エ 7 部 の 止 水 エ7 ルジョン 。

(2){土繰

ル ジ ョ ン 。 ( 1 ) 材 質 : アスフアルト ・ポリプロピレン等を主成 (2) 仕 様

分とする水性エ" 7 / レジョ ンから 脱水し、

防水保護材

(モルアルなど7

(3) 特長

- iEった下地も施工可能 : t也下、室内、水槽等の

乾きにくい官11分や、雨あがり直後の防水も可能

てゆあ る。

・接活性を兼備 サ ッシまわり、ベランダや立上

り音11などモルタルで仕上げる部分に適す。

・無識で、 51 火性がない : 関口音11の小さい地下や

水槽に過す。

(4) 祈姿、内容誌、 価 格

化粧右 illi 缶 入 18kg 

l 缶 16 ，000同

防水工4>; ( 材 工 共 ) 4 ，000円1m'

. ナルフ アルトー C による混和型躯体防水

( 1) 材質 : アスフアルト、ポリプロピレン等を主成

分とする水性エ" 7 / レジョン。

(2)f士様

・コンク リートの配合から、単位水量のみ 10kgl

16 

板状に成ｾしたもの 。

(2) 仕 機

ナJ レフアルトー止水板

唖ーナルライトー，主入用

4 ー旧防水層

.  i11I 7. k個所の近辺にドリル穴をあける 。

・注入機でナルライトー注入用を水下から水上方

向へ順次注入する 。

・注入孔は仮栓をしてから、モルタル充損。

(3) 特長

.  (，丘中占度で流動性良 〈、微細! なひび訓れ、間1' 1，!に

以透する 。

・ナルフ アル ト- K を塗布 。 ・全凶改修に比べ、騒音、廃材が発生せず、新旧

・ナルフアルトー止水板を貼りつける 。 防水層の接点に不安もない 。質問は約30% です

(3) 特 長 む。

・水平音11、垂直音11、コーナ、段i主苦11 も取り付けが ・路出 シート防水で弘の補 修 に 比べ、内部の水分に

簡単。 よる シートのふくれもない。また必裂な部分に

・コンクリートの打設圧てー止水板が|加がらない。 限定した施工も可能で、 ;111) 安となる 。

・止7) ( 板の ジョ イントはナルフアルト - K で肉盛 (4) 桁姿、 内谷盆、伽l 絡

りするだけ。 化 粧ベール缶 20kg入 20 .000円/ 缶

・コ ンク リートとの核活力が大きい。 . おわりに

(4) 桁姿、内容量、価格 ナルフアルトには 5 雄知の製品があり、それぞ

・ナルフ アル トー止水板 : ペール缶 、 l 巻 が10m れ側有の用途がある 。すべて 、アルカリ反応硬化

X 8 巻 の8 0 m入 型 の水性エ 7 ルジョンを基本としており、詳細な

・ナ ルフアルト - K ダンボール箱、 330c. c. 入カ デー夕、笑紡等については標記メーカーに問い合

ートリ γ ヂ X 48本 入 わせ願いたい。

止水板取イ寸工事 ( 材工共 ) 2 ，100円1m 建 材 委 員 / 竹 田 三 夫 (i'1J池担l )
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防カビ剤 G L サイド

殺カビ剤スーパーバイオサイド

株 式 会 社 フ ァラ オ ン

株 式 会 社 ア ロ ー フ ィ ル バイオコ ン トロール事業部

阪市西淀川区飯町 3 - 1  - 53( 干555) f r06- 475ー 7017

はじめ に

段 近 、 建 物の カビ被害の問題が、テレビ、新IlFJ

ｾ［のマスコミで取り上げられることが多くな っ て

きました 。 これは近代建築の省エネ密閉精進が人

川に快適な環境 を与えているが、反面カビにとっ

てもこの上ないl I ' i 殖快適環境である為、多くの建

物でカビ の発生が見られるよ うになっ た。 そして

そこで生活ーしている人に ぬ炎、ゼンソク、真菌症

とい った 被告: が急l I ' i していることが問題とな って

きたからであります。

特に最近のように工期を短紛された現場では、

そのしわ ょせが躯体や内装の乾 燥 養 生の短織と な

り、高温度の状態 が 笠の 内1I1IJ で長期間1続くことに

なり、まるでカビの「培養昔話J のようになってい

ます。

例えば、 G L 工法て。の乾燥 不 十 分 な 新 築7 ンシ

ョンの場合、カピは墜の内側から発生することが

多いのです。 内側から発生したカピはプラスター

ボー ドを容易に通過し、壁紙の紛lや板紙をエサと

して大繁殖します。 そして、あふれるような感じ

で壁紙を突き抜けて表面に表れます。 このような

場合、いくら壁紙の表面から処理しでも、カビの

本拠地を処理しなくては何の役にも立ちません 。

このような場合は防カビ工事の専門会社による抜

製品の概要脱明

施工要領 ( G L 工法の場合)

① G  L ポンド

( 通称だん、

②プラスターボード

(石膏ボード)

コ

ン

?

リ

l

ト

本的なカビ補修工事が必要です。

I 一新築工事の場合 の対策

1  - 1  G  L サイド

建物の躯体とプラスターボードを接着する方法

として、 G L ボ ンドが使われています。近年わか

ったことですが、この G L ポ ン ドが、カビの発と

源なのです。新築工必の際、 G しポンドの '1
'
に、

パ ス カ ル G L サイドという防徴斉IJ を混ぜ込むこと

によ って この問題は解消します。

1  - 2  スーパーバイオサイド

G L ボ ン ドによ ってつくられているビルの躯休

とプラスターボードの空間は、最もカビの生えや

製 1111 才1 C  L  ｾナイド ス ー パ ー バ イ オ サイド

日 rJ'J  カピ発生防止 カピ殺凶 ・下J也処壇l

11 刻』 主 成 分 Or ganomet al  Compound 系 Benz i midazol e 系

1外
観 乳 l' 色

t'，透 明

性 状 | 九 会1 無 央 続ぃアルコ- ) レ央 ー( イ帝釈後)無失

I P  H  6 . 0 - 7 .0 6. 0- 7. 0 

H主 ｾＩ［Ｚ＠ 態 エマルジョン( アーオン系) アノレコ J レ溶液

上ヒ m 1. 05 1. 00 

安全性 I  ｾ￩ＡＮｴＧ ｴ 伐 ＱＱ ，Ｚ Ｉ［ＱＧＱＺ ラ y トオ ス L  0 5 0  l. 600mg/ kg L  0  50 60.  OOOmg/ 旬以上

l f e! 性皮州市性 フッ トオス L  0 5 0  9.  300mg/ kg L  0  50 60.  OOOmg/  kg以上

地 工 後 の 性 能 カピ、パクテリア、放線閣に非常に広い抗的スペクト Jレを有 L 金属への腐食がない. また温水て柏木きれない.

胤i 工 後 円 安 定 性 アルカ 1) 、アルカリ石鋭、飯、溶剤で分解せず熱安定性は塩化ビニ ル樹肪よりも安定.

用途別使用方法

1 位I 材 名

C L ポンド

プラスターボード( 石膏ボード)

目地IH' ザ材GLポンド)

クロス fI1糊

使 用 方 法

C L ポンドを 制i り込む水に悦入し て使用

ビニールクロス等貼る直前に検布

r マテ材を iU< 水に混合し て使用

被粉、酢ビ系の糊を i&< 水に泌合して使用

適合 i漫皮 ( 悦入目安)

10 0 - 2 5 0 g  / 袋0. 4- 1%

50- 801告に薄めた液を使用

l - 2 %  

100- 400g  / 袋 0. 6 - 2%

抗 菌 カ

スー，マーバイ オサイ ド及び G L サイド

は、次のカピ町l ' 倒的知紋線的に効燥

があります.

- アスペルギ J レス属( こうじカピ )

アスペルギルス ニガー

/1 7 レーパス

/1 7 ニ<) レシコ- ) レ

/1 グラウクス

7 ) レテルナリア アルテルナ- 1

クラドスポリウム凪( くろかわカピ )

クラドスポリウムレジヰ

/1 クラドスポリ オイデス

/1 "ノレノ力レム

クラドスポリウムス7 ァエロスペルマJ レ

. 7 ザリウム属( 亦カピ )

7 ザリウム ロゼウム

H  モリニ 7 7 J レメ

H  オキ y スポラム

/1 ソラニ T T ソラ ニ

. ペニシリウム属 ( W カピ )

ペニシリウム シトリナム

M ニグリカ ンス

/1 7 リキュローザム

/1 リオンナムニグロスポラ

スコレコ ハンディウム 飽

7 ァ- ' 7的

トリコデノレマ属( っちあおカピ )

トリコデルマ ハルジアナム

/1 T - 1  

・ベスタ ロテ ィア属

ペス タロテ ィア アダスタ

11 ネグレクタ

ケトミウム グロポサム

ムコール l車 ( モカビ)

シュ ードモナス幽

r ぐエシロミセスI ' ii

パ ｾｊ レス 磁 大腸( J j

ブドウ救凶 砧策的

放 線 簡

すい状況にな っています。 そのような状況の所へ 、

もし、カピのエサがあ ったら、この空間は、カビ

の優秀な培養器となってしまいま す。 プラスター

ーボードはさまざまな建材のなかでも、最もカピ

の生えやすいもののひとつです 。だからプラスタ

ーボードに壁紙を貼るとき、 接着斉IJ をプラスター

ボードに塗る前にスーパーバイオサイドを表面に

十分に塗布、含佼させます。

1 - 3  G L サイド

ジョイントパテと壁紙の楼滑剤に G L サ イドを

混ぜ込みます。 この工緩を省略することも、将来

カビがM: の内側カ、ら発生する原因となります。

H  メンテナンス工事の場合の対策

II ー l 壁紙を撤去する

内側からカビの生えてしま った壁紙はもう救う

ことができません。 その壁紙も含め 、周辺 の 壁 紙

も撤去するしかありません。 そして、プラスター

ボードを露出させることです。

1I - 2  スーパーバイオサイド

プラスターボードがカビによって 腐食している

場合は、ボードまで撤去しなければなりません。

被害の少ない場合はボード表而に何度もスーパー

バイオサイドを塗布、合授させる 必要があります。

1I - 3  ノ〈スカルスモーク

次にプラスターボードと床とが接している部位

に 5 cm X  5  cmの穴を日月ける 。 この穴から点火した

パスカルスモークを入れ、直ちに穴をふさぎます。

つまり、プラスターボードとビルの躯体との間の

狭い空間で「いぶす」防徽技術を使うわけです。

こうすることによ って C しボンドにはえたカビを

殺菌します。

カビが壁紙の内1 f t 肋‘ ら発生し、それが外側から

縫認できるようにな った状況は、微生物制御の立

場からいいますと、「手遅れJ とい ってもいいくら

いなのです。 しかし「手遅れ」だからといってそ

の建物を廃昼にするわけにもいかな い。 したがっ

てカピが内1 J l IJ から発生した場合は、がんこな「水

もれ」を防止するくらいの恨気と縦性で取り組む

必要があります。

建 材 委 員 / 岩 ロ 勝 ( 大建設計)
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斜 面 住 宅 で き え る み ど り

沖 積 地 と 段 丘 と の 境 界 の 斜 面 、 こ こ は 都 市 に と っ て 大 切 な 緑 の ス ペ ー ス で あ る 。 急 斜 面 の 緑 地 は 、 景 観

の 上 か ら も 目 立 つ も の で あ って 、 そ の 大 切 さ は 、 お つ む の 頂 上 が 薄 く な って も 頭 側 面 に ま だ 髪 を 残 し て

いる 。 中 高 年 者 な ら よ く わ か る は ず で あ る 。

急 斜 面 は 、 災 害 の お そ れ も あ り 、 宅 地 と し て の 利 用 効 率 が わ る い の で 、 こ れ ま で あ ま り 宅 地 化 さ れ な い

できた 。 宅 地 に な っ て も 建 ぺ い 率 が せ い ぜ い 10 - 2 0 %の 邸 宅 地 で あ った 。 と こ ろ が 、 地 価 の 上 昇 に つ れ

て 、 こ れ ら の 急 斜 面 が 宅 地 開 発 の 対 象 と な り 、 防 災 構 造 、 段 状 テ ラ ス 、 斜 行 エ レ ベ ー タ ー な ど の 新 技 術

をも っ た 斜 面 住 宅 開 発 と し て 普 及 す る よ う に な っ た。庭 が ひ ろ く 樹 木 が 茂 っ た 邸 宅 と ち が っ て 、 ぴ っ ち

り の 集 合 住 宅 は 白 い コ ン ク リ ー ト 壁 の 凸 凹 の 連 続 で あ る 。 も し 都 市 の 緑 の 景 観 の 保 存 を し よ う と す る な

ら 、 こ の よ う な 斜 面 集 合 住 宅 の 開 発 範 囲 は 規 制 さ れ る べ き で あ る 。 一 戸 当 り の 敷 地 を す く な く と も 200

- 300 げ を 最 小 と し て 、 樹 木 が 育 ち 斜 閣 の 緑 が 回 復 す る 条 件 を 前 提 と す べ き で あ る 。 眺 望 の き く テ ラ ス

の あ る 、 高 台 の 住 居 に 住 ん で み た い と は 、 私 に と って も 願 望 で あ る が 、 そ の 斜 面 は ま た 市 民 か ら も IUt め

ら れ る 緑 の 景 観 で も あ る こ と に 留 意 し た い 。 ( H .  M)  

街 づ くり、村おこし

街 づ く り 、 村 お こ し な ど 住 民 の 自 ら 取 り 組 む 地 域 活 性 化 運 動 は 、 今 や 全 国 各 地 で 花 ざ か り で あ る 。

井 伊 大 老 の 城 下 町 で 名 高 い 彦 線 市 の 一 角 に 、 戸 数50戸 余 り の 品 良 白 と い う 農 村 深7容がある 。 この地は、

明 治 の 初 め か ら 鎮 守 の 森 や 、 お 寺 を 中 心 と し た 村 づ く り が 立 派 に 確 立 し て お り 、 こ の 先 人 の 精 神 を 大 切

に し 、 代 々 村 お こ し 運 動 が 継 承 さ れ て き た と こ ろ で あ る 。 し か し な が ら 、 戦 後 の 社 会 情 勢 の 変 化 に 伴 い 、

こ の 地 域 も 時 代 の 波 を ま と も に 受 け 、 生 活 環 境 の 変 化 と 共 に 村 お こ し も や や 鈍 化 の 傾 向 に 陥 い り 村 か ら

活 気 が 消 え よ う と し て い た 。 そんな H寺、 一 人 の 情 熱 家 自 治 会 長 の 登 場 に よ り 里 子 良 回 の 危 機 が 救 く わ れ た 。

野 良 回 の 顔 づ く り と し て 「 ぶ ど う の な る 街 づ く り 運 動 」 が ス タ ー ト し た の で あ る 。 こ の 地 に 一 歩 足 を 踏

み 入 れ る と 、 各 戸 が 前 庭 を 開 放 し 、 庭 の 植 樹 や 路 地 装 ま で 「 ぶ ど う 」 を 地 え 、 そ ば を 流 れ る 美 し い ノj 、川、

道 路 に 置 か ら れ た プ ラ ン タ ー の 四季 折 々 のf愛 し い 草 花 と が お り な す 笑 に 潤 い の あ る 景 観 に お 目 に か か る

こ と が 出 来 る 。 休 日 と も な れ ば 一 家 総 出 で 「ぶどう J の 手 入 れ や 、 周 辺 の 清 掃 、 そ し て 今 後 の 村 お こ し

に つ い て の デ エ ス カ ッシ ョ ン 、 ま さ に こ の ま ち は 生 き て い る 。 早春の淡い緑の業が風になびく里子良回、

初 互 の 汚 れ を 知 ら な い 純 白 の 花 の ま ち 、 そ し て 汗 の 給 品 で あ る 大 粒 の み の り 、 里 子 良 回 の 村 お こ し に は 夢

と ロ マ ン が あ る 。 ( H .  H )  

時間の軸と 地 域の軸と、

矢 張 り 建 築 は l待聞の車111 と地域の1MI と の 交 点 に あ る も の と 思 う 。 将 来 ど う な る だ ろ う か 、 ど う あ る べ き か

と い つ こ と も 、 過 去 ど う で あ った か 、 を た ど る こ と に よ って 知 る こ と が で き る 。即 ち 過 去 の な い 未 来 は

ない 。伝 達 機 能 ( コ ミ ニ ケ ー シ ョ ン ) が 極 め て 発 達 し た 現 在 、 地 球 上 の 械 の 広 が り は 縮 ま ってしま っ た 。

世 界 の ど こ で 起 っ た も の ご と で も 、 数H寺 間 後 に は 伝 達 さ れ る 。 昔 、 地 域 の 中 で 発 酵 し 形 づ く ら れ た 建 築

文 化 、 例 え ば 徳 川 300 年 の 鎖 国 は 江 戸 文 化 を つ く り 出 し た 。 そ れ が 今 や 文 化 は 世 界 共 通 の も の と な っ た

か の よ う で あ る 。 そ れ が 現 代 文 明 の 大 き な 特 長 で も あ ろ う か 、 た だ 考 え な け れ ば な ら な い こ と は 、 地 形

が異なり、国ゴニが ち が い 、 民 族 性 が 異 な り 、 従 って そ の 晴 好 も 異 な る と い う 地 域 的 特 性 が あ る と い う こ

と も 事 実 で あ る 。 純 粋 な 工 学 的 な 技 術 の 世 界 は 共 通 す る も の で あ っ て も 、 人 間 を 通 し て 形 成 さ れ る 文 化

に つ い て は 、 決 し て そ れ は 、 世 界 が 共 通 の も の で は あ り 得 な い と い う こ と で あ る 。

日 本 の 国 土 を 考 え て も 、 地 域 に よ って 気 候 風 土 が 異 な り 、 人 の 好 み も 異 な る 。建 築 と は 、 そ の よ う な 風

土 に 恨 ざ し 、 地 域 の 人 達 の 好 み も 考 え 、 そ の 地 域 か ら 産 出 さ れ る 材 料 の こ と も 頭 に お い て 考 え て い か な

け れ ば な ら な い 。 それはJ ! Dち 建 築 家 と し て の 立 場 か ら そ う あ る べ き だ と い う こ と で あ り 、 そ れ が 文 化 論

的 見 方 か ら 考 え れ ば 、 地 球 全 体 が 均 一 で 無 性 絡 な も の で あ っ て は な ら な い こ と で あ る 、 と 理 解 し た し 、 。

建 設 業の生 産面 に 欲 し い 一 段 の 開 発 改善 努力

( T  .  Y )  

やノ、ィテク構造不況" の時代( 日経61. 11 .  7  ) だという 。 構 造 不 況 業 種 が 繊 維 、 造 船 、 鉄 鋼 、 非 鉄 と い

った 分 野 か ら 更 に 広 が り 、 先 端 産 業 も 今 や 例 外 で は な く な っ た。 ハ イ テ ク 技 術 を 駆 使 し て 先 端 商 品 を 作

って も 、 ラ イ バ ル が 即 座 に し か も 多 数 現 れ て 価 格 は 急 落 し 、 再 び 次 の 技 術 開 発 競 争 に 向 わ ざ る を 得 な い 。

この繰り返しが年々加速されており、中身を見ても! 浪られた大きさのノ マイ の 先 取 り 合 戦 を し た だ け と い

う結論である 。 前 の 日 の 同 じ 紙 面 に れ 工 事 量 が 急 増 。 ( 日経61 . 11. 6  ) と し て 建 設 労 働 者 の 不 足 を 報 じ た

記 事 が 出 て い る 。 ビ ル 建 設 ブ ー ム 、 住 宅 投 資 の 回 復 に 加 え 、 総 合 経 済 対 策 の 効 果 が 出 て き た 一 方 で 、 建

設 業 に 就 く 人 は 減 っ て い る た め だ。補 正 予 算 に よ る 公 共 工 事 の 追 加 が 消 化 で き な い お そ れ が あ る と 政 府

が 懸 念 し て い る と い う 。 不 況 対 策 は ま づ 都 市 づ く り と 住 い か ら と い う こ と で 、 建 築 を な り わ い と す る 我

々 は そ の 幸 を 感 謝 せ ね ば な ら ぬ が 、 同 H寺 に 建 築 生 産 聞 の 開 発 改 善 の 不 足 を 思 わ ず に い ら れ な い 。

最 近 の 建 設 業 は 受 注 に 力 点 を お き そ の た め の 川 上 開 発 に 注 力 し 進 展 も 見 て い る が 、 受 注 後 の 消 化 に は 機

械 化 、 消 力 化 の 他 に 安 全 管 理 や 魅 力 的 な 職 場 環 境 つ ‘ く り も 含 め て ま だ ま だ 工 夫 の 予 地 が 多 い 。 製 造 業 に

見 ら れ る 血 の に じ む よ う な 合 理 化 や 新 商 品 開 発 の 努 力 を 他 山 の 石 と し 、 以 て 玉 を 攻 め る 時 で あ ろ う 。

( M  .  0 )  



建築やまちづくりにおいては 、必ずしも新

しくっくり出すばかりではなく、既存のもの

をいかに活用、再生させるかが、問われる l待

イ℃にな ってきたように思われます。いわゆる

フローからスト ックへ、ストックのさらなる

充笑を図ること、あるいは機能へ何らかの変

換行為を適用することによって、新たな生活

機能の受け皿となることが、これからの建築、

まちづくりには期待されます。

本特集は、リニューアルをインテリアと結

びつけて、前半英機替え H 的なものにとどめず、

前述のホ機能の変換仰を含めて術室内+ 地i築か

あるいは* インテリア概念、の拡大砂とも読め

る、やインテリア ・イクステ ンションかという

タイトルになっています。

インテリア・イクステンジョンとリ= : t 一切b

これからのリニューアルの方向を採る基本

的視座を得るために、 TF 山静夫先生に総論を

お[vJ i いしました 。各論は、各界で活躍中の先

生方より実践的経験をふまえて論じていただ

きました 。アンケート制は、主としてリニュ

ーアルへの取り組みを現行法規等の制約、組

織としての位置付けや今後の方向といった点

に関述づけて問うもので、各組織の第一線で

リーダーシ ップをとられている皆様からの声

です。4¥: 例編は、以上のリニューアルに対す

る々え方や取り組みの、ユニークなもののい

くつかの代表例をビジュアルに紹介するもの

で、できるだけ、現場に粕過しておられる皆

機からコメントをいただきました。

本特集が、川J ニューアル汁こ新たな生命の

息吹を与え、建築 ・まちづくりにたずさわる

際の理論やデザインや技術の鎚を感じとる皆

様の一助となれば幸いです。

( 制m幹 事 国 中 直 人 )

本特集号制 ｭ 幹 ｽｉｾ

奥村礼 r- / 川，jij 勉/ 河端秀直/ 芝1"欠千I I ( V問中l立人/ 雌[ [ ! ifi 彦



特集・インテリア・イクステンションとリニューアル

建 築 の 再 生 と 創 造

ーインテリア・イクステンションとリニューアル-

夫書山香

田 真 の 創 造 は 常 に 再 生 で あ る

建築の創造は、その様源的な認識において、常に再生である 。すなわち、新しく建てられる建物が、たま

たま物理的に既存の建物と接続しているか否かを問わず、優れた建築の創造は、必ず、それ以前から存在し

ている建物の上になされるものなのである。そのことは、これまでも常にそうであったし、これからもまた、

永遠に変わらない 。

What  was  has al ways been， 

What  i s  has al ways been， 

and what will be has alway s  been 

かつて在 ったものは、常に在り、

今在るものは、常に在り、

そしてやがて在るものも、常に在る 。

と、ルイス ・カーンは語ったが、これは「日の下に、新しいものはない j という旧約聖書の言葉を引きつい

だものとも言えよう 。 自らの過去の束縛の内にこそ、真の自由と創造が存していることは、真の建築家は、

それぞれの創作の中で、理解していることであるはずだ。

限られた紙面のゆえに、論をより具体的な問題に限 っても、建物は、全〈他から隔絶された未聞の土地に

建てられる場合を除いて、既存の建築秩序の上に建てられるべきものである 。すなわち、本来、都市の中に

建てられる建物は、常に既存の周囲の環境のリニューアルとして考えられるべきものなのである 。これは何

も、建築や都市に限 ったことではなく、生命を維持するための、すべての環境においてあてはまることなの

だが、近代において奇妙なことに、設計し、建築するということは、既存のものをスクラ ップ し、新しいも

のをビルドするという観念が一般化してしま った。

なぜこうな ったのか、このことについては詳しい考察が加えられるべき重要問題であるが、要約するなら

ば 、都市の急激な膨張ということに加えて、近代の技術の内に在る技術の独裁制といった特質にもとづいて

いる 。すなわち、近代の技術は、それ白身の論理、生産め論理によ って、建築の形態を独裁的に決定しよう

と働くのである 。 こうした近代一般の問題に加えてとくに日本の場合には、 「この世は仮の宿J 、「家は一代

限り」とい った、建築を仮設的なものとする伝統的な理解が重な って 、改築を重ねて建築を築き、都市を築

くという観念を育てなかったと言える。

このことは、島崎藤村が、初めてノ マリの土を踏んだとき、 「巴里の町を歩いてこの節私の胸に 浮ぶことは 、

この大きな設計と意匠とが何に導かれたかということです 。 . . . 東京にいた頃のことを思えば、 芸術家の想

像が都市の建設に実現されるといつようなことは、てんで夢のような話と心得ていました J ( 巴里だより )

と語 った言葉に良〈現れているが、この感想は、ひとり明治の島崎藤村のものでなく、未だに今日の一般の

日本人のものではあるまいか。

近代建築から目を建築の歴史一般に向けるなら、歴史的名作の多くが実は、改築増築の結果であることに

気がつく。そうした例を言えば、誰しもまず思いつくのは、 ゴシ ック建築であろう 。 中世のゴシック建築の

図 1 シャルトル大 ほとんどすべては、数百年にわた って建築が続けられ、その聞に平面は改変され 、意匠的にも異なった様式

寺院、西正面、

フランス、( 1l 94ー) が付け加えられ重ねられた結果、あの壮大な造形に達したものである 。
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結命

たとえば、フランス 13世紀ゴシックの最高傑作であるシャルトル大寺院( 図 1 ) は 、西正面北塔の下部や

ナルテックスに 12世紀のロマネスク様式を残し、身廊内陣に 13世紀の盛期ゴシック様式を持つが、さらに北

塔の尖頭部分には 16世紀初の後期ゴ シック様式が付け加えられている 。

ゴシック建築の複雑にして華麗な美は、ある時代の工匠の努力の上に、次に統〈時代の工匠が新たなもの

を付け加え、それが長い年月繰り返されてはじめて得られたものなのである。すなわちそれは、繰り返され

たリニューアルの結果なのである。

増改築の例は、ゴシックだけではない。ゴシックに比し、より完結し均斉のとれた美を追ったと思われて

いるルネサンス建築の傑作群も、実は、既存の建物のリニューアルである場合が多い。たとえば、レオン ・

パティスタ ・アルベルティのパラッツオ ・ルチェルライ。都市の邸宅の立面にはじめて、古典的凱旋門のモ

チーフを適用し、その後のルネサンスの建築の可能性を切り拓いた記念的作品であるが、これとて、既存の

パラッツオのファ サードだけの改造であるし、同じくまたサンタ ・マリア ・ノヴェルラ教会堂も、 13世紀ゴ

シックの教会堂の正面だけの改造である。

ミケランジエロに至っては、彼の主要な作品はすべて地築改築だったと言ってよい。フィレンツェのサン

・ロレンツォ教会に付されたメディチ家礼拝堂( 1521- 34) は、ブルネノレレスキによってほぽ 100 年前に建て

られた旧礼拝堂を考慮して設計されたものであるし、閉じくこの教会の中庭回廊部に付されたラウレンティ

アーナ図書館( 図 2 ) の独創的な内部意匠は 、既存の建物躯体の制約があ ったからこそ生まれたものである。

彼の最も大きな公共建築群であるカンピドリオ広場( 図 3 ) は、桃形の広場とそれに向かう大階段、そし

て広場を囲む三つのパラッツオよりなるが、これは 中世以来の，建物と不整形の土地に手 を)JI Iえたも のであり、

さらには古代ローマの元老院につながる条件の中で生み出された意匠である。ミケランジエロの作品こそは、

既存の建物のリニューアルといっ条件が、ネヵーティブな制約ではなく、ポジティブな飛躍のための跳躍台と

なっている好例と言えよう。

図 2 図 3 カンピドリオ広場、ローマ、イ

リヤ、ミケランジェ口、 ( 1523- 52) タリヤ、 i ヶランジエロ、 ( 1536- )

日本の建築にもそうした地築による優れた造形は無いわけではない 。先に、日本の都市や建築の仮設性を

指摘したが、個々の建築の造形においては、見事な増築の例は数多く見出される。そうした存在は、私達を

励まし、勇気づけてくれるのである。たとえは¥日本の建築の代表として常に挙け‘ られる佳雌宵は、古書院、

中書院、新御殿と雁行形に配置された建築と庭の構成、 i!} 院ごとにそれぞれ異なる意匠等の特徴を持つが、

これは八条宮智仁、智忠親王 2 代、約50年に渡って増築されて出来上がった結果である。あるいはまた、東

大寺三月堂( 図 4 ) 。この特異でかつ優美極まりない意匠は、奈良時代に建造された寄棟造りの本堂の前面に 、

鎌倉時代に入母屋造りの札立が付されて出来上がったのである。この建物も、ミケランジエロの作品に劣ら

ず、建物の増築がいかに新しい独創lの飛躍を生むかの好例と言えよう。

とは言え、既存の建物のbyl 改築といっ条件が、そのまま自動的に優れた建物を生むのでないことは言うま

でもない。それが、常に束縛であり負荷であることに変わりはない。これをポジティフゃな創造への力に変え

るためには、歴史に対する深い理解がまず必要であり、そしてそれに加えて豊かな想像力が必要なのである。
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特集・インテリア・イクステンションとリニューアル

そしてまた、その想像力は、形態意匠といった造形的な想像力だけでなく、使用目的、利用方法といった社

会的想像力も必要な場合が多い。 そつした幅広い想像力に支えられてはじめて、既存の建物によって課せら

れた負荷は、飛躍のための推進力となるのである 。

図 再 生 の 実例

1960年代の末頃から、アメ リカをはじめとして、日本やヨーロ ッノf において、古い建物の再生、再利用へ

の関心が急に高まったが、そのひとつの大きな先鞭となったのが、サンフランシスコのジラルデリー ・スク

エアの再開発である ( 1964) 。これは、サンフランシスコの港に面した約 100 年前の古い工場を、新しい商業

施設として生き返らせたものである 。このデザインは、ワースター、ベルナルディ等の建築家に加えて、造

国家ハルプリンや、グラフィ ックデザイナーのストーファ ッチヤ一等が協力して行われた。これは事業的に

も大成功して、サンフランシスコの観光新名所となり、続いてキャナリー・マーケ ッ トや39番波止場等の再

開発が続いて生まれてきている 。

こうした試みは、たちまち他の都市にも及び、シアトルの波止場、セントルイス鉄道駅、ピ y ツパーグの

鉄道駅、フィラテルフィアの港湾倉庫等、都市の新しいショ ッピングセンターを生み出したが、最近の最も

見事な例として、ボストンのファニュイル ・ホール ・マーケ ッ ト ( 図 5 ) を挙げるべきであろう。

これはボストンの最も古い地区で、アメリカ 18世紀の代表的建築家ブルフインチによるホール ( 1740- 42)

と、 19世紀初めクリークリヴイヴ 7 ルの傑作であるアレクサンダーソ f リスによるクインシー ・マーケ ッ ト

(1824- 26) があ ったが、それを見事な構想、と設計によ って、実に魅力的な都市中心として生き返らせた 。そ

れは、歴史的な建物を保存し、その美しさ空間の特徴を生かしつつ、全く今日的な活気あるショ ッピングや

広場をつくり出したものとして、いろいろな蘭から興味深い 。

設計者ベン ・トンプソンは、ディベロ ッパ一、ラウス社とボストン市当局と時々対立しつつねばり強〈協

力体制をつくり上げ、その1 J 5 本構想、から、中に入るテナントの組み合わせまで一口したポリシーを買いた 。

またその内部のデザインにおいても、パリスのクインシー ・マーケ ッ トの中心的なコロネードの空間を利用

しつつ見事な効果を挙げi ることに成功している 。

こうした再生利用の例は商業建築にとどまらない 。 占い合庫や工場建物が、厚い壁や、床、高い天井、個

性的な外観を持ち、かつ都市中心部に位置している有利さからそれを住宅に改造して住む人々も増えている 。

こうした傾向は、とくに、アメリカ東海岸のボストン、ニューヨーク、フィラテソレフィア等の大都市に多

く見られる。そうした例のひとつとして、ボストンの女流建築家で、エール大学、ペンシルパニア大学で教

鞭をとるアンドレア・リアーズの自邸

( 図 6 ) を挙げよう。これは先に述べた

クインシー ・マーケ ッ トのすぐ近くボ

ストン旧市街にあり、三層の倉庫階を

垂直方[ I i Jに再- 構成し、その大きな空間

の中に縫物の中の建物とでも言うべき

小空間を組み込み、そして上からの光

をさまざまに演出することによって、

新築建物では決して待られない魅力的

図 5 ファニュイル・ホール ・マーケ ット、 図 6 倉庫を改造した住宅、ポスト ン、アメリカ、

アンドレア ・リ アーズ、 ( 1980)
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ポストン、アメ リカ、 ( 1976年改装) な効果を生んでいる 。

教育施設に対する増築改築の例としては、私が東京大学本郷キャン パ スて、行 った- ) 阜の作品を挙げさせて

いたたーこう 。東大の本郷キャンパスは、江戸時代の前回務邸であり、その赤門は未だ用いられているが、今

日のキャン パス 中心部は、内田祥三、岸 田日出刀等によ って、昭和の初めより作り上げられた擬ゴシ y ク様

式の統一ある建築群によって構成されている 。そうした挫物の一部は、 1960年代の高度成長期、大学の拡大



縦禽

図 8 東京大学資料館増築、東京、香山ア

トリエ、 (1982)

図 7 東京大学屋上増築、東京、香山アトリエ、 ( 1975) 図 9 東京大学経済学部増改築、東京、

脊山アトリエ、( 1983)

期に無残にも取りこわされたりもしたが、 70年代に入ってそうした誤りに気が付き、キャンパス中心部を保

存することになった 。 そしてこの保存建物への統一ある増築の方法として、屋上増築が提案され実行された

のである。( 図 7)

これは形態的には、歴史的な石造建築のアティ ックや屋根のさまざまな意匠を研究するとともに、現代的

な鉄とカラスによる構法と表現を検討した結果待られたもので、最初は、工学部のひとつの建物の上に建て

られたが、今は法学部、文学部等、銀杏並木の両側の建物に及んでいる。建物を使用しつつ、増築工事を行

うということで、工法、構造とも徹底した工業化が採用されたが、形態的には、歴史的なマンサードあるい

はウ" オール卜の形を採るとともに、素材的には、既存建物の荒い組積造的表現と対比的に、滑らかで輝〈現

代的表現を用いている。

資料館は、キャンパスの奥深い片隅に位置する増築 ( 図 8 ) であるが、ここでは、既存雄物が、全〈無性

格なコンクリー卜の箱であ ったことから 、むしろ桁極的に、キャン パス 内のさまざまなゴシ ックの意匠を 自

由に採用し組み合わせて用いている 。

経済学部校舎の増改築( 図 9 ) は、増築を機に、既存建物の巨大なコンクリートの側壁を、キャンパスの他

の建物に連続するようファサードのみを付したものである。これは、赤門のすぐ近くにあることから、その

背景としての性格を作るとともに、スケールを既存のキャン パスのそれに合うよう 低くし、かつ、その壁面

の素材やポーチの形態要素は、キャンパスゴシックからさまさまな引用を行った。

これらのいずれも、コスト的制約はもちろん、敷地、既存建物からくる制約で、困 91ft を極めたことは事実

であるが、一方絶えず内田、岸田両先生と沈黙の内に問答し、さらにそれを通じてコンドル先生の考えを問

い、さらにそれを通してゴシックやルネサンスの原理を自分なりに問うという深い満足も味わうことができ

た。

再生とは、究極のところ過去と今日、自己と先達との会話であり、そしてそれは般本において、すべての

建築の創作に共通するものであるはずだ。

( こうやま ひさ必 点京大' ' ' ! : 工学部教授工学博上)
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特集. インテリア・イクステンションとリニューアル

地域の建築の保全・再生- よみがえる明治の遺構-

柴 田 正 己

ひと昔前に比べれば、明治、大正、昭和戦前の近代建築が保存 ・

再生される例は増えてきているょっに思われる。それは、人々が、

数少なくなりつつある近代建築の価値を認め、それらの建築に現代

建築にはないおもしろさを見出してきたからかも知れない。しかし、

その反面、旧大阪市庁舎( 大正10年) 、旧神戸市庁舎( 明治42年) 、

旧奈良公会堂 ( 明治36年、同22年) などをはじめとしてすぐれた近

代建築が取り壊されているのも現実であろう。このように保存と破

壊がくり返されながらも徐々に保存・再生への道が聞かれていくの

かも知れない。

ここでは設近地元住民や多くの人々の努力が実り、取り壊しから

一転して保存が決定し、その後、保全 ・再生の積極的な動きが出て

きている旧天王貯水池跡の再生について簡単に紹介する 。

旧 天 王 貯 水 池 の 遺 構

旧天王貯水池 ( 堺市中三国ケ丘町 3 、堺東駅の東約 0. 5 km) は、

明治後半に大和川から取水した水を旧堺市内に給水するために設け

られた貯水池である。

堺の上水道建設の声は明治30年代初頭から上がり、調査が進めら

れていたが、財政難のため笑施にはいたらなかった。しかし、明治

36年( 1903) の第五囲内国勧業博覧会第二会場( 大浜水族館) の開

設、日露戦争後の好況などを反映して、上水道建設の世論が盛り上

がってきた 。そこで明治41年 8 月( 1908) から上水道建設の工事が

始まり、同43年 4 月( 1910) に通水が開始されるが、この貯水池( 当

H寺は浄水池と呼ばれていた ) は 、明治41年 9 月に若手し、同43年 1

月に竣工したものである。

敷地約3990m'の中央に、底辺長さ約32mX21m、高さ 4 mの台形

の中に貯水槽が設けられている。表面は土盛りがされているが、内

部は古代ローマ時代の上水道を思わせる煉瓦造のトンネル型のウ‘ オ

ールト天井でおおわれており、 10室に区切られている。上部の換気

ロからさし込む自然光に照らし出される煉瓦造の内部空間は圧巻で

ある 。 この素晴らしいヴ、オールト天井の内部空間といい、正面凱旋

門風の入口といい、小規模ながら意匠、技法ともに質の高いもので

ある 。 この正面入口のデザインは、古老によれは¥当 H寺上水道建設

に対する反対派の意見をおさえて建設派が永年の非l聞を達成した記

念的な立 l床もあ って、凱旋門風にしたといわれている 。または、日

露戦争の戦勝記念的な意味もあったかも知れない。 とくに堺は浜寺

へロシア兵の伴! 況が収容されていたので、 li i X 勝記念的な行 'J"¥. は活発

であった。

ポンプ場やその他の上水道関係の，建築工事の設計者について、 11司

人名は明記されていないが、 『堺市上水道小誌J ( 大正 2 年 ) には、

建設当 H寺、大阪府にいた池田笑の名前が記 )1車されているので、準者

は、池田が設計に参画したのではないかと推定している 。池田は、

明治37年、ょR京帝国大学工科大学建築学科を卒業し、初期の日本建

築協会の商I j 会長を歴任した建築家で、初代の大阪府建築課長をつと

めている 。これらの本絡的な意匠、技法を設計できる建築家として

ふさわしい人物ではないかと J すえている 。

旧天王貯水池内部道路部分

正 面縦断 面

旧天王貯水池内部ヴオールト天井 旧天王貯水池詳細図( 大正 2 年 ) (堺市 l二木造小ヰよリ トレ ス)
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旧天王貯水池正面実測図

旧天王貯水池正面( 明，台43年)

保 全 ・ 再 生 へ

旧天王貯水池は明治、大正、昭和と堺の「命の水がめJ として使

われてきたが、昭和39年 9 月からこの貯水池のポンプ運転を休止し、

浅香山浄水場からの直送に切り答えられ、その長い役目を終えた。

その後、同40年代後半から幾度か跡地利用( 市役所別館建設など)

について考えられたようであるが、具体化するのは同50年代後半に

なってからである。それ以前に、明治建築研究会( 以下当研究会と

略す) では、同48年から現存する明治建築の現状調査ということで、

消えていく明治の遺産を記録する作業がはじめられていた 。

旧天王貯水池遺構の調査 ・ 研究が進む中で、その素ｬｉ ｾｦ らしさ、文

化的、ｾ史的、建築的価値などがわれわれなりにわか っ たので、こ

れは単なる資料の記録保存だけでなく、泣椛の保存が大切なのでは

ないかと考えた 。そこで保全 ・再生について、地元の人々に呼びか

けて堺市長、市議会、市教委などへ要望した ( 昭和52年 3 月)。

その問、大阪府建築士会背年部会、日本建築学会近畿支部近代建

築調査部会、産業考古学会などへも調査、研究、評価への協力を呼

びかけていった。

昭和58年 2 月にな って、跡地に看護学校が建設される話が堺市の

方で具体化されているのをま日り、地元の人々はあわてた。それを知

旧天王貯水池保全への主なる動き

539年 9 月 旧天王貯水池( 以下貯水池) 廃止

548年 5 月 堺市役所別館建設計阿出る

548年 6 月 明治建築研究会が貯水池を調傘、凡学

552年 3 月 明治建築研究会が貯水池を実illlJ

552年 5 月 大阪府建築士会環境研究会調公

552年 10月 大阪府建築士会環境研究会跡地利用イメージスケ ッチ作

成

553年 4 月 地元白治会保存を陳情

555年 8 月 東京大学生産技術研究所総括足照信先生見学

57年 12月 日本建築学会長名 (h'l 家h' f ) で霊安な泣併として大切に

{ 距ってほしい旨の文出送付

558年 2 月 「住民に知らせず撤去j として、新聞に報道される

558年 3 月 明治建築研究会、保全再生の袈望川徒出

558年 3 月 日本建築学会近畿支部委只、大阪府主] ! ; 築士会委只、産業

A 考古学会員などが謝査、見学

558年 4 月 学術調貨のお願い徒出( 藤森照信先生、市長へ)

558年 8 月 明治主] ! ; 築研究会保全・再生の見付i を作成

558年 9 月 大阪市大福阻 Hi ' I i 庭先生、保存についての調査報告書作成

( 堺市の依頼による)

558年 11 月 堺市文化財保議委只会で保存を答申

559年 3 月 石一議学校、建設I也を変更

550年 4 月 石; 護学校完成

551年 8 月 地元住民「コンサートホーノレJ r展示会場j を提案

各論・これからのリニューアルの方向

った「三国ケ丘地域の環境を守る会J ( 以下「守る会J) 、 「三国ケ丘

校区自治連合協議会J 、当研究会などは、郷土の文化遺産の再生をは

かるために、旧天王貯水池跡の保存と、看護学校の建設中止を訴え

ていった 。それらの熱心な声を受けて、堺市は文化財保護委員会を

開催したり、専門家の意見をききながら慎重に審議した結果、保存

を決定した 。

これは一部の専門家が建造物の価値をアピールすることによって、

それを地元の人々が受けて保存に釆り出し、それを自治体が保存決

定するという住民運動の理想的なケースを示しているのではないか

と恩われる 。それには熱心な「守る会J など地元住民の動き、それ

を支える研究者の支援、市議会の理解ある態度、マスコミの積極的

な報道、行政の柔軟な態度などが、このかけがえのない遺産の危機

を救ったのであろう 。

多くの近代建築が行政の無理解とごり tl l ' し( 一度決定するとそれ

に固執し、修正が難しい ) で正しくその価値を評価されないまま取

り壊される例が多い中で、この旧天王貯水池跡の保存は、本当に素

晴らしいことである ( 堺市長をはじめ、関係者のご努力とご理解に

深〈感謝をしたい) 。

旧天王貯水池の跡地利用案

は、昭和52年に作成された。

これは、当研究会が大阪府建

築士会環境研究会に依頼した

もので、その I時の跡地利用の

イメージスケ ッチ ( 右図 ) は 、

その後の地元の再生笑の基礎

とな って いる重要なものであ

る。

ウ，. ' 1" ールト天井の通路

旧天王貯水池跡地利用イメー ジスケ ッチ

( 大阪町F建築 J ，会環境研究会作成)

地元の人々の再生笑は、このイメージスケ ッチをもとに、以前は

「水道資料館j 、「美術館J 、「多目的展示場j 、「図司館分館」などが

提案されていた 。 しかし、最近ではそれらを一歩進めて、より具体

的に地元の要求に般ざした 「ミニ コンサートホール」、「展示会場」

などの再生笑を陳情している 。その理由として、 11日天王貯水池は

堺市民の共有財政であり、保全再生は公共性の高い形でなされねば

ならないことを基本とし、保全再生の条件として正面凱綻門風の入

口と煉瓦造貯水槽部分を一体として再生し、緑の台形全体を保存し

ながら空地を緑化して防災空間としても活用する」ことがあげられ

ている。

当研究会も、地元の人々に協力するために、先のイメージスケ ッ

チをもとに昭和58年に簡単な見秘をつく った。そ れによれば、新築

工事約5230万円、台形貯水僧改修工事約5580万円、自 11去車置場、外

構整備その他約 840 万円、総工事費約 1 億 1650万円とな って いる 。

最近では、地元の人々の熱心な動きにくわえ、専門家の助言を 得

ながら再利用案はより峰、笑なものとな って いる 。それに堺市長など

も「専門家の意見を聞き、再利用の方策を考えたい J ( 朝日、毎日、

読売、サンケイ新聞など大阪版昭和61年 8 月19、20 日) と積極的な

回答をしている 。

以上、簡単に紹介してきたが、明治則の上水道遺構を使 った画期

的な再利用案の笑現も、そんなに遠い日でないように恩われる 。関

係者の歴史的遺産の保全・再生へ向けての配属、を強< ! 煩うものであ

る。 ( しばた まさみ 明治l J l 築研究会代点 ・堺市立工業高校教諭)
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町医者的建築家として・. .  

川 村 雅 憲

東京、武蔵野市で私が関わってきた車いすを 利用 する重度の障害

者は、自分の体の機能低下に加え、介護者である親の高齢化に伴い、

税の死後いったい自分たちはどうしたらよいのだろうという強い不

安にさらされてきた。そして互いに助け合って生きていく生活の場

を自分たちが生まれ育 った地域に作りたいと願って、昭和53年「重

度肢体障害者共同生活寮を作る会J ( 以下「共同生活寮を作る会J )

がスタートした 。私が大学院を卒業する 1 年前、身体障害者の生活

・住環境をテーマとした研究と設計に取り組んでいた時である 。

大学院入学 と同時に「重度障害者のための実験住宅」の研究と設

計に参加した 。障害者の生活実態を私が十分把握せぬうちに設計は

完了し、できあがった笑験住宅の居住テストが行われた。重度の障

害者であっても何らかの機械のカを借りて自立生活をする、という

新しい笑験住宅の試みとその仮設は 、今日の高齢化社会 ・福祉社会

が抱えている課題を解決する一つの手段とな ったことは否定できな

い。 しかし障害者のなまの声であるテスト結果を聞くにつれ、これ

がすべての解決策ではないことも認識せざるを得なか った。

この研究、設計をきっかけに、私は障害児を持つ親のクーループと

関わりを持つことになり、障害者の家庭での生活を固め当たりにす

ることにな った。時には電気ドリルとステ ンレスパイプを車に積み

込んで、障害者の家のトイレや風呂場などに手すりをつけて回るこ

ともあ った。 こうして実際家庭の中へ入 ってみて思い知らされたこ

とは、障害者が望んでいたものは決して大がかりな機械や装置だけ

でなく、尊いすでも自由に動ける板の間と、必要なところに的確に

取りつけてある手すりであるということだ った。 そしてそうした手

すりがどれほど彼らの生活の支えにな っているかということも ・・・ ・・・。

「話があるから時間をと ってほしい j 、そ う言 われて約束の日に障

害者 K さんの家を訪れた 。そこには以前か ら彼女を介護していた数

人の婦人ボランティアが待っていて、早速相談を持ちかけられた。

障害者の共同生活の場を作りたいが ・ということだ った。共同生

活祭。 この運動に向か つて私たちが動きだすき っかけにな ったのは、

重度の隊害者 K さんの母親の入院だ った。父親は脳卒中で自宅静養

中、弟には勤めがあり、ともに K さんを介護できない状態にある 。

こうなって は じめて日ごろ の母親の役割の重大さに気づき、同時に

もしも母親がいなくな ったらとい う問題にも直面することにな った。

その後 2 カ月たたないうちに、この問題の輪は武蔵野市を中心とし

た在宅の肢体障害者15、 6 人とそ の親やボラ ンティアに広がり、 30

人ほどの メンバーで「共同生活寮を作る会」が始ま った。

この会の 8 年閉め歩みは、新しい施設作りの困難さを教えてくれ

るに十分だ った。当初、市議会に 2 ，000 名の署名を添えて共同生活

寮建設に向けての請願書を提出し、満場一致で採択された時には、

これで一気に建設への弾みがつくと 一同大喜びをしたものだ った。
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だが、現実にはそれほど簡単にはことは運ばなかった。

より多くの市民にこの問題 を知 ってもらい、理解と応援を得るた

めにさまざまな活動事業を企画し、共同寮建設の実現に向けて障害

者とボランティアの汗のにじむ活動が始まった 。たとえば愉愛の花

束売り ¥ 年 3 町曜から新鮮な花を仕入れ、自分たちて"7. 1<切りし

た上で花束を作る 。そして市内のステーションセンターの正面広場

を借りて、車いすから街ゆ く人に呼びかけている 。、廃品回収事業。

は古紙や空ビン等を集め、代わりに組織の紹介と回収笑紛の報告書

を協力してくれている家庭に手渡している 。 2 - 3 人で始めたこの

回収もすでに 20人以上の若いボランティアのカを借りて、市内 400

世帝あまりを月に 1 - 2 回 5 - 6 台の車で回る ほどまでにな った。

このような活動で集ま った資金と、行政からの補助金とで、 5 年

前に、共同生活寮の前身として、日常生活訓練と作業を行う場を開

設した 。 といっても、行政の建物は貸してもらえず、自分たちでア

ノマート採しをしなければならなか った。 しかも行く先々でホ障害者秒

、車いす。と言 っただけで断られた 。幸い、会員の中か らアノ マート

を貸してくれる人がでて、 6 盆と 4 畳半の心身障害者通所訓練事業

所「愛と和の家J はようやく産ぶ声を上げた 。

最初の 1 年間、所員たちは近所の人たちの白い目にさ らされ続け、

ある時は、寝たきりの所員のおむつを外に干して、近所から不衛生

だから取り込んでほしいという苦情が舞い込んだりもした 。 しかし、

所員たちは毎朝ボランティアの運転する車の窓から元気な顔をのぞ

かせ、周囲の人たちへのあいさつを欠かさなか った。そし て、 5 年

を経た今日、近所の 人た ちか ら進んでい廃品回収の古紙等を持 って き

て くれるようになり、温かいコミ ュニティの輸ができ始めている 。

だが、先日、心配していた V 寺。が、共同生活苦宅建設への宏、半ば

にしてついにきてしま った。重度障害 を持つ55歳の所員の老母が駅

構内で転倒し、入院してしま ったのだ。79歳になるその母親は、長

年にわたる介護疲れのため腰は 曲がり、体も衰え、ここ数年何度と

なくダウンし、その都度 「愛と和の家」の職員が寝泊まりを共にし

て急場をし のいできた 。 しかし 今回の母親の長期入院と、退院 しで

も再び娘を介護することは無理なため、以前より行政か ら勧め られ

てきた施設入所を決心せざるを得ない状況に追い込まれた 。そ して

長い間住みなれたこの武蔵野を去 ってゆ く日ももうせま っている 。

町医者的建築家に 一体何ができたのだろうか。長い運動の過程 で

獲得したものは、多く の市民の温かい心であり、力であ ったが、た

った一人の障害者が、生まれ育 った地域で生活してゆくことす ら可

能にできなか った。建築家は行政から依頼された施設の設計はいく

らでもできる 。だが、地域の人たちと真剣にともに考え、障害者自

らが自立し社会参加してい くための住環境や施設を造る力は、建築

家にはないのだろ うか。長い障害者との関わりの中で、私たち を取

り巻〈住環境の貧しきばかりが目についた 。車いす l 台、 家の 中に

いれることすら不可能な のである 。健康な人たちは多少の狭さや使

いづ らさを、なれの中に I吸収してしま っているが、体に ハン デ ィキ

ャッ プを持つ人たちは、空間と環境の質には正直だ。

福祉の時代とか住みよい街づ くりとか言われてはいるが、そ の中

で建築家の来たしてきた役割 とは何であ ったのだ ろう。 地域に関わ

り、これからも関わり続けよ うとする私にと って 、これがこれか ら

も続〈課題である 。

( かわむら まきのり 武蔵野美術大学講師 ・O S Oill 築設計事 務所代表)



公団住宅のストック改善

塚 本 幸 一

昭和31年 4 月、公団住宅第一号として金問団地( 堺市) が完成し

て以来、公団賃貸住宅のスト ックは約66万戸、建設した分譲住宅は

約52万戸である。住宅 ・都市整備公団の前身である日本住宅公団は、

設立当初から大量の集合住宅の維持管理について、ハードおよびソ

フト面での種々な研究 ・開発と制度化を行い、今日に至っている 。

公 団 住 宅 の ス ト ッ ク 改 善 手 法

図 1 は、公団住宅のストック改善手法を表したものである 。スト

ック改善は、建設当時の性能 ・機能の維持 ・保全を図ることから出

発し、次いで性能 ・機能の改良 ・向上が加わり、性能 ・機能の抜本

的改変へと進められてきている 。改善手法が修繕から建て替えへと

至るに従って、性能 ・機能の改変の程度が大きくなる 。改善の対象

は住戸内、建物から屋外まで、すなわち団地全体に及び、それによ

って居住水準の維持向上に努めている 。

ストックの維持・保全 住宅ストックの維持 ・保全の基礎となる

のは、定期 ・非定期の保守点検である 。経常修繕とは、日常的に発

生する損耗 ・不良箇所の修理のことである 。 これに対し計画修繕は、

屋綴防水や外壁塗装のやりかえ、給排水管や設備機器の修理や取り

替えなど、一定の周期をもって計画的に行うものである。居住者が

退去したあと、汚損、損耗した部分を元通りに修理するのが空家補

修である 。

スト ックの改良・向上 住宅および団地が建設後年月を経るに従

い、建設当時の性能 ・機能と居住者の生活レベルやニーズとの間に

ギャ ップが生まれ、これを補うために性能 ・機能の向上 ・付加を伴

った改善手法が必要にな ってくる。屋恨の断熱防水、結露防止対策、

テレビ受信設備の改良などを改良整備といい、駐車場の設置や広場

躯 体
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図 1 公団住宅のスト ック改善 手法

舗 - … ー の 方J

- 公園の鐙備などを団地環境整備といっている 。空家補修のときに

仕上げ材や設備機器の グレードを上げて住戸の性能を向上させるも

のを空家特別補修とい っている 。

住み替えによる居住水準向上 以上のようなスト ック改善手法は 、

住戸規模そのものが変わるわけではないので、家族数の増加等に伴

うより広い住宅へのニーズには応えられない。住戸規模拡大のハー

ドな対策としては、 2 戸 l や増築があるが、住み替えというソフト

な手法による対策も非常に有効である 。公団では従来から住宅変更

制度を取り入れており、今日ではかなりきめ細かい充実したものと

なっている 。家族数と年齢とでポイントを決め、一定のポイントに

達すると、たとえば 2 D Kから 3 D Kへ移り住むことができる。高

齢になると、下層階へ移ることもできる 。最近では近居 ・隣居制度

というものを導入して、 2 世 代 3 世代の家族が同一団地に住むこと

ができる道を聞いた。

ス ト ッ ク 改善 の方向

公団住宅の維持・保全および改良の重要性は今後も変わりないが、

より抜本的な改善手法も必要とな っている 。生活水準が年々向上し、

住宅の規模拡大への要求は非常に強い。公団住宅居住者の住宅に対

する最大の不満は住宅の狭さである 。 また単身者や高齢者の増加、

ライフスタイルの個性化に{ 半い、住宅ニーズは広さだけでなく、間

取り・設備 ・内装などの多様化、 高度化を求める方向へと進んでい

る。公団住宅のスト ックの大部分は、住宅の品絶色対量が不足していた

i時時期に大畳に建設 i ' 踊丁

されたものででいある

ので、 2 D K など

の小規模住宅の占

める割合が非常に

高〈、間取りのタ

イプも少ないため、

このような現在の

住宅ニーズには必

ずしも対応できな

い面がある 。

抜本的な改善手 図 2 2 DKから 3 L DKへー壁抜き型 2 戸 1

法は、住戸内改造 ・ Ｒ 戸 ｬ 改 造 Ｎｾ 築そして建て替えである。住戸

内改造は間取りの変更を伴う大がかりな桜様替えで、 2 D K を 1 L  

D Kに変えるなどして、住宅ニーズの多様化に応えるものである 。

2 戸 l 改造は文字どおり 2 戸の住宅を 1 つにして大型化するもので

ある 。戸境壁の一宮[1を抜いて 2 戸 1 化するものを壁抜き型、スラブ

の一部を抜いて上下階をつなぐものをメゾネ ッ ト型とよんでいる 。

図 2 は、 2 D K を 2 戸 l 化して 3 L D K に改造した例である 。公団

住宅の増築は、以前はテラスハウスについて、最近は中層住宅につ

いて笑泊している 。昭和30年代の公団住宅は、とくに狭小な住宅が

多〈、建物 ・設備の老朽化、陳腐化が進んでいることから、より抜

本的な対策として廷で答えを行うこととしている 。

公団住宅については、今後、居住者のニーズにきめ細かく的硲に

対応していくために、このようなスト ック 改善事業の拡大と新たな

改善手法の開発が一層重姿になると考えられる 。

( っかもと こうぞう 住宅 郎市桜1ili 公団関西支社住宅改善謀長 )
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特集. インテリア・イクステンションとリニューアル

今、リニューアルは女性

の時イ℃

側スベース・プランニングを主宰する 、マネ

ージングディレクターの北山 喜与さんにイン

タビューした。( 聞き手・芝吹千昭編集委員)

〈昨今の住宅に対してどのようにお考えですか〉

「住宅の女性化により、過飾( 低質) 住宅が蔓延する J

巣作りは本来、夫婦共同の作業である。ところが、夫の忙しきも

手伝って、家造りの決定権を主婦が掌握してきつつある。そこで、

ホ主婦を落とせば家が売れる砂ということで、一部の売らんかな主

義の業者 l丸 、女性の ニーズに合 7 家造り H を襟務し 、住宅のファ

ッション化 ( 過飾 化) に拍車をか ける 。その結果、 中身のない低質

な住宅が、蔓延することになる。

昨今の、こうした傾向 を、私としては遺憾に思っている。したが

って、 、、本当の住宅とは一体 、何なのかいと、女性の立場から、

真筆に取り組もうと思った。

〈本当の住宅とは一体、何と思われますか〉

il ｏｏｾ ｾ ＲＰＰ 年でも持つ、構造の丈夫な住宅」

最近は、テレビ等視覚文化で成長した世代が多く、見てくれのフ

ァ ッシ ョンには敏感であるが、構造等の本質には疎いのではなかろ

うか。本来の住宅は 、昔のように、 100年も 200年も長持ちする、構

造のしっかりした建物である。それをベースにし、デザインされた

ものが、本当の住宅と言えるし、盟かな空間を持つ住宅とも言える。

なぜなら、インテリアは何 度 もリニューアルできるが、構造体はや

り直しが利かないためである。したがって、気密性 ・通 気 性 ・遮 音

性 ・断熱性等に優れた住宅を選んでいただきたいと思う。そのため

には、消費者が賢くならなければならないし、建築 ・インテリアに

おいても故{ 民の知識を持たなくてはならないと思う。

〈消費者が焚くなるための方策を、何かされていますか〉

「毎月 1 回講習会を開催 J <注 . 第 4 土日記日( コーヒー付無料) に開催〉

一般の方を対象に、月に 1 回、スウェーデンハウスのモデルルー

ムでや住まいを考える。セミナーを行っている 。若手らし方、住まい

方等、参加者一同真剣に考える場となっており、しばしば討論会に

もなり、各自の経験談 ・失敗談等、活発な意見( 生の声) も帰って

くる。また、臨床医学の先生も情報提供に参加されている 。

〈毎月の講習会で資料作りが大変だと患いますが、どのようにされていますか〉

「外人向け住宅を取り扱うことで、ノウハウを蓄積」

セミナーでの水生の声H も、ノウハウの蓄積に寄与していると言

えるが、そのベースになるものは、やはり外人向け住宅によるもの

と恩われる 。 とくに、自社グループ日新建設工業の扱うスウェーデ

ンハウスによる 北欧の住まい、あるいは住まい方のソフト面が ノウ

ノ、ウと言える 。 また、オーストラリアの* 完成された住宅砂等、わ

が社の頭JI 尚を育てるものも多い。しかも、外人住宅のリニューアル

を設計・施工することにより、われわれと違う生活 ・住まい方を知

り、外人の持つ構造 ・空間造りの考え方を I吸収できることも、暮ら
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し方の提案をする

上で、大変役立っ

ている。

〈高齢イヒ、 インテリジヱ

ント化という面からも 、

リニューアルは避けて

通れないものと思われ

ますが 、 どのようじお

考えでしょうか? >  

「当然のこととして、

ノウハウは蓄積」

高齢化社会と、

ホームオートメーション ( H A) 化は、当然のこととして受けとめ

ている。とくに、高齢化社会に関しては、わが社には寝たきりの老

人を持つスタ ッフがおり、そのノウハウは十分蓄積されてある 。 ま

た、講習会での討論で得られる、生の声。も武重なノウハウとなっ

ている。その他、わが社の目玉でもあるスウェ ーデ ンハウスは、高

福祉国家スウェーデンから直輸入の住宅であり、老人に対しても良

〈考えられたハウスであることからも、参考になっている。これら

ノウハウの備蓄により、現在では、身体障害者用のキッチンまで試

作し、高齢化社会への対応を図るよう努めている 。一方 、 H A に|刻

しては、積極的になれない面もある。それは 、 H A の完備が、過飾

住宅( = 機能的装飾) と同義語と言えることに起因しているからか

もしれない。それには 、前述のように消資者が賢明になる必要もあ

ると思うし、われわれも個人個人の暮らし方に合うソフトを提供し

ていきたいと恩、っている。

「不況の時ほど、女性の時代となる」

不況期は、大きく物が動かない時代と言える。つまり、インテリ

アを替えるとか、安いコストでの増改築を しよ うとか 、こ まごまし

たことに気がつきだす時代であろう。これには 、暮らし 77 ・生き方

・使い勝手等の面から、とくに女性が早〈気づき、アクションを起

こし始める 。 したがって、不況期は女性の時代と言えるのではなか

ろうか 。高齢化 ・H A化社会の到来とともに、リニューアルの増加

は必至であり、女性がアクンヨンを起こしだす時代となるだろう。

くそれでは 、スペース・プランニング社の総括をお願いします〉

わが社は、 成快適な居住環境づくり。のため 、一般の方に、つぎ

のような提案を行っている 。

①最低限必要な設備の整備がいかに大切かを、住宅設備業者として

提案する。

② 高齢化社会 ( 身障者含む) にお ける健康的な住まい方 ・苦手らし方

を、生活アドバイザーとして提案する 。

③ 心地よい生活空間・インテリアを、建築家 ・コーディネーターと

して提案する 。

すなわち、インテリア( ハード) と住まい方( ソフト) をまとめ

て提案する会社である。

〈本日はどうもお忙しいところ、良いお話をありがとうございました 〉

側スペース・ プランニ ンデ社の プロフィール

スウェーデン生まれの向性能鮪入住宅* スウエ デンハウス" を取リ扱う日新法設工業( 倒

的グループのー只であり、女性ばかり 5 人で組織される、 61年 8 月に生まれた会社である .

住宅の新築、ｾ Ｎ 改築Ｎイ ンテリア等 、企画 設計地工にｾるまでトータルにプロデユ

ースを fr う。ま た、スウ ェーデン製の家電製品、ンステムキ ッチン ( [lil 内外) 等、住宅設

備の販売も行うなど、インテリア (ハ ド) と 1主まい万( ソフト) をまとめて従請さする 会

社である .



アンケー卜・リニューアルへの取り組み

アンケート・リニューアルへの取り組み

‘ リニューア，，，. を形だけではなく 、地域とのかかわり、機能の変換という側面から取りあげて 、特集のストーリーを展開しておりますが、こ

のアンケートでは、先駆的プロジェクトを手がけてニられたみなさまから、リニューアルへの今後の取り組みに対する視座を培うための貴重な

ご意見をいただきました。設聞は、以下のとおりて'す。

[ 設問 1]

リニューアルに関するプロジェク卜を実際に手がけてこられたご経

験から、とくにインテリアのリニュ ーアルに関する既存の関違法規

との関係において、何らかの制約があったニとと恩われますが、そ

の実態と今後のあり方についてのお考えをお聞かせください。

建物のリフォームを建築の中に

体 系 づ け る

シミズリフォーム 古 川 春 生

設問 1 について

インテリアのリニューアル工事 ( 内装改修工事) を進めるに当た

っては 、多くの場合( 戸建ての住宅等を |徐き) 、関連法規に照らして、

行政側の指導を受ける 。改装の規模にもよるが、多くの場合、改装

後の状態が現行法規に適合しているかどつかのチェ ックはもちろん

であるが、改装しない部分にも拡大して適合するよう改修を求めら

れるケースがある 。たとえば防火区画、( 竪穴区画) 、内装制限 、排

煙区画、非常用進入口等々の防災関係、また l待によっては、大規模

な模様替えでは構造的な改善等々である 。

オーナーが内装改修のニーズを企画化したとき、多くの場合、部

分的な化粧直し、部分的な設備機器 ・配管煩の更新、間仕切りの変

更等、投資資金の多寡によって、ギリギリのニーズにしぼり込んで

くるので、直接的にはオーナー側にとっては余り必要のない現行法

規側のニーズには対応し難いというのが実状である。施工する側に

とっては、行政側IJ とオーナ一個IJ との板挟みに合って苦労しているわ

けである 。と くに築後15年 - 2 0年前後の建物ではこの傾向が著しい 。

もちろん建築に直接携わっている私どもとしても、現存する建物を

現行の諸法規に迎合させるべく努力を傾注する義務があり 、部分的

にしろ改修の機会を把えて、一気に ｾｉＺ 迎合部分の適合化を進めてし

まいたい気持ちを多分に持つてはいるが、資金と、改装工事中の使

用者、テナントとのヤリクリがなかなかっかないというオーナー恨I j

の意志は、 如何ともし難い のである。

不特定多数の人々が使用する特殊建築物に対しては、人命の保護

という観点から、防災前て。の適合化を抜優先に配慮しなければなら

ないことは言うまでもない 。 しかし、建物の定期点検制度を通して、

事務所ビルについても、法の適合化が強〈行政的に指導されること

が予想される昨今、私どもを含めて、行政側の建物オーナー側に対

[ 設問 2 ]  

リニューアルに関するプロジェクトについて 、貴宇土の全体業務の中

で今後どのように位置づけられ、どのように取り組まれるか、ある

いはどのような条件が今後この観点から必要になると思われるか等

についてのお考えをお聞かせください。

する啓蒙指導がより強〈望まれるゆえんである 。

設問 2 について

ぺt芝築H は、新しく建物を造ることと、造られた建物に何かしらの

行為で手を掛けることとに大別できる 。建物のリニューアルは、後

者のカテゴリーに属する 。そして後者のカテゴリーの行為を私ども

は、前建物のリフォーム。と定義づけている 。

建物のリフォームは、建物が新築されて使用が開始されたときか

ら始まる 。つまり現状を保持するための維持 ・保全の行為から、改

修 ・改築 ・増築行為まで、その建物が現存する限り建物のリフォー

ムは断続的かも知れないが永続するのである 。

建物は、使用が始まった途端から老化現象が始まる 。 そしてこの

老化現象は、建物が無数のパーツの集積休である以上、各パーツの

経年変化、寿命に左右される 。 この各ノ f ーツのそれぞれの適格な状

態をまず見据えて、それぞれに見合った手を加えていく。そして適

合な寿命を保持させる 。 これがリフォームの基本と考えている 。

そのつぎの段階として、ある パーツが適合な状態の中で老化が著

しくなれば、その若返り策を施してやる 。 これがリニューアルの第

一段階である。内外装の化粧直し、設備配管: 類の更新等がこの例で

ある 。

さらに前述した法規制の適合化のためのリニューアル、内外の社

会環境の変化に i半う建物の質の改善に対するニーズによるもの、と

くに技術革新の波によ って磁々の新しい機器設置に伴う建物の附加

価値を士曽大させるため のリニューアル( インテリジェント化等) 等

々、リフォームの領域は非常に広範囲にわた って いる 。

このように見てくると、建築の分! l ff' の中でのリフォーム卒業は、

新築と並んで非常に重要な領域であると認識せざるを得ない 。私ど

もは大手総合建設業者のクーループの一員として、このような認識の

上にまず立たねばならないと々えている 。 そして、、建物のリフォー

ム砂というジャンルを、技術的にも体系的にも総合化しながら、現

存する建物の寿命を永らえさせ、新しく更新させながら社会に貢献

する、これが私どもの企業の責務であると考えているのである 。

(..;、るかわ はるお 事ｾ式会社ンミズリフ方ーム代表取締役社長Ｉ
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特集. インテリア・イクステンションとリニューアル

竹中工務屈のリノベーション・

センター

竹 中 工 務 庖 平 松 幹 雄

「リノベーション ( Renovat i on)J とは、「修理 ・修 繕 ・更新j の

ことで、増改築、保全を意味します。竹中工務庖では、昨年 9 月 1

日付けで東京本庖および大阪本広に「リノベーション ・センタ - J

を新たに設置、以来、組織の整備、各部門間との調主査など活動準備

を進めてきましたが、本年 4 月 1 日、組織の一部変更、保全センタ

ーの呼称変更など、既存組織に修正を加えるとともに、人員を補充

し窓口業務を開始しました 。

1 . リノベーション・センターの位置づけ

リノベーション・センターは、

①建物ストック市場の総合情報管理、および技術開発等の本支庖に

おけるスタ ッフ的業務

②建物の維持 ・保全、増・改築、改修等のリノベーショ ン工事の受

注から施工までの- 12業務処理

の両面の機能を持 っており、 「スタッフ的業務j については( 従来)

組織で対応できますが、 「工事のー設業務処理j について、受注か

ら施工までの自己完結型運営および、本支庖各部門との調整をより

円滑に行うようにするため、営業所、出張所と同様に事業所的な位

置づけとし、東京 ・大阪両本庖の直轄地域にある在来の保全センタ

ーをリノベーション ・センターの管轄下に置き、 1 0 0地区リ ノベ

ーション ・センター j と改称し、当センターの地域拠点としてリノ

ベーション工事を担当しております。

このような位置づけにより、 「リノベーション市場j の分野にお

いて、当センターは、予防保全を含め、より広範なリノベーション

領域での、受注から施工までの一貫性 ( 自己完結型 ) を備えた事業

所的活動を行 っております。

2  . リノベーション・センターに求められているもの

当社には特命受注、設計施工による永年の建設活動の結果、多く

の得意先があり、約 2 万件と言われる膨大なストック( 施工) 建物

があり、全庖で年間約 1，000 億円の更新工事が行われています。こ

れらを背景として、以下の各項への積極的対応を図ることが求めら

れています。

①受注の拡大

・メンテナンスを通じたリノベーション工事の受注

② 品質保証の充実

・品質保証のイメージア ップのためのアフターサービス業務の強化

・建設省告示「建築物の維持保全計画指針」への対応

③生産業務の効率化

. リノベーション情報の支庖窓口の一元化

・リノベーション事業における竹中グループのネ y トワークの推進

母 体

「個人( 作業所長) 依存型 j から「組織対応型J への移行による

保全対応力の強化

④事業領域の拡大

・建築 ・設備の運転、保守、保安、清掃の管理および調査、診断等

30 

のコンサルテイングを含めた建物総合管理事業への対応

3  . 今後の課題

技術の進歩とともに、超高層ビル、原子力関連施設、膜機造によ

る大空間建築物、 R C造超高層マンション、クリーンルーム箱設な

ど稜々の建物が出現し、先端技術設備のアフターサービスや技術開

発等の保全対応は、当センターの長期的な重要な課題と言えるでし

ょフ 。

( ひらまつ みきお 株式会社竹中工務庖大阪本庖リノベーションセンタ一所長)

メリ ットをもたらすリフォームを

鹿島建設 鈴 木 康 史

年間市場規模10億円、成長率20% などと喧伝されているリフォー

ム市場であるが、建設業にと ってリフォームは本業そのものであり、

長年にわた って手掛けてきた分野である 。高度成長期に大量生産さ

れた建物群の更新期を迎えて、この巨大な潜在需要をどう掘り起こ

すかが課題となるが、リフォームに当た っては、オーナーに対して

いかに多くのメリ y トを提供し得るかが一つの鍵となるであろう 。

当社は従来から、建物の劣化に伴う改修に留まらず、建物のイメ

ージア ップ、設備機能の向上 ・改善、スペースの有効利用、安全性

の向上、エネルギーコストの低減、メンテナンス費用の削減、はた

また用途変更等、時流の変化に即応した改築を併せて提言 し、総合

的lこ耳R り品且んできた 。

一例をあげれば、建築後20年を経た 中規模事務所ビルのリフ ォー

ムにおける W T A空調システムへの変更提案がある 。このシステム

は、外壁と一体化させた小型空調機を分散配置するもので、個別運

転による省エネルギ一、空調ムラの解消といったメリ ッ トがあるが、

同時に空調用の機械室が不安となり、新たな賃貸スペースに転用す

ることが可能とな った。老朽設備の更新、高レベル低コスト空調の

実現、余剰スペース創出によるビルの付加価値向上と、一石三鳥の

効果をもたらした事例で、このように常にオーナーの立場に立 って

総合的に考え、最大の利益を提供することを基本的な方針として進

めている 。

これらリフォームに対応するシステムとしては、耐震診断 ・補強、

劣化診断、外装タイル制高 ｦｾ 診断、配管腐食診断、各種省エネルギ一

対策システムなどを保有し、豊富な笑紋に基づく砲工技術や新たな

技術開発と相ま って、あらゆるニーズに応える態勢を整えている 。

これに加えて、近年いち早〈、情報化時代に対応して既存ビルの

インテリジェント化にカを入れている 。その一例が建築後 17年を経

た霞が関ビルのリフ ォームで、一部設備機器の更新時期にあわせて、

インテリジェント化の第一歩となる新しいビル管理システムの導入

が行われた 。これには、建物を使用しながら一万本の回線が切り替

わるため、綿密な事前調査と施工計画が行われ、 C 0  S によるデザ

インシミュレーションが活躍した 。 このほか、インテリジエント fじ

関連では、 O A機器の配線 電源をコンパクト化した F L E X パネ

ルが開発され、 O A化リフォームを迅速かつ容易にしている。

リフォームは物件それぞれに固有の制約条件を待 った応用問題で

あり、むしろ新築よりも難しく、豊富な経験と広範な知識を要する 。



したがって新築同様に全社の総力を結集した組織的対応をもっては

じめて可能ともいうべき事業であり、 「建設業の本業そのものJ と

いわれる所以である 。 リフォームに対する当社の取り組みは、従来

からこの観点に沿って、建築本音[1に専門の窓口を設け、物件ごとに

営業、技術、設計、 施工等各セクションがチームを編成して対応し

ており、これらのチームが対象建物の調査 ・診断、総合評価、プラ

ンニンクーから施工後の保守管理まで手掛けている 。当面、この体制l

で技術の蓄積と組織的連携機構を強化し、需要の拡大に対処する方

針である 。

なお、当社の 100 % 出資で昨年12月に設立された「鹿島建物総合

管理( 株)J は当社設計総工の建物を中心に、コンビューター制御に

よる設備機器の保守 ・運転管理、メンテナンス等を行うが、これら

の事業によって最先端のリフォームのノウハウ取得を期待しており、

リフォーム事業にも桜極的に進出する意向を持っている 。

( すずき やすし 鹿山主s設株式会社主l ! 築工務部専門部長 )

テンポの速い社会の変化に応え

るリフォーム技術のシステム化

大 林 組 堀 井 秀 治

最近注目を集めている建物の機能更新について、リニューアル、

リフォーム、リノベーション、イノベーション、 リフレ γ シュ等さ

まざまな現代流の言葉が使われていますが、大林組では、既存建物

の調査 - 補修 ・改修 ・改造など従来営繕工事と呼ばれているものを

すべて含めてリフォームと通称しています。

これらリフォーム工事の受注は、セーネコンの立場で見て、主とし

て自社で施工した建物について、品質保証の一環としてのアフター

サービスの延長線上でとらえて考えてきています。そのような観点

から、昭和56年にサービスセンターを設置し、同時に全国各地に保

全担当工事事務所を配置するなど、アフターサービス体制を整備し

ましたが、その中で、たとえば竣工後 5 年、 10年の建物の定期調査

を笑施するというようなことを通じて、機能更新の提案を行い、リ

フォーム工事を実施してきました 。

近年、リニューアルのニーズの高まりを反映して、リフォーム工

事は年々増加し、ヒ' ルの全館を改修したり、インテリジェントイじす

るような大規模なリフォームの引き合いも多くな ってきています。

これまでの比較的大規模なリフォーム工事の実例について、既存

の関連法規とのかかわりを見ますと、消防法上の防火対象物、消防

用設備等の届出は必ず必要となりますが、建築基準法上の申請を要

するものはまだ数が限られており、一般に所轄の役所の行政指導を

受けながら計画を進めているのが現状です。 リフォームに |祭し、法

的に既存不適格となる場合に、 これを適法となるよう改善すること

は当然ですが、一方、用途変更や法でいう大規院な絞機替えに相当

するケースでは、既存建物の階段1協や防火区閥、防災設備の変更等

の問題で、経済的な理由から既存不適格をクリヤーできないため、

計画を中止または保留する例も散見されます。

既存建築スト γ クの有効活用を積極的に進めるには、リフォーム

に当たって、とくに防災安全性の確保の簡で、笑情に即した効果的

な対策を研究する必要があり、官民一体となったきめこまかな対応

アンケート・リニューアルへの取り組み

が望まれるところです。

リフォーム市場は、従来の維持保全、経年劣化対策、居住性の改

善などに加えて、施設のインテリジェント 化やイメージチェンジな

どに代表されるように、今後は高度化、多様化 、差別化のための機

能変換の需要が増大することは 間違いないでしょう 。

また、新築建物、 リフォームを実施した建物についても、それら

がいずれまたリフォームの対象となることを考えれば、テンポの速

い外的環境条件の変化にフレキシプルに対応できるような性能を持

たせる技術や、最近クローズア ップされている建物のライフサイク

ルコストの考え方が今後ますます重要な課題となると思われます。

これらの社会的ニーズに的確に対応するためには、調査、診断か

ら企画、設計、施工に至るまで、一貫した高度な技術が必要であり、

セ' ネコンはその能力をフルに発揮させる体制lが要求されます。その

ために当社では本年 4 月以降、リフォーム関連組織として、業務横

断的にコーテn イネート機能を硲立してプロジェク トに対応すること

とし、またリフォーム技術を既存のものも含めてシステム化するた

めの研究開発グループを発足させました 。

地大する建物スト ックを有効に活用し、充実を図るために、今後

とも積極的に優れた提案を行い、品質保証を徹底して顧客のニーズ

に応え、地域社会に貢献できることを願って止みません。

( はリい しゅ うじ 妹式会社大林組東京本社技術開発本部企画管理部長 )

オフィスのリニューアルとファ

シリティーマ不一ジメント

日建段計 小 坂 希 八 郎

オフィスのリニューアル

ビル持要の忍迫にともない、東京の中心部における地価の高騰は

めざましく、 61年 1 月の公示によると、都心商業地 3 区 ( 千代田、

中央、港) における対前年比変動率は 53 .6 %ともな っている 。

オフィスビル需要の増大は、オフィスの O A化、 ソフト ・サービ

ス産業の進展、また国際金融センターとして日本の経済地位の向上

などが背景となっているといえる 。これにともなうビル建設ラ ッシ

ュがあり 、一方オフィスビルのリニューアルの動きも顕著で、あり、

通産省がわが国のオフィス環境を改善する対策づくりに若手しはじ

めている 。同省が 7 月末に設置した「ニューオフィス推進委員会J

は学識経験者や産業界の代表で構成され、 oAJI 寺代に対応した、新

しいオフィスを提言する一方、企業のオフィス改善を誘導する施策

も検討することにな っており、通産省の試算によれば、わが国の全

オフィス延べ面積25億 5 千万 m' をm'あたり 10万円で改善すれば、 25

兆円の需要創出が期待できるとされている 。

以上二つの動きを勘案すると、企業の事務、経営の合理化のため

導入される O A機器が火つけ役とな っていることがわかる。 O A機

器がオフィスのなかに入ってきたために、スペースを圧迫するとと

もに、機絡の発生する熱や騒音が作業を妨げ、執務環境を悪化させ

ることになっている 。 この現状を人間の働〈環境として快適なもの

にするために、スペースの明大が必要となり、 O A機器と整合した

内装、家具 . 1，商品が必要となってきているといえる 。

わが国のオフィス環境見直しのこの機運は、 O A機器に触発され
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たものではあるが、多くの人達が 1 日の 3 分の l 以上を生活する環

境として、このままではすまされない社会的ニーズも強まってきて

いる 。 グレーデスクや収納家具にとりかこまれたオフィスは、住宅

におきかえれば、 30年代の住宅公団 2 K . 3 K ともいえるのではな

いか。現在企業に入ってくる若い人達は個室で育ち、空間的に盟か

な環境を経験しているはずであり、突如、会社ではブルペンスタイ

ルの席に配属され、衆人環視のもとにおかれたのでは、とまどうば

かりか。仕事に手がつかないのではなかろうか。 O A機器ばかりが

注目されているが、執務環境の向上は社会的な環境の変化にともな

う、当然のニーズであるといえる 。

ファシリティーマネージメント

ここで、新築であれ、リニューアルで- あれ、オフィスの設計は経

営の一端を担うものであるといえる 。土地 ・建物の購入あるいはリ

ース、オフィスのファシリティー( 家具、機器など ) の計閥、およ

びオフィス環境のデザインなと。の判断は経営を支え、生産性の向上

を目標として総合的に計画されねばならない。この概念にもとづき、

米国で生み出されたものがファシリティーマネージメント( 以下 F

M とい う) である。

/日¥

日 日

コト白/

F Mにおいて重要なことは、

従来、建築家やインテリアデザ

イナーが単独にやってきたこと

が、運用 ・管理! を通してリンク

していることであり、常に運用

・管理をベースとしてつぎの企

画段階へとスタートしていくこ

とになる 。新築の設計であって

も、全くの新企業でもない限り、

ファシリティマネー ジメント 現状の企業全体の不動産、施設、

家具、機器などの全資産を管理し、それにもとづく長 ・短期の資金

計画を総合した企画をもとに、とりかからなければならない。 リニ

ューアルか新築かは、 このデーターをもとに判断することになる 。

この運用 ・管理のためには、常に現状を掌握しておき、つぎの企

画を立てやすくしておくことが重要であり、その K E Y となるもの

は、現状図と明細目録である 。オフィスのリニューアルの現実の場

面においてよくあることだが、毎年のごとくあるオフィスのレイア

ウト変更により、竣工後数年もたつと竣工図は役に立たなくなり、

何枚もの図面を寄せ集めて照合しなければならなくなり、スト ック

品はどこに保管したかわからなくなり、全部の倉庫をくまなく探し

て廻らなければならないということになる 。手作業でこの図面およ

び台 l肢を繋備するには、その修正に大変な労力が必要となる 。この

作業をリアルタイムにインプ ッ トしアウト プ γ 卜するためには C A

D が絡好の道具である。

現在、米国で F Mにたずさわ っている人達は、弁護士、不動産鑑

定士、建築家、インテリアデザイナ一、家具メーカーなどである 。

F Mはこれらのあるゆるジャンルのノウハウを集積したものでなけ

ればならないが、実際は、不動産よりの F M、家具メーカーの販売

政策の一環としての F M というように片寄 ったものもあるようだが、

この中で主流をしめるものは建築・インテリア事務所が中心とな っ

た F Mであるといわれている 。

F Mは企業の生産性向上を目的としたものではあるが、単にもの
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の合理化、効率化をねらったものではなく、 O A機器が入ってきた

オフィスをヒューマンなものにとりもどし、働〈人の健康を維持し、

気持ちよく働ける快適な環境をつくり、企業の活力を生み出すこと

を目的としたものでなければならない 。この新しい環境をクリエー

トするためにはグリエーターとしての建築家・インテリアデザイナ

ーが中心となり、各専門家との協同で F Mを推進していかなければ

ならない 。 日建設計においては、いま C A Dの開発をはじめとして、

F Mの試行段階に入ってい る。新築か、あるいは リニューアルかの

適確な判断をユーザーに提供で与きる段階までには、まだ相当の時間

が必要とされる状況である 。

( こさか きはちろう 株式会社日建設計東京本社 B M室技術長 )

リニューアルが市民権を得るた

めに

坂 倉 建 築 研 究 所 太 田 隆 信

設問 1 について

リニ ューアル計画は、法規とのたたかい、現行法規と古い建物と

をどう調獲するかが故大のテー7 と言ってもいい。たたかいなどと

告: いたが、決して法鋭を敵視しているわけではない 。

昭和35年、南海ピル一高鳥屋百貨庖部分ーの一部増改築以来、さ

まざまな地改築の仕事をさせていただいた 。現在も道修町塩野義本

社ビルのリニューアルの仕事を、これは以前から大阪事務所長直結

ということで、こまごまとさせていただいている 。 その問、法規も

幾度か変わ って、随分きびしくなったなと思うが、増改築の仕事の

おかげで、新築の場合には考えることもない法規上の問題を、苦し

まぎれに、線本にまでさかのぼって考えることもあったが・、法の

精神はきわめて健全、ただし、健全なのはあくまでも精神であ って、

校葉末節iのあたりには、問題点も多い。なにしろ古い建物を現在に

使うのだから、そのあたりにこだわりすぎて、かんじんのリニュー

アルをつぶしてしまってはいけない。設計サイドからも、法の精神

にもとづいた大胆な提案があ って然るべきだし、行政側にも、柔軟

にそれを受け止める姿勢がほしいと思う 。それでも、どうにもなら

ない場合には、建築審査会等の検討機関で個別に審議するなどの方

法を考えてほしい。

既存の建物をこれからも活用してゆこうというのだから、新築の

場合には思いもよらない難聞が出てくるのは、むしろ当然のこと 。

それを何とかのり越えてリニューアルの方向へもってゆくには、関

係者一同の、建物に対する思いいれと言うべきか、愛情と言うべき

か、熱意あ ってこそ可能なこと 。法規に関する問題も、法そのもの

の問題点を云々すると同 H寺に、こころの問題としても受け止めてゆ

く姿勢が必要ではなかろうか。

設問 2 について

リニューアルに関するプロジェクトの位置づけは、その他の仕事

とま ったく同じ 。あくまでも、それぞれをひとつの仕事として、同

等にあつかっているつもりである 。こういう発言は、優等生的な解

答というよりは、くさいこたえと昨今では言われかねないが o

前述のように、私にと って、最初の仕事らしい仕事は、南海ビル

の一部増改築計画。それ以来、新築 ・増改築、さまざまな仕事をさ



せていただいたが、それぞれの仕 'Fに例性がある反商、共通点もあ

る。個性の )J は説明しやすいが、共通点の方はなかなかうまく 言い

表せない。何を共通点と感じるかというあたりに、設計者側のイ| 司性

というか、それぞれの特長があるのかも知れない。

リニ ューアルの仕事も 、設計界全体の専門化、個性化の流れのな

かで、そのなかのひとつとして云々されざるをえないのだろうか。

これからの複雑多岐にわたる憎改築には、専門家の存在が欠かせな

いと思うが、専門家には専門家特有の盃みがないこともない。たと

えば、リニューアルという設聞のおt初に法規がでてくるあたり、 m

改築の体験者として、わからぬでもないが、それだけが、突出して

云々されるとなると、それでいいのだろうか、むしろ、リニューア

ルのむつかしさは、法規だけではなく、すべての而で、同じような

問題点があると々えるべきではなかろうか・一、とも思う 。

この項の ｪ 位争 ｾｊ に、お答えしたょっに、リニューアルだけを特別あ

っかいしない、すべての仕 'J'¥. を同等に、という観点は、これからこ

の仕 'J'¥. が市民権をうるために必要なことであると同時に、私達の組

織にとって、設計活動の原点でもある 。これからも、この一点を大

切にしてゆきたいと思う 。

(お おた たかのｾ［［ 11瓦i NI l 築研究所大阪 '1>務所長)

経済的尺度に乗せたとき意味を

もっリニューアル

奥井段 計工 房 奥 井 敬 治

1  .  設聞のインテリアのリニューアルに| 刻する既存の関連法嵐と

の関係に限定すれば、さほど支附がなかった。それよりも、建築本

体を現行法にＡＡｾ，らし構造補強せざるを符なかったことの方が、イン

テリアのリニューアルにダイナミ ッ クな ［ｪｾｪｾＧｾ があったが、設閉め回

答にならないようなので省略する 。

2. リニューアルには何か恐れが{ 下う 。それは生態学 ( ecol ogy)

にも似た大きなうねりに反しはしないかという! さである 。桜i原的な

郷 f悠! 惑は雌かに ?むきつけるものがあるが、このようなところに安住

していてはいけないのでは、またそれに過去のエキスに驚I嘆し現在

をl嘆くより行動しなくてはいけないのでは、という思いが残る 。

そのような思いを断ち切り、現症のものとしてリニューアルを確

立するためには、その ill 物の何をどうとらえて生かすのか、その雄

物でなくてはいけないとまでの必然性が山せるのか等が問題になる 。

*らしさ" 的なものに終わってしま って はいけない 。その辺りの認

識の仕 )'j を、取り組む前の心椛えなり姿勢としてもたなければと忠

っている 。

保存という言葉の範囲に位置するのでなく、現在の経済構造の点

っ直中で存在価値があり、今日のものとして匙らせ、より多くの人

々に支持される、言いかえれば経済的尺度に来せたとき、リアリテ

ィーが出てその存在に大きな意味をもつことになるのである 。その

ような観点からリニューアルされる物件をあらためて眺めてみると、

白いからという偏見さえ除けば、現イEでは資金的にも時間的にもっ

くり f与にくい空間をもち、なお、経済的尺 j変にあうものに出令う 。

それは現にすでに存在しているわけであるから、投下資金が少なく

て開発できる可能性を秘めている 。そしてその可能性を総めた建物

アンケート・リニューアルへの取り組み

は、比較的規模が大きく生活圏に近いところに存復している場合が

多い。そのことは、都心が飽和状態でいろいろな機能が郊外に分散

されはじめている H下今の傾向の r1' にあ って 、非常に現実性が出てく

る。

地域が望もうが望むまいがの強引な開発でなく、有機的に生活環

境の中に組み込まれ、それがポイントとなり活気が生まれる 。 また、

景観においてもゆとりのある時代の良さをもって述動して. ゆく可能

性がある 。当事務所も、そのような可能性があるという感覚は、最

近手掛けた業務から手ごたえを待ている 。

建築的側IJ 商からの設計家意識過剰のアプローチだけでなく、トー

タルなものとしての組みたてる力をわれわれも意識してたくわえ、

特殊な職能の業務人というだけでなく、経済柄j J i j) に参加I できる的報

と知識、企画ができたならリニューアルを業務のひとつの柱にでき

ると思われる 。

{ お く い け い じ 抹式会社9 ! 1t-，役J 工 IJ} 主宰 )

近 代 都 市景 観 の リ ニ ュ ー ア ル

安井建築設計事務所

われわれの事務所では枇近 ワイナリーのゲストハウスのリニュ

ーアルを手働けている。所はフランスのボルド一 、15世紀に控てら

れた石造である 。外装も - J'fJ S手直しをおこな ったが、保守的な風土

だけに、景観の維持という点には卜分な注意を払った。

ヨーロ ッパの内い町や村には、伝統的な街並みを守ることに一極

の使命感に近いものがあるようだ。そして、石造の街並みの重圧を

克服することによ って、近代書Ilr行への脱皮が成し遂げられてきた 。

日本の場合、伝統の街l E みは木造でず っと「やわらかい J から、近

代の発展は「とりこわし」から始ま った。今日の雑然たるf 1 i l E みは

こんなところから生まれている 。 現代の設計者が手掛ける仕，ｾｾの多

くは、この雑然のなかに立地しているわけだから、伝統的民: 観とい

うものについての意識が議くなりがちである 。かとい って内央い街

並みにわざわざ占! 込い挫物をはめこむのも、時代への逆行であろう 。

阪のメインストリート御堂筋は、明治以降の街並みのなかでは

屈指の美しさを誇る 。雄物の高さも揃い、デザインも多彩で内ありな

がら一定水準を保っている 。安井武雄が昭和 8 年に設計したガスビ

ルは、今日の御堂筋京税の質をリードしたことでは特世に値する 。

その後生まれたいくつかのヒ質な処物によって、現代の街並みは形

成された 。そんななかで、安J1ニ・JH: 6 所が昭和41年におこな ったカス

ビルの地築は、ト y プランナーの価値を現代に正しく位置づける試

みであ った。

近代都市の街並みのキ ｉｾ 持は大切なことである 。 しかし、 ｗｉ 築は昔

の建物の単なる焼き直し ・引き 1111ばしである べきではない。すでに

都市長ー観に欠かせない要点を生きのびさせながら、現代性を付与す

る。つまり「近代都市対鋭のリニューア l レj をおこな ってゆかねば

ならない 。εJ'¥.1' I'; はl : j11本の主主物の保存や新築の場合も同じことである 。

安定した都市萩観を、絶えずより良〈更新しつづける 。 このことを

つねに念頭に置いておく必要がある 。

内装だけがリニューアルの対象ではない
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成 安 女子 短期 大 学長 岡 京 新 キ ャ ン パ ス

日本フィルコン( 的は工場誘致により当地に進出したが、同社

の主要製品である金網は、プラスチック綱によって取って代わ

られつつあった。一方、長岡京市は、市制実施以来、日本フィ

ルコン( 悌敷地周辺ー僚を「文教地区j 化したいという希望を持

っており、成安女チ短期大学による本計画は、長岡京市の積極

的な支持を得て、実施に移された 。

*  

シャーレ屋椴に夜われた金網製造用の3 3 mx  204 mの大工場

は、造形芸術科 ( デザイン ・染 織 ・美術コース) と被服科の実

習室( 約60室) 及び研究室( 9 室) に改装され、それらは旧工

場の大空間に 2 階建に構成されて、外周に新たに設けられた回

廊によってつながれる 。

設計上苦労した点のひとつは、 2 階部分の採光で、シャーレ

屋線 l スパン( l 2 m) に 2 筒所の保光天窓をあけることとした

が、実施は容易ではなかった。

本計画は実習を 中心 とする造形系短大という 特 殊性が、無柱

大空間の効果的利用 を可能 に した もので、 断面図に も見ら れ る

通 り、ふたつのレベルにまたがった実習室な ど、創 造力 を刺 激

する、興味深い空間が実現される。

*  

同校は本計画の実施により、阪急長岡天神駅または国鉄神足

駅から徒歩で 15分のところに、相国寺現キャンパスの 3 倍、実

習室面積でも 2. 5 倍という豊かな新キャンパスを獲得した。

(藤田 治彦 京高日工芸繊維大学窓 1l J : 工芸判、} 助手)

新キャンパス完成予想図 に'_

実習棟内部 ( 2 階改築中 ) 実習練( 改築中) 実習棟( 改築前)
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事例・リニューアルの鍵をさぐる

Ｉ，ｾ本設，ＱｪＭ 成1i: IJ: (.骨llJUI 大学( れl当. 凶 }' j J ) j - )  

夫鎚l?&，11・ 株式会社( f 村桂築・IHfi 所

地 工i . ' l水主l ! 設株式会社

峻 工 H円相62年 2 JI 予定

旧日本フィルコン附京間i工場の敷地および，建物

を、京高11の造形芸術系w大のひとつ成安 IJ: (-骨J

ml 大学が入手、 3 3 X 204 mの y ャーレ反似工場

を造形実例 研究棟に改装、本自立憾のみを新築

し、同校の JJ l _ キャンパス( 上京区羽] 悶寺) の 3

1古 ( 42. 593m' ) にも及ぶ広大な教育スペースを

1乍る。

! Hべた部i :新築工事

実 習 棟 2 階平面図

@  

E

ロマ

口

M 

実 習 棟 l' 皆平面図

D

N

E

D

-

60m 50 40 30 20 10m 

施 設面積 表

持i 没: 1 ' ，

ill 築，flift! ｲｾ ミ i而 m ( m') 延 J友 商W <

( 111') 1  |滑 2  附 3  1. 背 4  1; 背 ( m' )  

本 自白 U( 669. 72 614. 6 662. 1 662 . 1  662. 1 2 ，593. 1 

:J，f ふtいI
ヰi A  +出 7 ，083. 1 6 ，848. 4 5 ，248. 6 12 ，097. 0 

'J[ 当i B  hli 780. 1 748. 2 

0' 1' 21;背 ギ ャ ラ リ ー | 2  |滑

199. 0 I  748 . 2  

1，695. 4 

:J，f ザl ヰi C  十点 546. 9 546. 9 116. 6 663. 5 

itt 形 研 究 生 側 847. 9 847. 9 847. 9 

き も佐 '-I{ tJl1 56. 6 56. 6 56. 6 

洗
c、 .tj.!j  (  2 十点) 24. 0X2 2 4 0 X 2  48. 0 

凶 ｉＧｾ＠ fiii !JI1 415. 4 369. 4 194. 4 563. 8 

hl 内 {本 if t晶 400 .0  400. 0 400. 0 

食 ｾＺ＠ 十車 724 .5  624 .7  624. 7 

タ フ ブ ボ ッ ク ス 胤 278. 7 278 .7  278. 7 

ア γ セ ン ブ リ ー ハ ウ ス 207 .7  199. 2 199. 2 

1'1 転 ;a 土品 112. 0 112. 0 112. 0 

応 外1副所十点 ( A D 4 t 車) 15. 0X 4 軍 15 .0  60. 0 

l国 ｊｾ ， ｬ＠ 709. 7 709. 7 709. 7 
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神 戸 灘 ・ 酒 蔵 地 帯

ｩｾｩ 五郷、一般的にこのように呼ばれるようになったのは明治

以米のことで、- 4 王米の灘は神戸市点部に拡がる三郷て¥占くは

灘目と呼ばれていた。これらは来より魚崎郷、御 ;i 移郷、西郷と

海岸沿いに述珠しており、一種特典な景観を呈している 。六甲

より l吹きおろす北風と石灰質の砂層をJ U l る符水は、 1阿造りに適

した条件を、丹波杜氏と呼ばれる季節i労働者は、酒造技術者の

Ｈｩ ｲｾ 保をもたらし、 ｭｩｬＡＮ 、帰燐山間部でとれる柄米とあいまって、

消造業の発達をもたらしたのである 。

しかしこの地区にも近代化の波が強〈引jI しょせ、占い 11月泌が

近代的な工場に変えられ、点、イ1"する川崎は集約され、四季限造

という年間生産可能な放に娃てｾわるとｼ司 ＱＱ 寺に、余った激 ｉ 也に

は事務所や共同住宅が建てられつつある 。

ｩ 内 ｩ 主りという消 ｩ 紫な Ａｾｬ 凝と未利用な空間は、高層住毛，建設に

H適地であり、 I1町議の il'j ' ) ミに比例してこれから明えてし、くのは

雌定的といってよい。

その rl' で、 j開放を利用し活用しているものも存不正している 。

魚崎郷の鏑正宗柄造記念館、御 ;i 診郷の l江鶴l I ' 可造資料館、西郷の

1代の1的資料館の三館で、これらは [J:; い柄 Ji:誌を平IJmし、会社の P

R も殺ねて 11円iit 用44を展示している 。本来の 11町北の機能は失わ

れているものの、新しい活用の万法と言えるだろう 。 J内l畿の内

古 ＱＱ 空間 ｩ は活用するに ｮ 由 ｊ 支が高〈、 Ｑｾ ｦＮｊ口書 ＱＱ の少なさは外部とｼ隔

絶した ｦ ｊ［Ｇ ｬ 境をｻ乍っている 。 この ｾｉＺ Ｚｊ が持っている治、伝的なエネ

ルギーを、上記三自立の泊m例以外に平IJ)羽できないものであろう

か。新しく往つものが必ずしも良いものだけではないだけに、

↑ ! ? しまれるのである 。

ｾｉＧｊ＠ ;  ，Ii 数 行 委H会文化財. . ! l ! )

沢の鶴資料館

川 口 ・ 安 治 川 倉 庫 街

大阪市凶区の川口 ・安治川地区は明治の大阪港開港のJ也であ

る。かつては外国人が多〈住んだわ 11 口居留地」があり、府庁、

市役所などが隣接する正之( - ! . : d ; に置かれた歴史ある、大阪の中

心地であった 。 しかし、次第に活力をなくし、各地のウォータ

ーフロントに凡られるように合lin群も遊休化するところが問。え

てきている 。

そこでここの合時街や歴史的遺産を利用して、職 ・住 ，j!tが

一体化した 3芸術家やクラフトマン、そして外国人の居住区を創

出しようという椛忽が、r ! i 氏グループの手で出された。このク

ループは実際にクラフトや芸術 ・建築関係の人間l も多〈、本年

7 月には工芸 ・生活雑貨の '1>;. 務所兼ショールームが大正初期に

建てられた合同Zの 21;皆を借りてオーフンしている 。 内装、外装

とも本格的リニューアルはこれからた町が、現在のハイテ y クる

ビルにはない、予のぬくもりを! 必じさせるアンティックな控物

は、クラフト 7 ンにと って絡好の空間になっている。さらに、

この動きに触発され、手持ちの合庫を劇場に使えるように改装

する所も現れ、イベン卜やi斑I1¥IJ が上演されている 。

各地のウォ ーターフロント再 開発に多〈見られる行政主導 ｊｾｾ

に対して、やらせではない市民の晴子づくり町づくり w が進ん

でいるのは注目に f直する 。

( 奥 村 礼 子 都市計画家 )

川口・安治川地区スナップ



土佐堀ウォーターフロント

一 風景 の再 生 へ 一

流れは、淀みなく続いていた 。

木洩れ日は、水面に輝きを与え、静かなる風は、時をはこん

でいた 。一一一

このインテリアでは、切りと った風景を、かつての風景とし

て、 H寺の流れにおきたか った。

土佐堀川を室内に導入することで、ウォーターフロントを再

構成したいと、言い換えれば、建築を川に浮かせたいと思 った。

都市や建築が喪失したものは、 、時の精神H や、柔らかさ。で

はなか ったのか。

それは、再生するもののなかにありつづけることであろう 。

{安達 英 俊 安達- ! Af量生II 築研究所)

事例・リニューアルの鍵をさぐる

神戸・北野町異人館街

兵庫開港以来、居留地で働く外人達の住宅地として開けた北

野呉入館街は、第二次世界大戦の戦火もまぬがれ、戦後ても約

200 棟近くが残 っていた 。居留地の主主備が遅れた関係上、雑居

地のーっとして位置つ'けられた北l J l } 村は、緩やかな南斜面の見

附らしのよい住宅地として、外国人達に好まれ、独特の雰囲気

のある{ 苛を形成してい ったのである 。

しかし昭和30年代のホテル建設、昭和40年代のマンション建

設と統〈建設ラ ッシ ュは、この地区の環境を急激に悪化させ、

昭和54年景観条例による地域指定、昭和55年重要伝統的建造物

群保存地区の選定へと制度化を進めてい った。

また、昭和52年より肱映された「風見鶏」は、この地区を観

光地として性絡づけ、ますますその傾向が強くな ってきている 。

そして個々の具人館は、公 ｉｾｾｊ 呉人館、美術館、レストラン、喫

茶府、ファ ッション関連施設、セミナーハウスへと機能の転用

が図られてい った。現イE 、その数は公開異人館14 、美術館 2 、

レストラ ン 3 、l喫茶盾 2 、ファ ッション関連施設 2 、セミナー

ハウス l の多きにわたる 。条例施行により保存対象として 34の

呉人館が指定されており、また内部は自由に改装できる関係上、

今後この数は指定件数すべてに及んでいくことが考えられる 。

いろいろと問題点を含むものの、この地区の観光地化、商業地

化への変貌は、呉人館を付加価値の高いものへと位置づけてい

った。

神戸らしさの色濃く残 っているこの J也区は、そのらしさを形

成するものがその歴史であることから、異人館の再生活用は、

街つ. くりの一つの手法であると 言 えるであろう 。

( 神戸 市教育 委員会文化財課 )
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神 戸 市 立 博 物 館

昭和57年11 月の開館以来、市民に親しまれている神戸市立博

物館は、旧外国人居留地に残る洋風建築の一つである銀行の建

物を神戸市が博物館として改造、再生利用を図 ったものである 。

旧建物の前身は、昭和10年に建設された旧横浜銀行神戸支庖

( のちの東京銀行神戸支庖 ) であ った。歴史的、文化財的価値

の高い建築物の保存再生という観点から、外観はできるだけ現

状のまま残された 。外壁の花関岩の部分的な補修と汚れを落と

す程度で、新たに機能上必要とな った玄関庇や 111皆の窓面格子、

スロープ、外灯等も最小限度にとどめられ、外観に合ったデザ

インで、さりげなく付加されている 。

建物内部は、銀行から博物館へという用途変更に伴い、建物

の構造補強と全面的な内部改装を行 っているが、旧建物の特色

を生かしながら博物館として十分機能する手法が求められた 。

旧銀行の営業室であ った吹抜け大空間は、し っ くい細工紋様の

メタルシーリ ングの美しい格天井と列柱の大理石がそのまま再

利用され、絡調高い博物館大ホールとして再生されている 。

さらに、博物館機能を充足させるために、旧建物の背後に継

ぎ足すかたちで新館が増築された 。ここには、旧建物内では処

理しきれない部屋、特別展示室、恒 iA¥:1宣湿収蔵庫、講堂などが

配置されている 。新館は 5 階建てであるが、 4 、 5 階を構造的

な軽量化からも鉄骨造とし、 2 層分をヴオールト状の鋼板屋恨

の中に納め、外観のスケール観を 3 階建ての旧建物に近づけて

いる 。外観の仕上げも、旧建物と同じ北木産花商岩を使用し、

軒蛇腹のディテールを踏襲して旧建物との連続、調和が図られ

た。 ( 神戸 市教行委以 会文化財，"! I l )

姫 路 市 立 美 術 館

国宝 ・姫路城の束、特別史脳内にあるれんが造建築物は、明

治38年| 日陸軍10師団の兵器庫として建設され、昭和22年より、

姫路市庁舎として長い間市民に親しまれてきた 。文化都市実現

を目指す姫路市は、この歴史的重み、美術的色調を持ったれん

が造建築物を美術館として市民に提供することを企画した 。 こ

の企画は、美術館を求める市民の多年の夢であ った。

今回の美術館への改修工事は、れんが造建築物の保存と美術

館としての機能充足との合体により、 一級美術館として昭和58

年 4 月オープンした 。

当美術館の改修計画に際し、 「保存 ・研究 ・展示」の美術館

としての機能を充足するとともに明治時代のれんが外壁の保存

および新規構造躯体との接続技術および新工法が最大のポイン

トであ った。 また意匠計画のポイントは、保存するれんが壁お

よび日本瓦屋恨の色調・テクスチ ャーを美しく浮きあがらせ、

歴史的香りを高める方向で計画を進めた 。建物外観のポイ ン ト

となる窓は保守上従来のものを閉鎖して無窓とするも、れんが

色とロケーションに合った古銅色の鋳造格子をアクセントに取

り付け、白御影石の窓台とあいま って、れんが壁にリズム感を

持たせた 。

ー姫路市立美術館リニューアルのポイ ン トー

①新設美術館建設費より割高な予算の確保

②既存建築面積内に文化施設の機能を充足するためのコ ンパ ク

トな平面計画

③歴史的建物の持つ作品性と現代感覚との融和をはかりながら、

歴史的香りを高めるための意匠設計

④特別史i }1内にあり、その景観を変えることなく、新技術・工

法による既存れんが壁の保存

⑤新規構造躯体と既存れんが壁との接続工法

なお、構造 ・技術 ・意匠等の詳細は紙面の都合で自l愛した 。

( 中村 博信 株式 会 社 ｊ ｪ 村 工 会社文化 施設 Ｇ ｊｾ 業部 Ｉ
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大 阪 産 業 大 学 本 fifi... ........ . ・・ .. . . . . . . . . . .. . . 11 

設け巳理 広笹m拒綜合併務所、高崎上凹訟J 十'J'務所

地 工 太 林 制1 大卓越設Mi J 企業体

・文 化 ・ス ポー ツ ・社 会 福 祉 施 段

鹿児 ｾ［Ｙ ，ｾ交通安全教育センタＭＢＮＮＮＮ……一 ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｑ

ｾｊ 十且恩 鹿児砧県土木部控築点、 AOl 実ill

地工: 小牧ill 設 n1J b! 般組lsJ 量共 J，i ] 企業体

や す ら ぎ の fifi " . ー ーーー一 ・・ ・・・ ・ー 1

企岨l アーパ ノ ライフ控築政 ｊｴｊ ｊ ｾ 務所

ぷd十。ユソニア ン一級ill ! l ! i設計 'J>務所

地J こ 祈 Jドー浜凹共 J，;J 企業体

川J ，有川総合 文化 セ ン タ ー ー - 一・…. . . . . . . ・・・ ・ ・ 2

此 ir 且埋 U  llia主，: 1/)に 阪 本 社 地 工 熊 谷III

四ｲ［，，Ｇ，打総合前ｾ祉センタ一 社 会 制 抱t セ ン タ ー

酋 宮 他 康1m発センター・・・・ー・・・・・・・・ ーー ー・ー ー・ー 2  

d主，十弘男。西山 di 官純白思 昭和政，1十 地工. 新 J HU

サ ン マ り ー ン な が の … ・ … 一 … … … ・ … … ・ … … … 3

， ｾｊ 十監理。 ｫ 処ｊｬｴ ［ｲ

地工 ｬｩＱｊ ｈｬｩｬｬ ｊｬｴ工 Ｑ ・ 北 ｦ￺ｪ ニ組処ｊｬｴ ｪｾｬ ， ｩｊ 企車体
. 司

御 池 町 文 化 セ ン タ ー .... . . . . . . . . . . . ー ー・…・ 0 ・・・ 4

.alir 創J l t ，; r - J ' 務所地工 J ドJ : jll

三 木 市 文 化 会 館 .. . . . ー ーーー. . . . . . . . . .  . . . . . . . . . . . .  5  

号 号

訟計監理三木市建訟部建築課 ・JI( 畑建築事務所

地エ: 消木建訟 ・高階級 ・門建設共同企業体

フ ァ イ ン プ ラ ザ大 阪 ・ 大 阪 府立 障 害 者 交 流 セ ン

タ - . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . ... . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・ 5  

』主計監理白大阪府建築部哲締室 大阪府組政監理協会 日本政

計事務所

施工 飛島雄投l ! < 本組建設共同企業体

大正区コミュニティセンター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・ 5

E生計 大阪市郎市盤情局官織部 ・創造社

監理 大阪市都市鐙備 J，<J 官締部

施工 甘'，ijf 組. } t 鍋工務脂挫股共同企業体

芦屋市立上宮川文化センター. . . . . . . . . ・ e ー. . . 5  

股 計 芦 屋市雄築 諜 昭 和 股 計

監理 芦屋市改善事業型車昭和訟計

地エ i量沼組 ・西本雄設共同企業体

な に わ 会 館 ・ 公 立 学 校 共 済 組 合 大 阪 宿 泊 所 ・ ・ ・ ・ 0 ・5

設計監理・車畑建築事務所施工。銭高組

大 濠 公 闘 能 楽 主 主 ー ー ー ーーー ーー ーーー ー. . . 6  

F品計監理 福岡県建築都世綿謀 . . k 江宏建築棋務所

地エ: 松村組 ・高生E組 ・比組処段共同企業体

松 江 市 総 合 文 化 セ ン タ ー ・ プ ラ パ ホ ー ノ レ ・ ーーー 7  

設計監理 日越段計建築技術センター特別共同企業体

地工鹿島越股松江土挫特別共同企業体

箕 面 市 立 点 生 涯 学 習 セ ン タ ー ・来 図 岱 館 ーーー 7

設計監理策而，li r. s市計画部市街地挫築課東畑建築. " 務所

施工 フジタ工業

ワ ェ ニ ッ ? ス ・プ ラ ザ ーー一・ ー一一 一 一 一 …・ー・・ 2

設計: 日挫設計/ 名占島 監理: 福井市 。日越設計

施工 熊谷組前回極設工業 ・飛砧挫訟共同企業体

愛 媛 県 県 民 文 化 会 館 ・ ・ ・ ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . ー・ 10

設計. 丹下健三 . mifi ・挫築設計研究所

監理・愛峻保. 丹下健三・知市 ・控築Z生計研究所

施工: 鹿島 ・西桧. ttNI! ・二神共同企業体

那 智 勝 浦 町 体 育 文 化 会 館 ー ーーー ー・ー ー ーー 10

設計 住宅 問，11鐙備公団公閣 ik地部. アールーアイーエイ挫

築 綜 合 研 究 所 且 理 住 宅 ・都市相備公団

施 工 熊 谷 組

大 阪 府 医師 会 館・ ・h ・・ ーーー・・ ー・ーー ・ ー ーー 10 

設計 日 組 担 計 指 工 竹 中 工 務 陪

古 tl 町 中 央公 民館 ー一 ・ ・・・・・・・・・・・ 0 ・・・・ 0 ・・ ・・. .・・ ・0 ・11

設計石本挫U ! ; ' !' 務所制岡支所地工 i畳ialJl

熊 本 県 立 図 り 館 ー ーーーー .. ・・ e ・ ・ 12 

段 計 安Jt - 処築設計事務所

地工ｮＧｴ水挫位 。 戸 ｭｩｬｬ ｊｬｴ Ｎｩｬｬ 占組勝本工務問挫設工 Ｇ Ａ ＮｊｾＢ［ｊ

企業体

- ホテル

京 都 全 日 空 ホ テ ノ レ・ー ー ーー ーーー ー・・ ー.. . . . . ... 6  

設 計 監 理 術 家ill 築 事 務 所 施 工 ・鹿仏挫設

・商業 建 築

T Mビノレ・ー

設計監理。且 ｩＯｻｩｬｬｾ 匹段計 Ｇ ｊ ￧ 務所 施工: 金山工務陪

シ ョ y ピ ン グ プ ラ サr アスノマ ー 一 . . . . . . . . . ・・・ . 1

設" 十点畑挫築事務所地工: 竹中工務庖仙 J t- ill Jlt R r. iJ 企草体

ノレフレ 21................... . ... . .ーーー ー ・ 8  

設J! 施工 k 成建設

H 鉄 ラ イ フ 堺 ビ ノ レ ー ・ ・・ ・・ ・・・・ .. . ..・ 11

設計弘理安井他築設p 十J IC務所

施工・戸間 新 日 蝕 東 急 ー南海共同企業体

・* 務 ピル

大 月 A J ' ' ' ' 本社ピノレー 一

設計弘理. 日挫訟Jt / . k 阪 地 工 鴻 池111

勾
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設計監理・日建設計/ 太阪本祉 施工・大林組l

平 和 生 命小倉ピ/ レー ー ーー ーー ー ーー・ー・・ 4

設け地工. 竹中工初出

岡 谷 鋼 機 ピ l レディ ン グ・・ 0 ・・・・・ 0 ・・・・・ 0 ・0 ・・・・・・・・ー・ー 7  

J . Q: : 十施工竹中工務的名占民主11;

日 本 生 命 京 高11三官ビノレ・・ ・・・ 0 ・ーー 一・・・・・・ 0 ・ー ・0 ・7

泣け位理 日独設計太阪本社

施 工 竹 中 工 務1占・奥村組轟木工務J i ! i 共同企業体

フ ジ イ ビ ル ーー ーー ー ー ーーー ー...・ ーーーーー・・・・・・. . 7  

ｾｊ 十監理安 ｊｈ￟ 築 ｾｰｴｊ ｊ ￧ 務所施工。竹中工務早［

弥 七 ピ J レ・・ ・・・・ ・ ・ ーーー ー ーー … .. . ・・ ーー・ 7

ｊｬｴ ｊｲ 監理制ｾＮｇ ｊｴ 施工村本建設

第 三 松12 ビ J レディング・一. . ・ 0 ・・・ー・・ー…… ー・ ・ー ーー 8  
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号

ぷJ十脇工大林相l

L ' i 上 通 関 西 シ ス テ ム ラ ボ ラ ト リ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・8

設け: 日建設計熊谷組設計共同企車体 監理: 日処設計

地 工 熊 谷 組

ツ イ ン 21・・・・ .. . .・ ・・・ ・・ ・・・・・ a ・・・・・・ ・ー ー ーー .  8  

設，] 十弘埋・日処設計

脇工: i I I i 品llidlt 竹中工務山・熊谷組M' ) J l ' 車体 ナメ ョナル

タワ ー

大成4量級 奥村組・崎地組 I叶水lli oU: Jtf，.) :企業体 MI  

D :9ワー

丙松lli 殺- l t1111晶械

k 林組 M I Dン7 :9ー

.-j>:1I汀 il l : j ) t ピルー・ ... . ー . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ...... 9

424十巳理 ｊ［ｬＮ ｩ ｬＭＨ他郷 ｾｊｾ ｽ ｦｾ 務所 施工: 太日本 i ホJ に阪土山

銀泉崎町ぬ! ピ l レ…・・・・・・・・・ーーー ーーー ーー・・ーー .. .1 0  

。J十弘F聖 日姐. 1l J十

地工 :1斑品岨設鳴池剖i 住瓦姐設 ー絵付制LJ も1，') 企: 主体

- 傾合ピル

守 口 市 i'iI } ) ; ¥地区市街地再開発・J:l. j 匙B 陳 ー 京 阪 百

貨問、 三 和 銀 行 、 L'i 上 銀 行 ・・ー・・・・ー・・・・・ 田・・・・・・・・ 田・1

泣け弘地: 可口市郎，Iil111副党部. " A' l m都政Jt/lt 務所

地ユ 竹中工務'l'i 銭高組共同企民体

守 11 ，打河} ) ; ( 地区市街地再開発 'Jc業 A 械 ー 守 II プ

リンスホテノレ、テ J レ プ ラ ザ 、 大 阪 ゅ う ゅ う の ' U. .. l

. GJ! 巳l l : ' l'rJ ，Ii ｲＮｾ市内 Ｑ 副党郎、久井と也君 ｾＧｬｬｴ 草川
施工 illiK，¥lli .G・ k 休組共1") 企業体

加 占 川 ITfi エ ピ J レディングー ーー ーー ・ー ・・・・・・・…. . . . . 8  

. G.t 地ユ‘ illiK，¥姐. a

・住 宅

G A R D E N  H O U S E商事jl 椛 台 第 2 ・. . . . . ・ ... . .. . .. 1

. GJ I  :  11' 1; 陥di 予備 公 凶関西立 ｬｴ 住宅 Ｇｨｾ 司 ｜ Ｒ 郎

ぬ I 畝内 U M， 同 工 ｦｾｬｬｩ 昭和 ｊ ｾ ｴ 括的・ Ｑ r- U! 設・戎T fMi

・】・(111*11 . 日本ハウスインタ

ｩ 併問コーポラティ Ｏ ￭ ｪＺｾ 包ーユーコート ー ・ー 1

コーディ ネー ト松川 3誌の家訓リ全d } t ll 十県川市内コ - ;t! PJ チーム

地 1 松 IHl l

ア ゼ ' ) ア ハ ウ ス 吹 田 市 営 千 l R 山 住 宅 ・ ・・・ ・・・ー・ー・ー 5  

.G，，! :  1.[111
耳+ r. U，1i工M. 小西oU: ，:t

池上 清水lli . G • ｕ ｊＱ ｉＧｉ ｊｬ ｬｬｩ ｯｕＺ ｊｾＱ ・ＮＩ企主体

4事制ガーデン' t 2 番街・弐番 l J j'... .. . . . . . . . . . . ・. . . . . . . . 7  

。，:t 地T . :  lI r水- U! oU: 大阪 : Hli

フ ロ ー ラ 飢TT林ー … ・… ・… ・ー… … ー ー B  

ｾｾｴ 地 ｬ ｾ Ｚ .kHl l l  

- 宗教建築

お や さ と や か た 府 本 「 第 三 線 ー ー . • . . • •...•. ..• ..• 1  

Ｉｉｾ 牛ｯｕＺ ｊｴ Ｚ :j: 教法人民埋教教会本自由 .GJ t ! &J  竹中工飾的

・その他

絵下ＱｊｉＡＮ沌・興将 ＡｴｾＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ・ ・.. ... ..・ a ・4

松川 /I ¥i C立池宮高 'I>t置所 地1: : I.I! IJlll 

ｋ［ｬ￯ｅｾ 存ＧｊＡＮケ ｬ 王 ＧｕＢ ー ーー ー・・ . . . . …… ・・・・ ・7

oU: .t 野村不動産一級住集 1: 令指所地1 . : ' t Hl!.!l ｌｾ＠

中俗人 ｬＨｊｾ ＮｦＱｬ包 ｬ 駐大阪総事，Ａｩ Ｇｉￇｦｩ 官Ｍ…Ｎ Ｎ Ｎ…ＮＮＮＮＮＮＮ 7  

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

1918 稲山高校記念会館/ 1919. 00廊 ( 過度軒} とアトリエ 1920 ニ

ューライヲプラザ/ 1921 北九州市立交通科学館 1922. 健康文化セ

ノタ一広島厚生年金会館/ 1923 四日市釦飯川庁合 1924. 御世筋セ

ンターピル/ 1925. 1J J : 火捉海上保険帥附ピル/ 1926 かつらぎ郵便

1..) ・・・・・ 0 ・・ ・ ーー ・・・ ー・ ーー 2  

1927.  1::UJ !z: F jl: 1咽太学/ 1928 高浜町立文化会館・凶占航 1929 

柳川山文占館/ 1930 内川 神社会館/ 1931. 1.ι 品サ ンプラザ( I j ; 尚勤

労打破主制祉セ μ F ー) / 1932. ml "l ltc院 1933.  1I 本生命今樋ピル

1934 .松川 符克術館 1935 センチュリ一 行川コ ル7f n保郎 3  

1936. 11: 内似地 グリー ンプラザ 1937 瀬戸 111町民会館 1938. 合般

， Ｂｬｾ 蝶ＧＱＮＱ ＸＱ 品 ｬｵｕ ｊｬ介・本山 Ｑ 品川病院 1939. 上野村役場1i' 1t 1940 

伶附 Ili 立偽ヶ 1:. 小学問 悔ケ山中学校 1941 ホテルセレネi J 'ilJ

1942. ，.，f i s)i 出セ ンタ一点消防' p. 1943 怯凹 1"' 1' 1館 ｫ ｬｕ ｬｾ ａＡセ ｊ

: 9- ' j ，( 凹コ ミュ ニティ 防災セノアー 1944.  ｲ＿［ ＯＺｊｉｾビ ル ・・ ＮＮ Ｔ

1945. 1 r . 後反神主ビル 1946 四天王ヰ学凶体行館・教' i i lof! 1947 

11.11草学l姐鵠略記念館 1948 堺' 0' 1テモテ教会/ 19.19. .kT'ii;j"!z: ｻ Ｎ ｾ Ｎ ，捌

.k'j I : 伊丹キ ャンハ ス 1950 霊知淑健学l乱記念全世 1951. ，¥H判前 'ι

会総合病院 1952.  ｾｋ ，｜ ピ ル 1953  ホテルサ ンルー ト堺・・・・ 5  

1954 千' l ' UJ i: 1955 兵" 匹以農民共済会館 1956.  {， ｉ ｴＭ皮刷泌ｬ［ＨｾＮ

科医院 1957. N S ピル/ 1958. )l ート '1 ・ノテ ィ， 7 ス イノターナ

ンョナル正 ャハン -1<11 ビル 1959 今池ガスビ ルノ 1960 グラン デ

ィア品以 1961 同 !z: ( ' . k学図占館 研究不械 1962.  Ａ［， ｜ｉｾｉ ビ ジ ネ

ス，'II"I' f.他 ... . . . .. . . . . . ・. . . ・ー・ー・・ ・・・ー・・ 7  

1963. RECKY・86. 1964 石州市民会館 1965 ノー リツ中央研究所

1966 帝城山学院佐J 出l. k学 / 1967. ｫ 阪 Ｑｾｬｮ ，ＡｺＺ rl1JJUI . k 学教職U

佐官/ 1968. ，X/:JI 1 ピル 1969 帝塚山小l命1'1'町教甲州/ 1970 惜

以山. k' j I : - y' 山学研究所 1971. ｾドｉｉＡ ｔ Ｎｫ ｩｦ￬ ビル ー ー 8  

1972 丙淡P Aサービス地. r i / 1973 悩岡大 lu)' t 命ビ ル1秒後 ) 1974 

山防相 l! i 鍬行佐川立防 1975 川砧織物中央払術文化セ :; :9ー 1976

兵噸初任銀行ｾＢＮＺｬＡＮｬ ｬｾｩ 1977 創価学会衣笠会館 1978. 1孟野 B' t ピ

ル 1979 戊路町大阪ピルヂノグ/ 1980. k 阪，' ( 山初期. k ' jt4tl of!

40 

号

西陣 ー..... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1日

1981.  ，¥7岡市朗 :j;ι 人悩祉セ ン7 ー/ 1982 入岳町民会館/ 1983 市

七火災守口ビル/ 印刷 山陽女学I曲第一'f. E 1985 学狩院女子知期

k 学互敬会館/ 1986. 九日江取ピル/ 1987. 県立ーぷ病院/ 1988. 日

本セメ ン ト大阪工場社主 1989 レイ ノポーハイツ猪名川 ・・・ 11

1990 尻1 . 6 総合文化セ ン ター / 1991. . k' l " I l l 文化会館/ 1992 奈良県

女性センター Ｏ ＱＹＹＳＮｾｉＧＱ ; 山下 !z: H' l lUl k学 3 号館/ 1994. } . c陥神戸

銀行7、11
1
支出/ 1995.pfi 1; 会館/ 1996. ｾｩＮ 中市立武道館ひびき Ｏ Ｑ ＹＹＷ

l闘凶学院k 小学生サービスセ μ ター/ 1998.云入公民館・三入見東館

. 12 

こ れ か ら の 住 空 間一 都 市 型 集 合

住 宅 に み る 1 月 号

序 蛤 ・こ れ か ら の 住 空 1111 を求めて・・. . ・・・ e ーー 1

事例・ こ れ か ら の { 主 空 1111- 都 市 型 集 合 住 宅 の 'J:l.Wl J

に み る ー ・ ー -

淀川リバーサイド 千里山ロイヤルマ ンション/ ループル誌

上神宮外必/ ヴィルセゾン小手術/ Ci t y211レネ御佑プラザ/

ステュディオ新大阪/ ベル・パ- 7 シティ / ，マレ武庫川プル

ミエール 1/ グロリアMlll! ときわ合/ 広尾ガーデンヒルズ/

/ パオリンピアードタワー / ルネ !"llioJ j 中町パークステイツ/

ポートピアプラザ/ ザ スクエア/ テラス岡本/ カサベルデ

六 Ifl / 光が丘パークタウン/ グランドパレス君影/ 7 ァミリ

ートーク新北 J:: ，/ ハンディキャ y プf ; 配慮住宅/ センチュリ

ーハウジング y ステム ( C H S ) / 自然エネルギ一利用 y ステ

ム，マイロ y トプラン

資料 ・こ れ か ら の 住 空 I: Il .  K E Y  WOR D . . . .... . . . .. l  

屋 根ー そ の デ ザ イ ン と 素 材 2 月号

総 蛤 ・屋似と風」ニ・ ーー ーー・ー …  i事 良 雄 ー 2

各蛤・ 最近の屋恨のぷ材の卸ｾ jI iJ .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2  

・金属 鉄 板/ 広谷洋司 ・アルミ / 絵 田 祥三 ・ステンレス

本吉忠雄・剣/ 寺河且I比 ・チタ ン / 大川主工夫・瓦/ 渡辺銭;毘

. ガラス瓦/ i底辺時太郎. スレート / 小笠原袋三・アス 7 ，

J レト y ングル/ 原見常生・ !>! / 松井宏彰. ソーラーを組みこ

んだ昆似/ 占川栄一DI¥

事例集・ E ' l 恨のデザインと Jl; 材・・ ・ ......... •.•. 2  

鉄板 一三ｾＱｉｬ工 Ｈ 妹 Ｉ 京附精機製作所来点工場 Ｏ 阪南町立総合

体行館/ ワールド記念ホール アルミ ーよみうり文化センタ

ー ステンレス ー東海大学百1 2 高等学校体育館 銅 一般雌女

子学院大学 短期大学/ 三 J正問 '1>丙宮工場( 時1築 ) /稲沢市保

健センター ガラス平板ーダイエーエキゾ千 y ク タ ウ ン " .. ， 

ンド - J L-- " 瓦 ー柿術文r . I! 館 '西脇カ ン トリークラブクラブ

ハウス Ｏ ハレルヤ粍ｊｴＭ ｩｬＨ 山ｾ ｦＮＯ 新日本製織堺製餓 ｩ 市中百戸［ Ｎ ＮｲＮｾ

クラブ/ 干I1 J止rIJ 久保惣記念. : l ! 術館 天然スレート 石 ー カト

リ '/ ' 7大阪教区i - i J!i 'f町家/ 日正 E 俺 石綿スレート ー旧小寺出l

坂合/ 新凹辺町家/ スワローホーム/ t hl 敬 アスフアルトシ

ング ル 一千型中央 ｊ 、 ー タヒルス Ｏ 大凪 ｣ｴｾ 念、病院 1Bl - ! ' ! 友会

弥制山エアド ー ム ソーラーパネルー竹中工業i所分' i {

コラム・ リトノレワーノレドにて ・・ ・ーー ー2

コラム・ 昼 似 Vq態・・・ ・・・ ・ e ・e 川 向 宙次. . 2  

現 代 デ ザ イ ン ー ポ ス ト モ ダ ニ ズ

ム 10年 3 月 号

1 ・ ム芸術史・デザイ ン 史 に お け る モ ダ ン と ポ ス ト

モ ダ ン ・・・・ ・・・・・ ・ ・ ーー阿部公 正 .. 3  

2 ・ ポ ス ト モ ダ ン と 日 本 の 伝 統 一 末 期i的 近 代 の

動向ーーーーーー ー ー ーー ーー ー… ー・向井正也・・ 3

アンケート ・ポ ス ト モ ダ ニ ズ ム 10年 以 と ポ ス ト

モ ダ ン ..・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・・・・・・ e ・0 ・・・・・・ ・・0 ・ ー・ ー ーー.  3  

f船l ' 修/ ，lJ;lt:i. 一之/ 岡山 I111 也 栄久J伝作ニ / 岡田総弘/ 太悶

博I j + 4  / 駒田楊 F イl 付-I. H - / 難波布l彦/ 池上俊011 / 林凸

二 岡 崎 作 太 郎 久 徳 敏 ifi 鈴 木 良 介 紙 野 佳 人/ 柴回正己

佐野潤ー 鷲hl.F，jt 犬 北 辻 良 央 '江回修司/ 上野千鶴 F

3 ・ ポ ス ト ・モ ダ ン の ジ ャ ー ナ リ ズ ム ー ジ ャ ー ナ

リ ス ト の 立 場 か ら ・ ・・・・ ー 松 葉ーが( . .. 3  

資 料 ・ポスト ・モ ダ ン と そ の 周 辺 ( 19 6 7 - 1985) ・ー 3

a +  u  建 築 文 化 S 0  J A P A N 1 NT E R 1 0 R  DE S 1 G 

/ 美術下帖， 各鮪維匝l ，

あとがき ・ ｲｾ ストモダニズム Ｑ Ｐ 年」ー制Ｎｊｴを終え

て ー ・ ・・・ ・・・・ ー ーー ーーー ー・ー・ 3

ニ れ か ら の 防 水 工 法 3 月 号

総 笛 ・|りi 水 の 歴 史 と J A S S 8 制 改 定 め 給 総

ーノト池辿夫 .. . 3  

リフォームと防水・ b U二防水の改修ー ・ 辺 凡 1:ー 3  

各蛤

1 . 最近 の ア ス フ ア ル ト 防 水 の 動 1"1

号

ー・・ー・・・・斉藤 彪 / 荒 木 孝. . 3  

2.  f ! a 朕防水 ーー・・・・・・・・・・・ー・・… ー ー 伊 藤 松 夫 . .. 3  

3 シ ー ト 防 水 工 法 の 動 向 ー … ・ ・ ・ 必 木 俊 昭 一 3

4 シ ー リ ン グ 防 水 の 現 状 と 今 後 の 課 題

.  1'，，;¥上目、L!_I ' " 3  

5 外壁主主1日 防 水・・ ・ーーー ー ーー 永 J牛 健 太 郎 . . 3  

6 ス テ ン レ ス シ ー ト 防 水 ・ ・ ーー一 日偏行A i t... 3  

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル の 建 築 ・

設 備 計 画 4 月 号

総蛤 ・情 報 化 l時 代 の オ フ ィ ス 建 築 ー イ ン テ リ ジ ェ ン

トビノレ・・ ーー… ーー ー一ーー… ・ー・ 対日t J 主宰 . .. 4

各自歯 ・インテリジ ェント ピルの被能と建築計画 段備計画

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ピ ノ レ に お け る O A . テ レ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ー ー ー ・・・・・・・・・・・・ 0 ・・峨尾忠おl ... 4

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル に お け る ビ J レ デ ィ ン グ ・オ

ー ト メ ー シ ョ ン ー ー・・・ー・ 0 ・ー・・・ ー，志村慾』唯 一. 4  

. 伊l ・オフィスピルのインテリジェント化

ツ イ ン 21/ 絵 木 克 己. 東 芝 ビ J レ デ ィ ン グ ・・ 0 ・目・4

自 治 体 営 繕 と 公 共 建 築 5 月号

作品 作品作風欄にat 峨)

座陵会 ・ 内 治 体 営 純 と 公 共 建 築 の 将 来 像 ー ーー .. 5  

〈司会〉民 有l夫

〈出席省〉光 安J宝光/ 恒 成 恒 / 岡 本 行 普

レポート・ ｦｬＧ Ｑ なるさｾ HHの 時 な に わ 会 館 の イ ン テ リ

ア に 許 せ て ー / 加 藤 力・・・・・・ー・一 e ・・ e ・・ 5  

事例紹介

l  保存と修恭一兵fol!県公館

2.  J ' i 主設計の千法ーサンパレスひらかた

3  地繊の必魁づくりー神戸市農業公園

4  .  i藍1'Ui 式 コンペ・滋賀県立近代美術館1

5. 市民参1m}j 式一八尾市文化会館

6. 再開発への試みー阿倍野 B 1  地区第 2傾市街地再開発' 1 >

:!M血設ill 築物「あべのベルア J

7.  1"IUI 活力の場入ー崎玉県産業文化セ ンター

年表・ 公共， ill 築 作 品 年 表/ 山 形 政 昭 ・西 川 純 一

.  5  

資 料 ・II 治体ＧＺｾｩＧ絡め動向アンケート Ｏ 北倹 誠 ・

北 村 制 ー ー・・ ・ー・・ー ーー・ー ・ ・・・ー・・ー・ー・ー. . 5  

ニュース

うだつめ町並みと脇町立図古館/ アゼリアハウス吹悶市営下

型山住宅/ アカミズハウス坊津町絵ヶ迫公営住宅/ 筑波研究

学 l岨郎市の公共ill 築ー住宅 ・都市型在f崎公団による別件ill 設/

'ドi・4持古1¥利J l J の下引 ー神戸市がパン 7 レ y トを発行

建 築 防 災 と 法 6 月 号

主1¥築) ，1; 司，1¥法 ・消 防 法 に 織 り 込 ま れ て い る 防 災 設 計 ー

忠 忽 と そ の 限 界 点 ーー ー・ー ..・ ) - T 合健Ai t.. . 6  

火 災 'J Q;i IJ か ら 何 を 学 ぶ か ? ー 防 災 計 阿 の 原 点 を さ

ぐる… ・ ・・・ ー ーー ーー ーー … 岡田光正・・・ 6

住 築 物 防 災 の 法 的 責 任 Ｐ ・ー・・・ー・・ Ｐ ・ ・ ￌｩｾｽｾ繁男・・Ｎ 6  

・ 主Ｑ｜物の防災ｾＱＢ ｩｩｦｩｩ .  '1:l. 19IJ . .. . . . .. ー ーーーー ・6

骨11戸パークンティ A 械/ 高11ホテノレ大阪/ 北野阪急. ビル/ 守 u

市河原地区 rlil J r 地再開発，'1>; 業主I l 築地設 B 1 、 B 2 UV 7 ジタ

*l 下紡ビ J レ/ エスカールビル

. ill 物 の 防 災 計 画 ・内 摘 。e ・0 ・・・ 0 ・0 ・・・・ ・・0 ・ ・6

阪急逆瀬f i 7 ンン ヨン" アヴェルデ・ / 池岡駅 IIoJ 北地区第一N¥

市街地再開発事業施設住築物/ 教育会館法問坂ピル 第三 怯

ｾビルディ ン グ Ｏ 日本生命三宮駅前ピノレ Ｏ きんちかリボＭＯ

' 85 ニ y ケパ- 7 1 ウン / 大阪ターミナルピル ( アクティ大

阪 ) オー エム ・ホテル日航ピル/ グルメタワー 7 7 ロス

愛仁rnホ京郎ヴィラ ' 京都府立医科大学附属病院( 第 l J 制)

大阪 Y M C A会館

大 阪 市 斤 舎 ( 第 2 期) 6 月 号

総 鎗 ・1' 1" 之 μ の 大 阪 市 庁 合 ー 平 塚 哲 郎l ・・ 6

作品

大阪r ! i l ' T合 ( m2  J UI) <作品作風欄に l斑蹴1 ・・ e ー. . . 6  

'1' 之} ; ，) 公開 ー ・・ ・ 森 下 J[: 之 . . . 6  

本文

監 理 一 1 JUI 工 'J> と 2 JUI 工 'J>; の緩和t

ＮＮｾ Ｇｩ 林泌 ｩ Il Ai t ... 6  
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脇 工・・・・ ・・・・ ・・・ ・ー ・ ー ・ーー中ｽＺ， ｾ 1，'1 ・宮本戊ヲL ・・ 6  

21 世 紀 の 住 居 と 設 備 7 月 号

総蛤・ こ れ か ら の 社 会 と fj，'1:. ii'"i " ・・・住 mハ ニ ー7

各愉

ｭ 腐心理からみた住環境 ｾ ｉ Ｍｾ Ｂￎ の ａ 提 起 ｅ

.. ，ItJ lニ純一日1¥... 7  

2現 段 工 学 か ら み た {主 腐 の 諜 姐 ・ ・ ・ イi tl ，j II [{ ・1

生 活 機 能 か ら み た {五l討の. ; ! I ! 姐・ ー ー 活 下 繁 II [{ … 7

環 境 衛 生 か ら み た 住 J"; 'の; 沫姐ー 一 " ' # j 宇 ?? … 7  

提案・ 21世紀の未来住宅に引き継 ぐ

住まうとは、家肢とはー近未米鑓裟IJ : l S N E  X  T  

ー丙 問 章 一 . 7  

JI t が{ 主むのか H  A  L  S ハウスでの H Aの健案

・・・・ 千以政1 : ・一 7

1' 1然の刺激をほどよく取りこんど，、 y シプソーラーハウス

... 太111 博fJ / 向井健慈 ー7

21世紀の住み予に一太陽エ才、 Jレギ干I)HJ の全111化" " 米住宅

寸前川哲也 .  7  

エアコン町ヒュー? ンウエアーデザイン ー .. H 怜m・・・ 7

開 発ー そ の 創 造 的 仕 掛 け の 鍵 を

も と め て一 日 月 号

ルポルタージュ・マ イ ナ ス か ら プ ラ ス へ 、 発 泡! か ら

j杉 へ ー IJ fl発 を 体 験 す る ー一. . ... . . . . . . . . ーー. . . . 8  

位以ーパティオ小松 ポケ γ ト アベニュー . 偽凶コンテナ

ヤード跡地. 大阪駅前市街地改造# 業. 大阪ビジネスパー?

向的野地区自ｾ Ｒ 崎市街地内開発事業 Ｎ 逆瀬川駅 ｉｪￎｊｉＱｾＱ 期発 Ｎ な

んば C I  T  Y .  トークティ守口 . 嚇，Ij r. s心銭1崎. アメリカ村

とヨーロ μ サL 京 郎 北 山 泊 リ . 神 戸 ・北野町. 神戸 ーエ

キゾチ ，? 1 ウン 『ポナベティートJ . rカーニパ J レプラザJ .

!，1町ミュージアム ス7 ウエ 7. rっかしん』

座鮫会 ・削 iiE的 Ilf .J 発 と そ のf上 ゆけ ーー ー ... ..... 8  

H1' 市f;> ) ド上段 f; ' l / 大屋品弘/ 山 崎 謙 二 / 三 輪 袋 司

ツ イ ン 21
8 月 号

作品・ ツ イ ン 21'11'011011 風倒に i旺峨) ・ ・ ・ ・8

O B P と ツ イ ン 21 ・・ ・・・ +' 1: 本敏1政・・ ・8

建 築 計 画

ー 谷 口 望 Ｏｩ￟ ｉ ｉ ｉ 行禿Ｏ奇 ｈ ｉ ｈＧ ， ｾ久 Ｏｩｬ Ｎ主辺様子百 … ｂ

椛 ii! 日 |世fi ..... ・ ーー ーー・ 棚 備 秀 光 / 丙日1 .l! [. . .  8  

設 ｦｾ ｩ ｭ ｬ 岨 ＭＱＱＱ 公、 空 ｺ 刈 ー ー 今 Ｉ Ｑ ニｾｦｬｉｬＯ大 ｬ 点千幸・・ ・ Ｘ

地 て 計 画 一 A 、 B 、 C 、 D 工 区

Ｎ ｾ 涙 ｉｗ ｉ ＿Ｓ ｊｊ Ｏ 野村ｬ￯Ｇ ｬ ｪ 三Ｏ 中村 ｦｬｕ 彦Ｏ ｾｴ ｬＱ｜ 時 ＱｦｩＺＮ Ｎ ＮＮ 8  

C A D- そ の 応 用 と 展 開- 9 月 号

総蛤 ・生II 築 設 計 に お け る C A D そ の ア 7 ' ) ケー

シ ョ ン か ら み た 民 11fI - " ー・ー ・ ・・・・ー . 111 口!: R之 g  

各自歯 l ・建築位計における C A D その応用と展開

ｃａｄ システムの動向と利用白 ｉ ｾｗｉｉ ＮＮ Ｇ 三原正一 ぃ Ｙ

3 次 r e C A D.. ........ ........ . ーー 一安l ' l I l ｾ 白・ Ｙ

ア ニ メ ー シ ョ ン ー・ ・ ・・ ・・・・ ・・・ 沢 ) 1: fili .. .  9  

J マソコン C A  0 .. ..... ー ー ・ーー手111也- l il)'" 9  

ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 情 報 の 共 同手11m

一稲 川 先 rIi/ ・fj i j a 五U f i .. 9  

各輸 11 ・建股雛界と C A D

生ｉＡ ｾｃ A  0 の 現 状 と そ の 取 り 組 み 万

ー 三 俄 兆 二 - 板 紙 径 二 g  

新 し い オ フ ィ ス 空 間 の 構 成一 求

め ら れ る 機 能 と 構 成 要 素 1日月号

総 諭

成熟したオフィス' 1 : : Il¥J を め ざ し て ー オ フ ィ ス 空 1: 1]

の 究極 の 安 を さ ぐ る ー 与 訓 野 久 10

テ ナ ン ト に 望 ま れ る オ フ ィ ス 空 I:l J- デ ベ ロ ド マ ー

の 政 近 の オ フ ィ ス ビ ル対 応 一 .. . . ー川 野 iffi . ー1日

各蛤 ・新しいオフィス空間に求められる機能と環境

新 し い オ フ ィ ス 空 間lへ ー オ フ ィ ス 家 具 . メ ー カ ー か

ら の 従 業 一 ー ＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮ ｾ島 幸 リ} / A!.J J原 必 二… 10

オ フ ィ ス の 快i直 環 境 と フ レ キ シ ピ リ テ ィ ー シ ス テ

ム 総 令 メー カ ー か ら の 健司E ・........ .. i IW I Xi' ・υ10

オ フ ィ ス の IIJi 災・ ・防 犯 とill 築 金 物 ー セ キ ュ リティ

号

か ら の 健 笑 ・ー・・ーー ー一 ーー ーー ・福井 亀之 助 ・ー 10

第 33回 青 年 技 術 者 11 月 号

位計部門

北 村 iI百 吹 田 市文 化 会 館 ・徳 山 県立 三好 病 院

. 11 

中 丙 即 断 大 阪 市 立 - *洋 陶 敏 夫 術館・ 大 阪 減 問

際 文化 ス ポ ー ツ ホ ー ル ・向知i 8 . 予 1I可

高 等 学 校 芸 術 ホ ー J レ・ . ... . . ..・・ ・0 ・・・ ・・11

茨 木 保 瓦 町 錦 江 ピ ル ・甲 南 大 学 新 10号 館 ・

rp南 大 学 六 '1' j]!!Ir)1)j 血;t生 ーー ー11

mrn 可 総 合 病 院 水 島 協 同病 院 ・ワーノレド

記 念 ホ ー ル ・総 合 病 院 絵 江 生 協 州

院 一 一・ ・・0 ・・・ ・… … … ー・ ーー ー11

矢 野 戊 来 事 日 報 社 ビ J レ . t 人 ホ ー ム 「 光風

チiI J .  ( K  0 0 ) 大 阪地 区職 只 l厚 生 施

設 一一 ー… ・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・ ・ー・11

'fl 畑 正 人 旅 館 i，'f 流 ・レ デ ン ブ ト リ ス チ ン 商 高11

修 道 院 ・長 崎 信 愛 幼 手lt 凶 遊 戯械 ー 11

4陣進部門

山 本 陣 第 一 生 命 新 大 阪 ビ ル のm造主主計 ・賢

JL5竹 友 AEの 榊 i左 設 計 ー ーーー ー・ー11

段備部門

片 山 I' 'f- ー ク レ ー ム か ら 際 機 化 へ の i丘 一 技 術 チ

ー ム で の 活動. . . . . . . . . . . . ーー ーー ー11

山 田 村l三 大阪ターミナノレビノレの空調設備 J liil' I

11 

施工部門

合 良 I民 新 し い ノ ン サ ポ ー ト 工 法 ー ハ ー フ P

C 工 法 を 中 心 に ー ーー …・・・ - ー11

' i ' 商 一 行 コ ン デ ィ ス ク レ ー ン の 開 発 と 尖 JTJ 化

11 
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開 発 事 業 A プ ロ γ クJ主ノド計jilij... ・・11

その他部門

1' 1" 川 住 久 面 、 「 渓 設 計 分 野 に お け る - i l l の プ ロ グ

ラ ム Ii日 発 ー・0 ・・ 0 ・e ・0 ・… ・・ ・ーー・ ー ー 11 

イ ン テ リ ア ・ イ ク ス テ ン シ ョ ン と リ ニ ュ ー ア ル

12 月 号

総蛤 ・ill 築 の 再 生 と 創 造 ー イ ン テ リ ア ・イ ク ス テ

ン シ ョ ン と リ ニ ュ ー ア ノ レ ー ・・ 0 ・・・…・・・ 作 山 ぷ 犬 ・ー 12

各鈴 ・ニれからのリニューアルの方向

J也 肢 の ill 築 の 保 全 . 14生 ー よ み が え る 明 治 の 泣 桃

- 柴 田 正 じ .. .12 

町 医 者 rl(胤 1築 家 と し て ・・・ - 川 村雅滋・ 12

公 FJl I主 主 の ス ト ッ ク 改 善 . . .. 坂 本 市 三 .. .12 

今、 リニ ュ ー ア ル は 女 性 の 時 代

。. . 北山 必 与 / 芝 吹千1 I i':l " .12 

アンケート・リニューアル への取り組み ・ー ・0 ・・・ 0 ・0 ・0 ・12

占 川 容 生 / 平 絵 幹 雄 / 鈴 木 康 史 / 制 作 究 治 / 小 坂

: ; 1 ，' 八郎/ 太田隆f言/ 奥) 1 "1似 合 / 安 )1ニ処築設計 事務

戸斤

事例・インテリア ・イクステンションとリニ 与一アル

リニューアノレの鍵をさぐる ーーー ーーー 12

1'tX.1i:{J; H .i JIII 大? L < 岡京キャンハス / 藤mげ;1董 神戸市1 .  ，内

1雌I也1j V 大 * 伴 川口 ・安，fi川合FJ mr / 奥村礼子. J: f.主刷ウ

ォーター 7 ロントーl射止め再生ー/ 安途失 i費. 神戸 ・北野町

民人館街/ 大点感 神戸市立時物館/ 垂水訂合( - . 姫路 di 立

美術館/ 中村Wf J

建 築 の 眼

側からの悦 1.I，i:. 都市町美観を 4・える( その 1) . I先れ伐' ) Jの

教訓 . ill 設業向イメージが悪くなる ー… ・ー・・・ ーー .. . 1

ドアを l湖けよう 郎市町美観を 4 える( その 2 ). 下町再生の

伎 ｬｾ￭ Ｎ 技術一人 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . .. .. .. . . . 2  

ill 築と身 体感覚. 初市町 i定量Jl を弔える( その 3 ). 新しい雌リ

場への試み . ill 築業界的現況とこれから ー・ ...・ ・3

号 号

音がつくリだす環境T f 楽と建築. 跡的季節 ill 設と安全

・・ 4

身の坦' ) か句のみどリ水辺 まちづくリと電位町並み再生

咋! のill 築活動. ホテル ・ピル火災 lこ思う ー 一ー . 5  

胤叶に耐えることの怠味. i封づくりの綱初. ｲｪｾ とまちづくり Ｎ

1/ 0; 本に民 il .. .・・・・ ・. ... . . ー ーー ー.. . . . . . . . . . . . . .. . ... . .. ・6

以上 東孝光・山図緋肩車・高田昇・井上司郎

まちづくりと時111)- わたしの11(年訓から . ill 築設計とt ' lit; 体

の発行:fi 式 I珂安でのことーその l ー. 悦点を変えた発泡1を

ー 7

rj ' 合づくりへの住民参加. 先人の遺鹿とその伝本. 西安での

こと その 2 - .  ill ，没産業の- / . f 命 ・・ ・・ ・・・ e  ・・ ・8

活『越する町衆プランナー . l li' 少年! 日! 凶と住環境 西安て・のこ

とーその 3 - .  ' 1f t " " . ，こ紹介される新しい館ー・・・・・・ ・・・ 0 ・・・ 9  

大学キャンパスは観光名所 J;t 鋭の保全と自1);立 地蛾に恨ぎ

した ill 築. ill 物的 k' 命と設計折の立場 ー ーーー ーー 10

ｩｨｾ ｉｩ ＢＷ 方 ＭＷ ンスと， ｉｩｬＢ の広場 Ｎ 自 ＱＩ ｩＱＱと心 Ｎ まちを情成す

るもの ill 築空 111) に" 遊び" の奨め ーー .... .. .. .. . . . .11 

斜 Ifli ft ' i 三て' きえるみどり . ili づくり、村おニし 11年111) の軸と

地域的柚 ma企業の生産 I同に欲しい一段の1;;) 発己主持努力

・ー・ 12

以上 三村，告史・ 本城博一 ・山本忠司 ・大辻真喜夫

構 進 の 頁

ＱＳＴＮ 組 ｦ ｬＡ［宜的自 ｴｾｦｴ 係悶敏行 ・ ＮＮＮ Ｎ Ｎ ー ー 一ーー 2

135 作池上海銀行新本的ピルの情i五 JLI同義臣 ーーー 3

Ｑ ＳＶＮ 鉄 Ｑ Ｇｴ ｾＩｪ 鏑愉装 r1i 江守tー ー・ ・・・ ・ー・ ・・・・・・・・・・・・ 4

Ｑ ＳＷ 大阪府立体行会 館 町 榊 造 ｾ ｉ 阿 山 ｲｬｊ 孟 ー ーー. 5  

138 浪曲虫 'IE鉛めっき向 )J ボルト按介 、す r'l 三 郎 .... 7  

139. ｂ 本位築総令ぷ験，ｾ叶に白ける尚府主 ｉｉ 築物的ぷ価 井上山

8  

140.)UI 侍されるコンクリートの .¥?t1ーJ AS  S  .  5 の改定を締

まえて 本多 )f. 武 . . .. ・・・0 ・・・0 ・・ ・・ .. . ー. . . . . .. .. ''' 1  0  

141 . 介敷紡続本社ビル肉情i丘設， 1' ti ，¥本早苗・・ ・・・・・ ・ー ・ーー・ 11

ＱＴＲＮＱ 担ｉ￪から構Ｚｴｴｾヘタをかたちにする ζ とー林窄 ー ＱＲ

設 備 の 頁

135.  ' ( i エネのための反J n ，，! / 長谷川幸久 一ー 一 一 ー ー 1

136. IIIDランプによる Ji IH車問 "11 川口久英雄 ーーー ・ .. 2  

137.  ￬Ｉ＼Ｎ ＡＮｩ 熱空 ｉｾｙ ステム ，Iit晶符 ・0 ・・・・・・・・・・ ・0 ・・ a ・3  

138 コンビュータ内1磁の空調機 一/ 槻i浩一 ーー・・ .. 4  

139. 7 レキンピリティーのある工場周配線ダクト 大西勲

5  

140. 7ード ダクト問簡易自動消火笈訟の設置 ｎ［ＧＧＧＧｾ ， ｩｾ［ 谷 ｦ ［ｬ

y .. .... .. .. .. .ー・ー ー ーー ・・ ・・・・・ ・・・・ ・6

141 ヒートポンプマルチ冷眼iJ ) 給泌機ートリオシステム 杉

'1' 守 ・ ・・・ ・ ・ ・一 .. . ーー ーーーー一. . .. ... 7  

142. ｌａｎ 対応守 Ｇｾｉ ｉＧＡ 式 Ｗ ロ Ｗ H 牛; 賢司… ・・ ・・・・ ・ .. 8  

143 ディリベント〆ステムと n' IU品 鎚w次 ーー ー.. .. .. 9  

144.  ｾ ｩｦＨ 伝送万式による小島 ｈ 民民悦伽 ｊ￭ 卸システム 告崎美 也

ー 10

145.  ' i ! 凋リニヤポンフ 小林一成・ ・. .. .・ .. .・ e ・・ ー11

146 燃料'，Il 池一そ肉1泊先的動向一 水- 1<洋一・・ ・一. . . . ・・ぃ 12

施 工 材 料 の 頁

l日34 改修工

l日35 カ一ポン 7 アイパ一コン 7'リj 一ト ( CF RC) 的新しい i使車

いん' 前f l I 松制1.. . ー ーー ・・…. . . ・・ ・・ ・・ ・・・・・・ ・2

136. 無Jι 場 工 法 駒 形 成 雄 一. . . . . . . . ... .. . . ーーーーー .  3  

137. ，ｾ、外線映像 ｾＺｬｩ による ｩｬｬ 物 Ｎ olJl' llil 診断/. tf. 勝征 ・ .  4  

138.  ｾｊｩ材料Ｂサイロ ソ ＷＧ とロポ γ ト によるサイロの補修 Ｏ

町文 jfi '... .... .. . .. . ... .  ー. . . .. .. .. . . ..・ ・・・ ・・・・ 0 ・・・・.. . 5  

139 析しい木質例i h付ーマイクロラムとティー ・ジェー ・ア

イ 筑木1L郎 ・・・ ・・ ・.. . ...・・ ・ ・・e ・ ー・-・ .. ... 6  

140 コム 7 A 7 アJレト系の防水 筑水平 0 ・・・・・・ 0 ・・・ ・・・・・・ 7

14 1. 7 ? ，l 1 樹脂ラミヰート鋼板を li l:nl した外装パネル 坂悲

- e ... ..... ・・ ・・ ・・・ ・・・・・・ーーー ー ー - ー・・ ーーー ・8

142. ヘリコプターによる資材の何あげ原俊夫 ーー. . . 9  

143. RCi 立の組問 JI'! ピJレー Hi RC工法 山凹敏悦 .. ...・ 10

144 還厄井戸( リチャージウエル) の施工例 山中健 ーー11

Ｑ ＴＵＮＶ 国ィ ｦ 膏系内 Ｂｮｮｎｈ 付 ＮＮｾ 谷宏文 ・ ー ーー 12

法 令 コ ー ナ ー

213 アメリカの主要都r 1i に白ける容的拘1J l 1' l 制度 年fl I ! MJ

2  

214.  ' 7 メリ力、カナダの主要都市に』づける容術移転制l生 存

lU! M，l  ・ ーーー ・ー・・・・・ ・・・・ ・・ー・ 0 ・ー・ ・・・ 0 ・・ ・・・・ 0 ・. 3  

215. ⑧マークーその判断』島市i と伐採斜1[*一 法行忠J < .. .  4  

216. i l l 築位認対象法令の法機必よぴ範囲押川』世1i: .. ー 5

217 日彩縦制の" 午可制度の適切なi ! IH 建築地帯法第 12条の

m. 5 E に法づく定JUI 報告対象挫築物等の指定の拡大/ j 申111

.I1t 1i: ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ 9

218./.!<1('I似の 1'): A  Jii-li /1'1' 川.I1t宏 ーー ー ー一 10

41 



建 築 と 社 会 第 67集 1986年 ( 昭 和 6 1年 1月 号 ー 12 月 号 ) 総 目 録

号

219. 行政代執行の実f j IJ<大阪市>/ 藤森洋幸 ー. . . . . . . . . . . . . . 11

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

126 . r プレコ リターダー J / 長橋英彦 ・・・・一- ー・ ・ ー 1  

127. r アクアンールJ / 尾給一夫 ・ー ー .. ... . .・ 0 ・e ・ー 3

128.  r ア J レウィトラ AT AJ / 西川純一 . . . . . . .  ー・ー・ .. .  5  

129. r アルマ ンステム型枠工法J / 阿川げfニ . . . . . . . . . . .  6  

130. r ハマキャスト . F PJ / 絵本軍・ ー ー ..・・・ 0 ・・ ・・ ... 7  

13J . f エスレベルJ/ 藤野鍛造 ーーー ・・ ・・ e ・ 8  

132.  rセブン C R C : ，. . . ステム J / 長僑英彦 ・・ーー・ーー・・ ・・ 9  

133.  r レ7 ・EJ r ロー EJ / 伯佐和1' ...... .... ...... ・0 ・0 ・ー 10

134 . r トーヨーアドプ' ) " 7  J / 高野道雄 ・・ ・・・ ー 11

135.  rナ ル7 アルト J / 竹悶三 た・ーー ー ・ー..・ ・・0 ・・ ・・・ ・ 12  

136.  rパ ス カ ルJ / 岩口勝 ・ー ーー・・ ・・ ーー ー ...1 2

設 計 者 の プ ロ フ ィ ール

守的繁久氏/ 中1t - 進 ー・・・

三 Ｚｊｾ￤ ｊ 郎氏 水川尚彦 ーー ー・・・・・・・ 0 ・・・ ・.. . . ・ー・ーー ・ー ー 2  

* 孝光氏/ 西川純一 . . . . . . . . ・ ・.. . . .... ・ ー・ ー・・・・ー・ 0 ・3

平 山町J:/主氏/ 広四割liE ・ ・ーー・- ・-ー・ ・ー ・ .. .  4  

m村カ氏/ 中.Ji-進 ・・・・ ・・・..・・・ ・ーーー ー .. ・. . . ・. . . . . . . 5  

北尚道生 氏/ 阿川 純一 ・ ・ ・・・・・・・ 0 ・・ ・・・ ー" .. .. . 6  

償 ｊｴＭ亭［史氏 Ｏ ｾｴ 付制 ー ・ ・ー ・ー・・・ ・・・ ・・・ー ・ ー 7  

川村英次氏/ 水川尚彦 ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ーー ー.. . . . . . . . . .  8  

)J JI 雌邦到氏 加雌力 . . .. .  ー ・ ・・ 0 ・・・・・ー・ー ( 段軒回 ) ... 9  

レ ポ ー ト

料 供 起 jl r . ! の与察/ 働凶i的( 訳 西村正! ' J I) ・・ー. . . . .... .. 2  

大正則的名 ill 築 東 京 駅 合 的 再 生 を / 明治建築研究会 ・ 4

見 学 記

状況としてのモラトリアムー寺町繁久氏設計の松岡邸を訪ね

て/ 本多 Ji. '!i :;' ー

オ 7 ィスピル iJ} Jj 一一 アシ > 7  ̂ 本社ピ Jしをみて 一一 水川

(trl 彦 一 一 一- 一一…ーー ー ..... . ... . . . . . . . …ー… 2

へるん先生め{ 釘の音楽堂一松江市総合文化センターを訪れて

加藤力 ・…一一・…・…ーー. . . . . . . . ・ e ・ ・・ . 7  

分離と結合の同i庄一リバーサイドさぎす/ 本多友 'ii¥' .... .. 8  

の 人

新宮汗( 彫 刻 家 ) / 聞 き下 ー伊藤郎郎 ・0 ・. . . ・一 ー ー. . . . 1  

| 珂幸男 ( 照明デザイナー ) / IJII き下 ・中間博良 ー・・・ー ー .  2  

問t弔雄次郎( 裂 I也) / Il Hき千 ・刷畑裕一 .. . . . . . ...・・ .. .. 3  

ジェリィ ・7 ォリー( カラーリスト ) / llHき下 小 林正 純

4  

Z百合設雄( 内装職人 ) / 聞き下 ・伊藤節目1¥ ・ ー・ー・・・ .. .. 5  

山悶筒ニ( 淡路瓦師 ) / 聞 き下 ・亦 井bl 弘 .. . . . . .・・ ... 6  

大 j向敬典( ログハウス ) / 聞 き手 ・町 田光: l i t .. ... ・ ー 7  

:ri 村間平( 大i羊金物代表 ) / /111 き下 ・北 村恭一 ・0 ・・ .. .  8  

山 ιＱｾＡｈ 大関堂 、 ｉｦ 庖底主 ＩＯ ＱＱＱＱ き下 塚 口明洋 ..... . . .・・ 9

肉 本 将 之( 川口 ・安 治川地区活性化協議会設立i I I l備委只会 ) /

/l Hき下 占本安! ' J I .. .一ー・・・ ー一ー ー ー. . ・・・ ・0 ・ ー11

1量肱，11.列( 日時計 ) / 聞 き下 . )1' )洲品利一ー .. . . . ー ・ー 12

Gal l er y ー ま ち ・ 建 築 ・ ひ と

サントモピルー設 計 天 雌 建 築 設 計事務 所 一ー ーーー・. 1  

K OH HOUS E - ;t主計 - K s Archi tecl S . .. . . . . . . . .. . . ..・ 2

P OCKE T  P A R K ゃんぐ ・す〈えあ 設計一大阪府営綿室

3  

KA Y  Z OOー設計一アト リエ サワー・ ，.. . . . ・・・・・・ 4

R E - IS T ー設計一大石段_ .. . . . ・・・・. . . ・・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・ .  6  

ｬ Ｇｾ 部邸 Ｍ ｊＹＺ ｊ Ｇ十一地凶主 ｉｉ 築研Ｇ允所 . . . . .  ・ ・0 ・ー ・ーー .  7  

B. Ku House ー& 計 北村?，I i ; - .. . ・・・ ーー・ー" . . . . 8  
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復元から構想、ヘ一一夢

をかたちにすること

林 章

S U P E R かまくら建設繕想 ; 1 月末完成後の 3 ヵ月

間で ＱＳＱ｣ｭ 変形するが、十分に自立する 。 総工ｾは約 ＵＱ

億円だ。

大阪ベイエリア1構想 ，京阪神の廃棄物を30年間埋め立

てると、広さ 33万1 m! の人工島が完成する 。21世紀への

巨大な賂り物だ。

大阪緑地車構想; 長堀通りの交通体系をすべて地下化。

すると 、地上には約19haの大緑地が出現する 。総工費

890億円で可能だ。

このほど、大林組編著による本が出版されまし そのテーマごとに、最適の専門技術者たちでチ

た。『復元と椛怨ー歴史から未来へ』 と題し、東 一ムを結成し、まずプランニングからスタートし

京E書籍( 株) の発行です。大判、ハードカバー、箱 ます。社内の各所から強者たちが集います。 とき

入り、全272頁の堂々たるものです。昨今流行の企 には20名ちかくにもなるのです。多忙な者たちば

業出版物のーっとい ってよいでしょうか。年末の

調べでは6000宮11がほとんど完売と聞いています。

この本は、私たちが年 4 回発行している P R 誌

『季刊大林』のメイン企画22巻分を一冊に集大成

したものです。

私たちの P R 誌企画は、出版界の一部では早く

から注目を集め、これをまとめて出版したいとい

う話は、いくつもの出版社から持ち込まれていま

した。 というのも、古き起こしの形ではとうてい

無理なもので、さらに個人やー研究機関などでは

とても実現しにくい内容だ ったからです。

- 歴史( 復元) から未来( 構想) ヘ

この P R 誌のメイ ン企画は r( 歴史) 復元編」と

r( 未来) 椛怨編」を交互にくり返して発表しでい

ますが、まず「復元編」は、寺社や城、市井の建

物で、ほとんどその形の伝えられていないもの、

それもその存在は比較的よく知られたものばかり

をねら って復元しています。たとえば仁徳御陵や

国分寺、平安京の羅城門、さらに長屋や廊、江戸

の魚市場や市村座、近代に入 って新橋ステーショ

ンや第一次国会議事堂( 現代のものは四代目) な

どです。 クフ王のピラミッドや蛍臣氏大坂城( 現

存の復元大阪城は江戸Wl のものを模したもの) の

復元も発表しています。

いずれも直接資料はな く、第一次資料類も乏し

いものばかりです。復元の手法の中でもも っとも

困難とされるものばかりに挑戦して、それぞれ専

門家や学者の方々から高い評価を得、その都度、

マスコミなどで紹介され評判を呼びました。

一方の r( 未来) 構忽編」もなかなかユニークで

かりです。 それが 4 ヵ月から長いぬ合は 6 ヵ月以

上もつきあ ってくれます。

ですから、私はこれら企画を一口で説明すると

き「一一これは建設技術者たちの夢をかたちにし

たものです」と自信をも って告げます。

. 5 ヵ月の予定が10ヵ月もかけて

たとえば ( 最新号、、宮特句集〉の中では、 雪 によ

る建設物の可能性を試みています。

新潟県長岡市。人口 18万の都市でなおかつ豪雪

地です。その駅前、信濃川の河原に 397万r r ! もの雪

を集め、その雪だけで高さ 100m、底辺径342mの

円錘台を造成。この中に高さ 50m、 径100mの雪中

ドームを造れるか? と 。 1 月中に施工を終え、 2

- 4 月の 3 ヵ月間をイベントやスポーツのための

会場に利用したいと思います。

当社の技術研究所から雪氷や低温の専門家がメ

インで参画、そして雪国での土木施工経験者が、

さらに空調や照明のために設備設計部門からも 。

また、実際に造るわけにはいかないので、コンピ

ュータでシミュレートするために電算センターか

らも 。延べ 8 名が集まりました。

ところがこれがなかなか自立しないのです。高

さと径のバランスを変えつつ、雪の流動性状や密

度を変えつつ、幾度も幾度もコンピュータで試算

してみました。数週間は保つのですが、 3 ヵ月に

わた っては無理なのです。当初、この作業期間を

4 - 5 ヵ月と踏んでいたのですが、とんでもない、

6 ヵ月た っても、 7 ヵ月たっても崩れてしまうの

です。 コンピュータのM青なこと 。

名古屋大学からご専門の教授に来てもら ったり、

す。たとえば日本アル プス ・剣沢に人工で氷河を 緊急会識を幾度も開いて、やっと自立したのは 10

つくる方法。大阪の街の緑を、いかにして革命的 ヵ月めのことでした。企画立案からこの P R誌の

に噌やすか( このレポートはその年の緑化運動に 発刊までまる 1 年もかけてしまいました。

大きく寄与したものと評価され読売新聞社賞を受 蛇足ながらこの企画は、雪が嫌われている現状、

賞) 。日本と線国をトンネルでつなぐ織想。 高さ すなわち雪国では耐雪 ・克雪の思想が主流なので

1000mもある必高タワーのアイデア 。また一辺1000 すが、ここでもう一歩、平IJ 雪、ひいては雪と親し

m 四方の大屋根を砂漠の固につく ってオリンピ ッ

ク会場にしてみたり、さらに大阪湾上に京阪神の

21世紀のために巨大人工島を造ろうと提唱したり、

夢とアイデアは縦償にかけめぐるのです。

- 夢を誌上に実現して

それぞれに、大林組内の社員である技術者が現

む思想、の足場を得るようなきっかけをあえて提唱

しようとしたのです。

園初めにテーマか.あって

初めにテーマあり、です。 それが徐々に姿を現

し、遂にはかつて他に例のない形をと ってきます。

誌上ではありますが、建設に携わる技術者たちの

実につくる場合と同じ手法と考え方により、まと 川夢の実現仰なのです 。こうして「かつてわれわ

め上げていくのです。 こういうことを自在に行う れは何をつくってきたのか ? J を問いつめ、古い

にはゼネコンほど恵まれた場はないでしょう 。 ち 建造物の復元を試み、そして「いまわれわれは何

ょっと見渡せば、いくらでも専門家がいるのです をつくることができるのか ? J と現状技術による

から 。海上施工についても、トンネルや橋の経験 限界に挑み続けているのです 。

者、コンクリートから鉄骨・まで、あらゆる建造物 一一建設とは何か、建造物とは何ものなのか、

について、意匠も、機造も、設備も 。都市計画は ということを一般の人々に伝えたくて、声高でな

もちろん、土木も見積もりも 。 このように多様な くとも、多少遠回りでも 、それが時代の子であり、

厚い技術者層があ ってはじめでできる企画の数々 文明の集約であることを明らかにしたくて、こう

といってよいでし ょう。 もちろん、これらの作業 いう企画に取り組み続けている者たちが存在する

と思考の過程は、好余し、曲折の果てにと表現す のです。

るしかないものばかりです。 ( は や し あき ら 株式会社大林組広報室企画課謀長)
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〈標準工法〉

・コンクリート下地

・10mm厚

. 1 日仕上げ工法

1% 上塗り

6% 中塗り

3% こザり

コンク1) ート

ロ 1 中塗り表面が若干しまり始め

両1むら直し
い」 た頃に、定木ずりをしながら

〈定木 ずり〕

むら直しを行います 。

- 国i i 且量韮B

( 硬石膏系内壁用在官材〉
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' - '  定木ずりが終わったら

同1木ゴテ押さえ
己 」 木ゴテ ・スチロールゴ

テ等で平坦に仕上げま

す。 さらに表面にでた砂粒を金ゴテで押さえ

ると上塗りが容易になります 。

け

、

で

か

し

み

つ

だ

を

追
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、

。
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す

す
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，

こ

ま

申

F

E

十

A

F

Uソ

出一一

村

進

回

E

か

ワ 1 中塗り表面 がしまりかけた頃に

同上塗り
己」 上塗りを f干し、ます 。 まず中塗り

表 面 lこノロをよくすり込むようにして薄〈塗

りつけ、その後追 っかけて O. 5 - 1 mm程度塗り、

しばらく放置します 。最後に、表面の水引き

加減をみて金ゴテで仕上げます。

( 注) クロス張り仕上げの織合は、中塗り押さえでの仕上げも可能です。

コンクリート・ブロック . AL C板・特殊メタルラス

モクセン板・発泡ポリスチレン板

⑫大阪セメシト株式令私

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 - 4  - 4 干 530 公 (06) 345- 1235 

研 究 所 大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 7 - 1 - 4 9 干551 公 (06) 552ー 1125

大 阪 支 J苫 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 - 4  - 4 〒530 ｾ＠ (06)  345ー 1234

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 銀 座 1 ー 13 - 1  (三晃ビル) 〒104 ｾ＠ (03) 535- 3291 

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 3 - 1 4 ー 16 (東 洋 ビ ル) 〒450 公 (052) 582- 6511 

四 国 支 庖 高 松 市 亀 井 町 7 ー 15 (セ ントラルピル) 干760 雪 (0878) 34- 6464 

・営 業 所 京 滋 営 業 所/手撒山営業所/千葉営業所/慌兵営業所/ 長野営業所/ ヰ躍営業所/ 開司営業所/ 高知営業所

・工場大阪工渇/ 伊吹工場/ 高知工場/ 市川工場/ 堺工場
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硬石膏系内壁用左官材

嶋 谷 宏 文

ライオンプラスターは、硬石 '{S'・( 特殊な無水石

.rn を主成分とするプラスターで、セメントモル

タルと半水石ff プ ラスターの短所を補い、長所を

生かしたこれからの時代の内壁用左官材料である 。

ひび割れや剥雌がなく、 l 伽lm- l 5mmの塗厚を 1 日

で仕上げることができるため、大幅に工期の短縮

を可能にする 。

特長

(1)  工期の短縮

・標準塗厚を l ()nm- l 5mmとし、 l 日仕上げを可能

にした 。( 表一 1)  

・内装工事 (ペ イント塗装、クロス貼り ) にかか

るまでの表面水分の乾燥やアルカリ性の消失が、

セメントモルタルに比べ半い。(図一 1)  

表- 1 仕上がりまでの所要時間と歩掛かり

ライオ ンプラ スター

J主イヨf丙IJ

1 日

下塗 り

夏I坊 中塗り 1 日

上塗り

2  日

J長l f 剤

1  "  

下塗り

冬 場 中塗り l 口

上塗り

2  日

平匂的生

16m' / 人ーn
歩儲かり

15 

b - b - - - t詮

ーー ....6...

セメ ントモルタ Jレ

被 l f 剤

下塗り

7  fl 

中塗 り

1. 5 日

上塗り

9. 5 "  

J産l f 丙IJ

F塗り

15 "  

中塗り

1. 5 日

上塗り

17 .5 R  

8  m' / 人. "

13 

12 

表

票10

分

表

11 

10 面

%  

8  

14 28 

材 令 ( 目)

図 1  乾燥速度と中性化速度

(2)  行力化一一セメン卜モルタル塗り工法と比べ、 表- 3 一般的物性

塗りやすく、下塗りのー工程を省略できるので、

一 人工当たり 2倍程度の面積を施工できる 。

(3) 剥 離 ・苦1J れがない一一乾燥時の収縮がほとん

どなく、下地との接. { J 力が大きいため、剥離や割

れが発生しない 。

(4)  高強度一一硬化後の強度はセメントモルタル

に匹敵し、在来の半水石;fS' プラスターの約 2. 5 倍

である 。(表一 2 )

表- 2 強度と表面硬度

よマ!
材令

圧縮強度 曲げ強度 表面硬度

(kg I/cuf )  (kg f/cuf )  {ンヨ 7- 唖喧}

ライオン 7 日 179 45 

プラスター 28 日 220 55 11. 4  

半水石;丹 7 日 62 15 

プラスター 28 日 87 25 6. 8 

1  2  7 日 276 56 

モルタル 28日 375 67 13. 0 

1  3  7 日 117 31 

モルタル 28日 205 45 11. 2  

(5)  冬期の残業がない一一冬期、夏期の硬化時間

が 5 - 6 時間とほぼ一定で、冬期にセメントモル

タルの施工のように遅くまで残業する必要がない。

(6)  練り直しが可能で、、作業性に優れる一一コテ

のびが良く、 4 - 5 時間以内であれば練り直しが

できる 。繰り直しができるため材料ロスがなく、

廃棄に要する費用もかからず、また現場も汚れな

い。 (図ー 2)  

ｾ＠
練り置き時間 (hr)

曲げ強さ

。
2  3  4  5  6  (kgl /cnf )  

tま込み

| 斗・7
55 4軍 準

f土i 6み

同寸 |
始発時再混練 53 

始発30分後に

i再 ? 宇 寸 |
再 混 線

67 

始発30分プ後ラに 1再理樺$ 抽1先 陣1晶

新しいラス

F i ↑→|  

54 

タえーて胃と木〉毘練を加

示析 しいプラス ター 再j且練物=1: 1  (ffi r. t ) に本 をbll え再ilt¥練

図ー 2 練り直しの凝結時間および強度への影響

(7)  美胞な仕上がり一一一コテむら、ピンホールが

仕上げ商に残らないため、塗装 ・クロス仕上げに

適している 。

用途

ライオンプラスターは、コンクリー卜下地、コ

ンクリートプロ ック下地、プレキャストコンクリ

ート下地、 A L Cノ吋、ル下地、木毛・木繊板下地、

発泡ポリスチレン板、ウレタンフォーム下地に用

いる 。

ライオンプラスターの物性

ライオンプラスターの一般的物性を、 表- 3 に

示 す。

施 工

(1)  標準工法( 塗厚 l 伽 m- l 5mm) による施工

・配合と工程を表- 4 と図- 3 に示す。 なお、厚

塗り( 塗厚15mm- 25mm) の場合は、中塗りを 2 回

にわけで施工する 。

試 験 項 目

ライオ ン J IS  A  6904 

プラスター 規 絡 f直

粉 末 度 1410μm 100 100 

(%)  
149μ m 100 60以上

J凝結時間 始 号E 4  - 2 0  1  時間以上

(時IIlI一分)
終 結 5 - 3 0  811与nf J 以内

曲げ強さ (kg 1/四f ) 55 14以上

硬度係数 (mm) 2. 73 2. 0以上

ひび割れ試験

ひぴ害IJ れ ひび害IJ れを

発生な し 生じないこと

保 水 準
2 分 88. 9 80以上

(%)  
10分 86 .8  75以上

透 湿 度 中 途 り 0. 018 

(g/m' hn叶i g)
上 塗 り 0. 024 

熱伝導率
中 塗 り 0. 72 

(Kcal /油 t )
上 塗 り 0. 64 

表- 4 標準配合比、塗厚および1m当たりの材料使用畳

こすり

上塗り
l白h 川，+  

中塗り

塗 l亨 (mm) 9  10 

ライオ ン 1  1  

プラスター (2ge)  ( 292)  

1 袋当たり

の配合比 砂

1. 5  

( 容量)

(44e)  

ぷ

0. 38 0. 29 

(I H)  ( 8. 52)  

1  m' 当たり

ライオン

5. 6 1. 9  7 .5  

プラスター

の使用位

(kg) 

砂 14. 0 14. 0 

水 2 . 5  0. 6 3. 1 

- ライオ ンプラス ター 1 袋を上記配合で車線すると、 自主L'1IOmmの場

合、 ｾｊＳＮＳｭＧ 塗れる Ｎ

施 工 方 ， 圭

3  6  

¥ ¥ 門 . - 、

7  7  1  凶止旦

111111  

1. コン7 リー 卜下地の水，先い等，胃掃

2.接着剤塗布

[IJ i J  

3. こすり

4. 中塗り

5 定木ずり 、木ゴテ

6 上塗り

図- 3 標準工法 ( 10- 15mm) の施工方法

・定木ずりが簡単にできるため、垂直面精度の良

い墜に仕上がる 。

・のろによる上塗りは、中塗り面のめつぶしをす

る独自の工法で、ピンホールのない美麗な仕上げ

面になる 。

(2)  つけ送りセメントモルタル上への施工

• 1伽 mf呈度の j写みにセメントモルタルを施工し、

翌日にライオンプラスター標準施工( 塗厚 l 伽 m-

15mm) で 1 日仕上げが可能で、ある 。

ライオンプラスターは、昭和53年 頃 か ら 、 商 業

ピル、ホテル、マンション、病院、学校、倉庫等

々に多くの施工実績があり、好評を得ている 。

*  
最近では、簡単に施工できる乾式工法が多くな

っているけれども、わが国の気候 ・風土に合い、

防火にも優れた j霊式工法の見直しの一助になれば

望外の幸せである 。

( しまた にひろ ふみ大阪七メ ント 株式会社研究所主任研究口)
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燃料電池の中で実用化が最も早いと期待される 電機メーカを主とする自主l摘発という 3 つの流れ

リン酸型燃料電池の発電システム基本構成を 図ー の中で進められている 。

1 に示す。改質器、 C O変成器等から成る燃料を水 なかでも、ムーンライト計画では、 図ー 2 に示す

1 4 6  

燃料電池ーその開発の

動 向 -

水 本 洋 一

はじめに 燃料電池発電システムは、発電効率

が40- 50%と高〈、また音11分負荷運転を行 っても

効率は低下せず、排熱まで有効利用すれば8 0 %程

度の総合効率が期待できる 。また、 SOx .  NOx な

どの排出量が少なく、環境保全面で優れているこ

とから、需要地近傍に設置することが可能である 。

さらに、燃料として天然ガス、メタノール、石炭

ガス等まで使用可能であり、石油代償効果も期待

できる 。

システムの構成

燃料電池は、水の電気分解の逆といわれ、燃料

を改質して得られた水素と大気中の酸紫とを電気

化学的に反応させることにより直接発電するも の

である 。

燃料電池は電解質の種類によ って、 一般的に表

- 1のように分類される 。 この中でアルカリ型は、

二酸化炭紫により電解質の劣化を起こすことから、

索に改質する改質系、タービン ・圧縮機等から成

る空気を供給する空気供給系、水紫と空気中の酸

素により発電する電池系、発生した直流電力を交

流電力に交換する直交変換系、および全系を市11倒l

する制御系などから構成される 。 また、電池冷却

用の水蒸気分離器からの余乗IJ 水蒸気および改質系

の排熱が、熱[ 弁給として利用可能である 。

開発状況

燃料電池の研究開発は、 1839年に英国のグロー

プ卿によ って原理が発見されたが、その後 l 世紀

以上も大きな進展をみせなか った。

1959年に英国のベーコン卿により 5 kW のベーコ

ン電池の試作・発電に成功し、小形軽量の電源と

して燃料電池が注目されるようにな った。 とくに

米国において、アルカリ型燃料電池を用いて有人

宇宙船用電源として著しい進歩をとげ、アポロ 7

号 ( 1966年) 以降の宇宙船用電源として採用され

でいる 。

さで、リン酸型燃料電池カ午主上民生用電源とし

て可能性が注目され、アポロの燃料電池を製作し

たUT ( Uni t ed  Tec hnologies ) 社を中心に、ガス

j } 業向きのオンサイト型電源の開発として、 T AR

G ET 計画が1967- 1976年にPC- l l (12.5  k W) の

試作試験を実施し、引き続き GRI 計画が1977-

1985年にP C- 1 8 (40 kW) の試作 ・試験を実施し、

現在商用機の検討が進め られでいる 。 また、電力

事業用の分散型電源の開発として、 F C G- 1 計画

然ガス等の改質水紫や空気を直接使用できず、 を1971年より開始し、 4，500k W 実証プラントが建

使用分野にi J j ll約がある 。第二世代以降の溶融炭酸 設され、所期の目標を達成している 。

塩型や同体電解質型は一酸化炭素も燃料として{ 史 わが国の燃料電池の研究開発は、リン酸型を中

用でき、発電効率も向上するので、次世代の燃料

電池として基礎研究が進められている 。

表- 1 各種燃料電池比較表

第 一 世 代

第 二 | 第 三

世 代 | 世 代

アルカリ1') ン餓型| 溶融炭般| 固体電解

型 1極型 ｉｾｴｍ＠

(KOH)  1  (H，PO，)  1  (Na，CO，+I (Zr O，)  

Li ，co，)  

純粋水素|天然 ガス |天蹴ガス |石炭ガス

燃 ｉＺＧＺＢＮ ｴＭ Ｇ ｾＧＢＢ 1  "".， "  "  1  
副生水素| メ タノー |メ タノ ー

料

ル 1Iレ

石炭ガス

Cel l :  ICel1 ・ ICell : ICell :  

ｾ＠ 1;¥¥温- 1190't - 16∞'t - Il ooo't 

温 I 1∞' ' t I  2抗 I 7∞℃ 

度

リ7 ォー |リ フォー

マ iマ

ニy ケル| 七ラ ミγ

ンステム

40- 45% 

7 λ  

1985年以 11990年前11995年- 12∞0年以

実| 降。民生| 後 12脚年頃| 降

ml 用と して

飾誕置

型式

リン 闘 型 国 判 _ .也

1000同W 発電プラ y ト

オ ン サ イ ト 型

連匝B健闘JI 世田制司1，也

固体電所貨盟国 判 _ ，也

アルカリ盟問 料 電池

L  馬主高司ヵ

置支変機鍵置

図ー 1 リン駿型燃料電池発電 システム

r...... r... .l  
| は水素の

化| 実用化# -

11年| 及時代以

降

図- 2 ムーンライト計画による研究開発スケジュール
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ように、 1000kW級発電プラントおよび200kW 級

発電プラントの試作 ・運転研究により実用化技術

開発を目指すリン酸型をはじめ、溶融炭酸塩型、

国体電解t' t 型およびアルカリ型の各燃料電池の研

究開発を推進中であり、その成果が内外より期待

されている 。 このうち、リン駿型および溶融炭酸

塩型については、 NE DO (新エネルギー総合開発

機織) が開発主体とな っている 。

表- 2 リン酸型燃料電池発電 システムの開発目 棟

1:' 項 目 ; 目 標 ;

; 出 力 : 1，000kW級 (XcY' :

l 発 電 効 率 : 40%以上

: I 1 金所用量: 6.5mg/ w以下 i  

: 寿 命: 40.00011寺問

; 環 境: 法令基準値以下

また将来の実用 システムにおいて、次の条件を満たす

ことを前提とする。

①経済性 / 在来汽力発電方式と同等以上

②設詮場所 / 都市内または都市近郊に設置可能

③設置面積 / 変電所用地と同等以下

1000 k W 級発電プラントの開発目標を 表 - 2 に

示す。電気事業用としての用途および技術開発面

などから、分散配誼用発電システムに適する低a

f! t 圧型、火力発電所代替用発電 システムに適する

高温高圧型の 2 方式を開発中である 。発電プラ ン

卜の設置場所は、低温低圧型が関西電力の堺港発

Z所、高温高圧型が中部電力の知多第 2 火力発宿

所の椛内であり、据え付け・調整試験がほぼ終了

し、運転研究が近く開始される 。発電プラン卜( 低

温低圧型) の烏噸図を 図- 3 に示す。

図- 3  1000kW級発電プラン卜鳥隙図

200 k W 級発電プラントについては、オ ンサイト

型電源として、メタノールを燃料とする離島用発

電 システムと都市ガスを燃料とする業務用発電シ

ステムの開発を 61年度より 5 ヵ年計画で開始した 。

このプラントの場合、発電性能だけでなく機絡の

小形化、筒紫化および排熱利用についても開発課

題である 。

おわりに 燃料電池の利用分野としては、集中

型大容量発電所から都市分散型発電所、ローカル

発電所、さらに熱併給も行うオンサイト型電源、

車両用などの移動型電源と多種多様な分野に展開

の可能性があり、早期実用化を目指して各方面で

鋭意開発が進められている 。

最後に、新エネルギー総合開発機構並びに工業

技術院の関係者各位にご指導を賜ったことを感謝

します。

(みずもと よう いち 三菱電機株式会社神戸製作所開発部主幹)



日本建築協会

月間の動き

昭和61年 10月 分

理 事

.6. .  

A  

定例理事会

29日 4 時- 5 時 於本会会議室

出 席 者 佐 野 薬 袋 正 副 会 長 ほ か18名

議事( 1 ) 定Hキ評議員会UI J ( 躍に l刻する件( i ' . ' 図表決)

(2)  大阪住宅娠興協議会への入会の件

(3) ヴ エ 平 γ ィ7 と大阪 ・郎市と広場シンポジ

ウム及び写ｾ展後 ｦｬ の件

(4)  創立70周年記念事業に関する件( 募金と日

本建築協会貨の描1I 定)

(5)  第32凶工高生デザインコンクー Jレ入選者決

定報告

(6) ti l33回均年技術省選衡結果報告

(7) rハウジング ・デザイン賞」基礎調査業務受

託の件

(8) アジアデザインフォーラムに主催名儀使用

承認

(9)  入退会者承j認のf午

(10) 報告事項

編 集 委 員
ム
一
品

第 6 団施工材料分科会

2 日 411キ- 6 時半 於本会会議室

出1広告 荒 木 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) I昭利62年 4 月号の施工材料特集の企画

(2) r施工材料の頁」の企画

第 2 団法令分科会

2 日 2 時- 4 時 於本会会J車室

出席省 :111
1
川幹事ほか 3 名

議 事 (1) r法令コーナー」の企画

(2) r問語解説コーナー」の扱い

「入浴物語」特集第 2 回編集幹事会

6 日 611キ- 811寺 於本会会議室

出席省 田中幹事ほか 5 名

議 事 「溢泉」特集の具体化

第 6 回「設計者のプロフィール」幹事会

6 日 611寺- 911寺 於本会会議室

出 席 者 西 川 幹 事 ほ か 5 名

議 事 「関西の建築家ー設計者のプロフィール」編集企画

第 7 回作品作風小委員会

8 日 4  n寺- 811寺下 於本会会議室

ｉ ｾ ， ｉ 前身寺本副委員長ほか ＱＰ 名

議事( 1 ) 最近の掲政状況報告

(2) 新建築調査表の選定

(3)  r Call erYJ 内容報告と今後の検討

(4) 作品探訪記

(5)  作品頁レイアウトについて

刷新建築調査表依頼( 学校関係) について

第 7 回編集委員会

9 日 411寺- 511寺半 於本会会議室

出席- I ! J 井上委只長ほか 3 名

議事( 1 ) ｲ 新しいオフィスｾｉｬｦ ｬ の織成ー求められる機

ｴｪｾ と情成要紫」特集経過報告

(2) r インテリ 7 ・イクステンションーこれから

のリニュー 7) レの方向」特集経過報告

(3) 11月号「第33回菅年技術者特集」号の件ー育

年技術者選術委只会選衡結果報告ー

(4) 12月号「腐食」特集報告ー設備分科会報告 ー

(5) 昭和62年 1 月号「温泉」将一集の企画

(6) 2 月号榊造特集の企画一椛造分科会報告

(7) 3 月号創立70周年記念号の企画

(8)  4 月号以降の特集企画

(9) r建築の限」の新執Z在者

(l(j 収支状況報告

第 7 回施工材料分科会

14日 4 時 - 611寺 於本会会議室

出 席 者 荒 木 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) 昭和62年 4 月号の施工材料持JRの企幽の件

(2)  r施工材料の頁」の企図と確認

第 4 図書評委員会

15日 611幸- 811寺 於本会会議室

出席者 加藤邦男委只ほか 3 名

議 事 61年11月号以降の企画と検討

「官公庁宮線と行政建築家」特集第 2 団幹事会

20日 4 時 - 7 時 於本会会議室

出 席 者 地 調j幹事ほか 7 名

議 事 昭 和62年 7 月号予定特集編集企画

第 6 図録稿欄小委員会

23日 411キ- 611寺半 於本会会議室

出席者 I曽J見l副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 11月号以降の企画と検H

(2) アンケートの験討

第 7 回「設計者のプロフィール」幹事会

23日 61時- 9 時半 於本会会浴室

出 席 者 西 川 幹 事 ほ か 3 名

議 事 「設計者のプロフィール一関西の昭和生まれの挫

築家」臨時I旬刊号編集企画

第 8 回施工材料分科会

27日 41時- 7 時 半 於 本 会 会J護室

出 席 者 荒 木 幹 事 ほ か 4 名

議 事 昭和 ＶＲ 年 Ｔ 月号の施工材料持ｾの企画

第 8 回「設計者のプロフィール」幹事会

27日 611寺- 811寺半 於本会会浴室

出 席 者 柏 木 幹 事 ほ か 1 名

議事「関西の昭和生まれの建築家ー設計者のプロフ

ィー Jレ」臨時相刊号編集企画

第 7 回広告企画小委員会

28日 411キ- 5 時半 於本会会議室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 5 名

議事( 1 ) 10月号「新しいオフィス空間のh育成ー求めら

れる機能と榊成要紫」特集広告収入報告

(2)  r インテリ 7 ・イクステンションとリニュー

アル」特集報告

(3) 11月号「第33回i . ' t 年技術者」特集報告

(4) 12月号「腐食」特集広告途中経過報告

(5) 正月号「入浴物語」特集広告企画 「新総築」

「謹賀挨拶」広告途中経過報告

(6) 2 月号「東海支部」特集「倉lili
J

持集広告企画

(7) 3 月号「創立70周年」記念号広告企画

(8) r関西の昭和生まれの建築家ー設計省のプロ

7 ィー J レ」臨時閉刊号発行企画

(9) 収支状況報告

2 月号「倉庫」特集編集幹事会

29日 41時- 6 時 於本会会議室

出 席 者 阪 本 幹 事 ほ か 2 名

議 事 「倉庫」特集の企画

教 育 委 員

.6.. 

A  

議 事 今 後 の 検 討 建 材

出 版 委 員
.6. .  

ヨ=

工高生教育小委員会

16日 6 時 - 8 時半 於本会会議室

出 席 者 崎 山 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 第32回工高生デザインコンクール応募作品の予

備審査

第32回工高生デザインコンクール審査会

25日 1 時半 - 9 時 於本会会議室

出席者 徳岡審査委員長ほか審査只 9 名

片倉・崎山教育正副委員長ほか 4 名

応募作品158点 ( 34校) を審査、入選作10点を選出

建 材 委 員

.6. .  

A  

28日 5 時 - 611幸 於本会会議室

出席者 須賀委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 選型? とプロのノウハウの経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

創 立 70 周 年 記 念 事 業

第 3 図表彰 ・募金合同委員会

3 日 21時- 4 時 於本会会議室

出 席 者 薬 袋 委 員 長 ほ か11名

議事( 1 ) 日本建築協会賞応募要領の作成について

(2) 募金の具体的活動について

第 2 回総務委員会

7 日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 市 川 委 員 長 ほ か10名

議事 (1) 式典、表彰小委員会の報告

(2)  ，fl4i筒、祝賀会小委員会の報告

建 築 ク ラ ブ

16日 311寺- 5 1時半 於本会会J車室

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か 18名

材料説明 : rナルフアルト J I 担当・竹田委員

「パスカルJ I 担当 ・岩口委只

朝食会

14日 8 時半 - 101時 於大阪グランドホテル

演題 「この道 … 音楽」

J時 師 大 阪 音 楽 大 学 助 教 授 林 誠 氏

出席者 78名

建 築 工 事 実 務 講 習 会

21 日 日時- 1 7時 於建設交流館

}14si! i 施工計画 k 林 組 本 庖 挫 築 工 務 部 金 田 宏氏

仮設見積 k 休組本庖越築工務部 安 立 俊 夫 氏

積算業務 竹中工務底神戸支底見積諜 黒川fi E一郎氏

聴講者 87名

見

品.... 

千

.6. .  

2玄

阿倍野 B 1地区第 2 種市街地再開発事業

22日 21時- 4 時

参加者 45名

建築防災関係法令研究連絡会

2沼田 21時- 4 1時 於建築家会館( 東京)

出 席 者 関 係 団 体 選 出 各 委 員

議 事 「建築基準法と関係の規定内容量級」について

建築関係団体合同忘年懇親会

第 11El 実行委員会

9 日 111時- 1 1時 於大阪府建築建係会館

出席者共催団体委員及事務局

議事( 1 ) 委員会の設置と共催、協質団体の確認

(2) 開催日 l峰、助所の決定と収支予算案の検討

] 1 [  
建 築 9 団 体 合 同 新 年 交 礼 会

事務局打合会

24日 2 時半 - 3 1時半 於大阪建設業協会

出 席 者 共 催 団 体 各 事 務 局

議 事 I持] 催要項祭と収支予算案の検討

10 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 l 社〕

ダイスレ工業側

[ 個人会員 11名)

金 津 成 保

( 日雄投計)

中 西 一 吉

( 竹中工務庖)

合 良西尾

(i r'1ホ建設)

総 村 一 男

(松村一級建築設州禍)

中 西 博 隆

( 日建設計)

山 本 博

... -( 竹中工務底)

城 勇 二

( 械設計室)

矢 野 茂

( 不動建設)

茨 木 保

( 竹中工務庖)

片 山 淳 一

( 高砂熱学工業)

蔦 正 悦

( 神戸市役所)
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第 6 回

大阪都市景観建築賞

大阪府知事賞吹田市文化会館( メイシアター) ③

前面道路との附に十分なスペース、道路沿いの日本

庭図風の緑地帯干、広場の樹木、さらに各階をセットパ

ックさせて設けた屋上庭園など、後退させながら変化

のある壁面は威圧感がなく、広いさE と各所に緑のある

ゆったりとしたオープンスペースを生み出している。

大阪市長賞オー・エム・ホテル日航ビル③

敷地中央に垂直にそびえ、事居広がりの形をしたこの

超高精ピルは白いランドマークとなっている。また、

地下鉄への述給路にもなるサンタガーデンを御堂筋に

面して設けるとともに、 3 階から下はガラス面とし、

圧迫感を減少させ、明るく華やかな雰囲気を醸成して

いる。

大阪府建築士会長賞千里緑丘@

急斜面の敷地に段型配置をし、稜線を生かした家並

みのカーブや屋恨のある白い壁面に突出したバルコニ

ーを変化させて単翻さをカバーし、明るく汗f潔で務ち

ついた雰囲気の団地になっている。

特別賞 クラブ関西・堂島大阪ビ.ルテーイング( 全日空

ホテル) と周辺の景観⑨

クラブ関西は塀を低めて庭の樹々を兄やすくし、塀

の足もとにも緑と照明を配遣し、屋根や墜の配色もお

となしく観しみ深いものにしている。また、ホテル敷

地の南北を緑化し、新大ピル沿いの街灯のある l幅広い

歩道とあいまって、北の新地雨入口の絡調を高め、 ;RJ

似向上に役立っている。

特別貧富田林寺内町減之門筋周辺⑤

富田林寺内町は昔ながらの町苫IJ 、排水溝に架けられ

た低〈小さい石絡が残り、町屋正面の庇下の立修子や

しつくいの白壁、本瓦葺、落棟や煙出しの変化など、

江戸時代の町並みの景観が維持されており、 一部の人

々が自発的に補修し、町並みの旧態を維持している実

績を評価する。

奨励賞又一ビルデインク ②

旧建物 7 7 ッサードの一部を新築建物 7 7 γ サード

に残し、その背後に広がる壁面をガラス張りにしで、

その対比効果により引き立てている。また、側面の出

入口にもかつての雰囲気を残すデザインを活用し、昔

の御堂筋のメモリアルを実現したことを評価する。

編集後記メモ

- 年末ともなると、あわただしくなります。編集

にとっては、 12月号と正月号とを一緒にやってる

ようなもので、来ない原稿のさいそくや割付やら

で、余絡のないところが正直なところです。いろ

いろ考えますと、発行のおくれをどうとりもどす

かも含めて、夜も眠れなくなくなるような焦燥感

をもちますが、一方、今年の総決算として、十分

とはいえないけれど、あるでいど、ゃったという

気分にもひたることができます。いずれにせよ、

とにかく、感じとしては 、年末ぎりぎりまで休み

なしだな 7 という気が強くします。

. さで、 12月号特集のテーマは、「リニューアル」

な問題で、とくに、インテリアをどう再生してい

くかということを追求したものです。最近、取り

こわして新築するより、古さの良さの外在日を生か

して、内部を更新する風潮が生まれてきています。

ストックをどう生かしていくかという問題です。

48 建築と社会/ 凶86年 同 号

彦毎

「建物の修復と再生」というテーマに、日本建築

学会近鍛支部の建築経済部会でも取りくんでいま

すが、やはり、こうした問題意識があってのこと

です。

わたくしたち、建築家 ・技部f者の関心もこの方

面に大きく向けられているように思いますが、何

か、そこに、重厚さではなく、軽薄な哲学たとえ

ば、何でもポスト ・モダンに支えられてという流

儀があるように感じてなりません。この点どうな

んでしょうか。

・1986年が過ぎゆこうとしています。来年は、よ

い年を迎えられますよう、祈っています。正月号

は何とか年内に発行します。題して「入浴物語」

の特集ですので、新春風呂談義に花を咲かせ、入

浴とともに、今年のたまったアカを落とせたら、

いいな 7 と思っています。

( 松井記)



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号(英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3 

支 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

・:izftfF22i 去三部i;二五:ま:::

カッパー防水帯 ;;;;タイ4 うtうテ 寸

ＺＺ＿ ＿＿＿プＡ＿＿イず ｾ Ｎｉ I畿
- . . . . . 1 . お申込次第カタログ進皇

奥山化工業株式舎批

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッタ一棟式会社

本社: 大阪市東区両替町1- 1 2 日生ピル f t  (943)  6571代 表

東京・横浜・盛岡・仙台・水戸・静岡・岡崎 ・名古屋 ・富 山 ・大津・京都・神戸・広島 ・高 松 ・福岡他全国主要都市
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空 間 ・ 衛生 設 備 の 頁

空安 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

「φ 郡朝日. 3 : 業鉱
〈唱

本

大阪支

支

営 業

社 東 京 都 港 区浜 松町 1- 25- 7  電 話 ( 434) 6171( 大代)

社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1 ・58・59 電 話 (302) 2 2 7  l ( 代)

底北海道・東 ｾｴ ・名古屋・中国・九州

所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 繍 浜 ・ 鯵 岡 ・京 都 ・ 神 戸

震災詞汚禁処毒設計施工

争
去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大

Jj'， 

神

阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151 ( 代 )

市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944 ( 代 )

市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2 - 8 1童 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空謂・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本車・大

東京

支

匝本壮 大阪市西区江戸堀1丁目9番25号 〒550 電話 (06) 441-8231(大代)

東京都中央区銀座2丁目 2番17号 〒 104 電話 (03) 535-5251 (大代}

名古屋・信岡

支

営 調

出 司

海 外

• • 
@  

ｾ＠

札幌ー仙台ー新樹 ・大宮千葉備浜金沢・天理岡山広島高総・熊本

帯広函館膏森秋田盛岡 ー 前橋長野ー併問・豊阻・ ｩ ｾｬ .  

富山・福井 京都・神戸・倍、山 ・松山・ 高知 ・北九州・鹿児島・

郎覇

旭 川 福 島 ・ 松 江 徳 島 長 崎 ・ 宮 崎

シンガポ ール ホンコン スリランカ

給排水衛生 ・冷暖房

空気調和設備 ・その他管工事一切の殺計・ 9恒工

斎久. 1 . _ 株式会社

社 東京都千代田区大手町2- 6-2 ( 日本ビル)

電話 03- (270) ー741 1(伺

阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041(的

庖 札 幌 ・ 岡 山

業 所 仙台・千葉・横浜・名古屋・金沢・四国・広島・宿岡

張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・ 静 岡 ・ 苫 小 牧

中合4

気 調 和 設 備

水 ・ 衛 生 水 道

気 設 備 ⑧ ::;iii 

三機工業株式会社

電

日干 房

取締役社長 玉 置 純i台(111

大阪支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東[ 北 浜 2 丁目 2 2 待 地 電J 孟 大 阪 (202) 代 表 3071

東京・日比谷・ 三信ピ J レ本

3主

営 業

大 阪 支 庖

本 ヰ土

支 キ土
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名古屋・九州・北海道・中国 ・東北・北陸・四国・ シンガポー ル

機 j兵・静岡 豊田 岡山 ・金沢 ・新潟・香浴

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 ｾｾ話 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 1 1 3 1  ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 械 殻 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

名 古 屋 ・ fl l J 台 ・札 幌 ・広 島 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

。株式会社三晃空調

本 社 大阪市東区城見 Y イン 21 Ml D タ ワ ー 電 話 06- 949- 1371

東京本庖 東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル 電話 03- 344ー1911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目13番20号 電 話 06- 363ー1371

支 底 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目14番目号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795

出 張 所 青轟棚宇都宮干草川崎脈富山福井柑神戸松江ー高位下関・鉢・鹿児島・沖縄

c l eanOi r  

丸

。 鰐 主 警 防 相

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 藻 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

‘哩'1 よりよき環境へ筏術て・挑む一一一一

ｾ＠ 株式会社ま書仇膏

( . 1 . . 日 園 口

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号 ( オートセンターピル1 . 2 階)

郵便番号 542 電 話 大 阪 (06) 768- 5 0  3  1  代表

メノテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代表

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便番号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  代表

商昂は空気ですo v  c  
m耐 熱と空費12cZJ ジーア

大気扇土

2 - . L / : 税制抗措

本 性 質 烹 窓 庖 東 京 副 剖 宿 巨 西1ft 宿 2-6-1 o03- ) 44ー 1851 ，; X，代 大 眠 不 社 雪面- 448- 3曲 3 代

大 陪 宜 社 雪 国 ー “ 8- 団 51 代 名古屋宜臣 官 由.2-211-1535¥代 中国ヨ芝居 宮 崎 2-247-5541

九州主底 倉田 2-431-21471セ 富 拠 所 北 間 烹 憎，良 神戸 車 師 岡 山 四 国

空 気 諦I .f U  ノ〆、¥

給排水衛生 『云ご/

搬 j五機設備

設 計 施 工

第ーエ索抹式会私

大阪支庖

大 阪 支l苫 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r  El 6 再生 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 J

本 社 〒 100 II-u;r 都千・ 代 山 氏 丸 の 内 3 丁 目 3 昏 1 符

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 }

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約底

。大晃設備株式会社

本社. 設備部

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電 06- 313ー1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128



「冊。" 陣戸3 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 . 織 豆 電 盆 雄 大 幅 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1 ー 2 7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 稲 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 25西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 ほ 中 II! 6  r 日 8 If干 4 f } 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支底・ 営業所 福岡 ・京都・天理 ・川河

日差 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 妻 喪 主幹

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代表)

本 社 東 京 都 千 代 間 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

ｭ 国包 ｯ 侶 Ｘｾｾ ｛ｂ周Ｈｌ｝ｦｦｩＷロ ＧＲＩＨｊＩＨｊＩ｀ｲｄ

書庫大 寄 金 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会 大阪支部

E陸大雪 社 団 法 人 日 本 建 築 飯 金 協 会 大阪支部

喜 善 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

司r 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁 目 Z 砕 4 号 電 話 06- 364 - 3774<<切

白れり

木 材 保 存 の ト ップ メ ー カ ー

;'ヨdヨ・|

住 ま い の ガ ン 細 胞、 し ろ あ り公 害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

① シロアリ予防 ・駆 除 ・施工 ( 10 ヶ 年 保 紐 付 )

1 サンブレザー( 予防膏1J M! 定)

@ 創 造 販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土tll 処理剣)

1  P  G ス ケ ヤ ー ( 加 庄 注 入 防腐 木 材 ・ 土 台 大 曳周 )

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大阪世蝿所 宇 日1 大 阪 市 直 区 北 浜 3 丁 目 7 Ａｕ ｾ ピル 宮 ＰＶ Ｍ ＲＳ ト ＶＴＰＶ
化 属 品 師 守 101 耳 東 輔 千 代 田 区神 田掴 田 町 ト 坦 芝惜 神 田 ピ ル ft 03-254- 国 31

⑨日本管工業株式会社

本社漫京都宝庫 府 間3 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 J 5 ( 681)  5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 帯 用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大 阪 市 北l実 天 満 1- 5- 20 官I U，f， ( 06 ) 352- 3501附

三 . 支 唐 川 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 (0592) 26- 361例勺

四 日 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53- 7431附

滋 賀 営 灘 所 大i 1t r行中央 2 r 円4- 28 宮町孟 (0775) 22- 9738(f(;) 

""".  i舎町震房副S

ーa:電，ー....

J mJ  

⑫同謀議総件

庄原

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

卒山王業様式念滋

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

f t 06- 441 - 1994 ・443- 0331

Standard 

@同

Board &Sl ate 

宮 内

フ タ バ 工 業

活字のない印刷

⑨日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5- 拘 置 OO(氏16' i  11 代

日本写値セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山町4- 7 三宝ビル 官 鵬 2 ( 26)  4371 

i霊山写繍セ ン7 ー 〒 瑚 ，霊山市大手町8番S号 機箆底会館 曹 嚇 82 (4)  1771 

沖縄写樋セ ンヲー 〒銃犯南風原村薫城 沖縄印刷即位 置制 8 (55)  61∞ 
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電 気 設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

電 気 ・計装 工 事

ーを
社

ム一

A
式電陽朝

士

本 社大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝 日 ピ ル T E L 大阪06 (385)  1361 (代)

大阪営業所 T E L 大阪06ω85) 1361 (代} 京都営業所 T E L 車郎075( 311) 1185(代}

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6 8  

貧本山代表取締役
英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社 長

社
A

一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大 阪 支 社 長

大阪市東区高閲橋五丁目 二八 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 032 5 - 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 E 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 出 張 所 全 国 主 要 都 市2 ヶ所

4士

底

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気 設 備 ・ ヲ リ ー ン ル ー ム ・ 冷 峨 房E宣傭

給排水衛生役傭・富十基皇制御設備・立体自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車 置 場

設 計 施 工 �ｾ 卜聞気工Ｚ［［［［二戸 ｊ レヲ崎武 Ｆｕ

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 I 番 3 号

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  (代)

東京 ・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苫 小 牧 ・浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三 原 ・徳山・松山・新居浜・福岡 田沖 縄

取 締 役 社 長

社

支 底

事 業 所

A  

本

ー- r- "- o iii 商品“ . J . O: =f = . 1 " - ｾ＠ｾ＠
］エヨ ＺＡｅｉ 至ｾ鷲宥ｊｉＨＮｊ［、ｾ令 ｩ

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

〒530 " 阪 市 北 1>: 凶 疋渦 2 - 6 - 8 ( 堂 ピ ル ) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 Ｑ ＰＵ 班 点 冊港 ｾ 桁晴 子 ＱＶ Ｈ ニュ ー 析楠 ピル Ｉ T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

〒462 杭 古 崎 市 北 限 金 属 三 丁 目 12 ー 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干 657 神 ド 市曙 I王岩崎 中 町1-2-9( エ ピ ス ピ ル ) T E L  078(881)  5  5  7  1  

&  

本 社

東 京 支 庖

名 古 屋 宣 唐

神 戸 支 唐

テラゾーブロック

テラソータイル

各種カラー平板

株式会社旭大理石工作所

電話 ( 06) 954- 6661代表

電話 ( 07746) 2・ 0 3 7 4

電話 ( 08699) 3- 1  3 6 5  

〒535 大阪市旭区中宮 1丁目 10番9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大住

干709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

本社工場

京都工上品

岡山工場

一 一誠実と技術でお応えする一 一

。 住 友 電 設

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

2制土/ 〒弘3大阪市祖島区福島7丁目22-8 ＮＮ ｾ 国 Ｉ Ｔ 泣 ＱＱＵＱ Ｈ 大代 ｽ

軍事/ 〒IC耳東京都港区芝 2丁目 2- 17 ＮＮ ｾ 関 Ｉ Ｔ 割 ＭＷＳＱＱ (大代}

・監由工事 ・プラント工事

ピル電M 情工司区 空 調 工 事 ・情報システム工事

工唱電量睡蝿工事 組踊水高生工事 先E 造システム工 夢

防揖電量感冊工夢 符 韓 配 曹 工 事 C A T Vシステム工事

計 量 工 事 消防車誼世蝿工事 書唖アンテナ量置工事

ナニワ緩勾 12ii
3 寸緩勾最適軽量水止付 (空葺) 瓦

F  T 干 ー+ -

A  E  5晶 '

X  L 大 国プ

0 0阪 一 一

六 六 市 F ヲ

1 1) $ -

五五速 干 言

六六区 ....... 匂

772 栃依

七七一 ーー悼

四 四 1 : X: 匂

五一二 ｾ
四六 ｉ ｾ

一社

奉 仕感謝 の 庖

タイル工事施工

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  (堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 編 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 . !!f1. . 滋 賀

内外産建築用大理石

花闘岩・其ノ他石材

ネオパリ工

Ｎｾ＠ .. 

-、一，，-

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 庖

号 550 大阪市同区間本田T l ー 13 - 3 3

Z舌 大 阪 06( 532) 代 0461 e 5 5 0  

天 理 市 丹 波 市 新 聞T 50 

宇土本

天理営業所

工

富士造園土木顎

計 施

:1¥. 

E又園

⑧ 

、とt

; J . E 

模型製作 l  

石￦ｉｩ英ｾ・アクリル校ｾ製作 目

〒665 宝塚市山本東 2 - 6 - 1 7

電話 0797- 88- 0501間

同日 主 主事主主主諸 ｾｄｊＱ
干 IIOO 可l I! nII I l I I I I l 本 tr，i!i;lIl J 3  14  11 

_ IIXl!i!;yt401i1.W. J，WI X u n;yU _  
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製造元 自由マスヲーピ凡ヲ三弐揖式会融

販売元 ポ リ リ 克 拘 鹿 嶋 試 容 施

イド 社 / 東 京 船 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03- 弱 2-8811

大 阪 営 農 所 / 大 阪 市 東 区 北 掃 3 - 7 ・06- 20哩- 3294

特殊壁装材製造販売 和室に最適

凹固. 一(練株)凋副 J! J : J  !J O::2 

場

一

二

工

第

第

。 ＮＮ￞Ｑ｟｜｜ＩｾＭ 横代の断熱局シｾ人
1あづア・ ''''J-d{み

8n/¥"1イチ11ーシート P

目豆電線株式曾批判蜘刊区肌Ｒｔ目 ＱＱＱＲｾｻ 干佃ピルＩ

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・ シ ー ト 防 本 ・ モ ル タ Jレ防水

・樹脂注入後着工法 各 樋 鮒 脂 注 入 按 箸 補 修 工 事

・ 亀 裂 制 覇 修 工 率 各 組 鮒 脂 注 入 ・充 域 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ エ $ シリコン・チオコール・ウレタン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・ 1) シン・蝉性タイ Jレ・その{ 也

。建 微 量 量 許 可 大 阪 府 知 事 杵 可 ( 般 ー 53) 第51225号

く〉日 本 シ ー リ ン グ ヱ 事 業 協 会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  Ｏｾι 、比三ＱＺＮ " r A - ..... 恥 τ 宜主

主1相地所扇町ピル201 S  ｜ＴＧ彊 ｾｉ . . ，を噌圃伺f':: 冨:-.r宅7 4. J n

T E L  0 6( 315)0701 ，.-・ -， ・. o ｾｾ・・ Ｔ 唖｟ "v・

‘  .....，、，、1f t -圃『ー一、I I  ｾｉｉ＠ 円

Ｗ ・ノ刀ｬＮ［ ｾａ ノア Ｒ ミリー製品

・寄与nCS A… … … … … … … … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・子二Jn弓ヌヨニJ . . ……….  ..・ H ・- … … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

Ｎ］［Ｚｾｮ 司 ｆ ＺｊＭ宇吻 ｉｊｾ Ｎ ……… ……・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

- T二J DES … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用意、硬材)

- T二J DI J OOO・… … … … … … ・… … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社
ネ土

T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 (0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ム

冨
業 株 式産

白

木浜

近 畿 地 区 販 売 庖

社
ム

宮

4 4 3 - 6 1 8 1  

浦 産 業 株 式

T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

(  0  6  )  

(  0  3  )  

T E L 大 阪

T E L 東京

/ 本 社コト --
社

A -

宮玄洋 物 産 株 式光 本土

.d..  

ｾ＠

8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6  )  
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ｾ＠ ｲ 建築と社会」誌 バ ックナンバ一一覧｛昭和 ＴＲ 年 ｾ ＶＱ 年｝ 川 ＱＱＱＱ 川Ｂ川

パックナンパーがそろっております。購入ご希望の方は日本建築協会まで( 電話06- 348 - 0635) お申し込み下さい。ノ' { ';1 クナンノ〈ーは特価以外

￥ 750( 58年 4 月号以降は子 950) です。なお、郵送料は実費いただきます。年間購読のお申 し込みも応じます。

- 印はうE号

訟 ぞj 1  I  

tc|園 川14|建設附ベ吋|ti 苧羽;1子 ト 印 釘 吋 ムι叫 A4伴|ト住……宅配吋とほ設帥咋備

?τ官吋叫叫:芯お吋昨昨lむ判朴仲?1沖市|卜トト書都肘E附市寸こfはJ北|k民:巽;:諒器:詰i|ト幼 叶教育… l医療… 12市交オ34|:2山;広;|h:rγ円 とμ山守し口弓て立;申|hTr口ιιf41l医;Jムムぷ叫体術J4中I』4:4|

?t官官: 話おlむ?|: :笠官問剖?雪常剖f土出ii|t;;完諒掛胡i許話詞t希謝ij|l:T百杭間iF詰詞;号司 す ま暗 号11741:ilitzzi|海 i-lT23lLLilz肋 ら;

tZ|出 :1牒 と42;::lTJ ム:lf;Z41ftlt ムム1=よ32|工 事 計 画1= に I: ..!f.み12ltTJZ

E72271512il: 型|一法lf 市?ilrii 解 体 → 市 と fT371Tγ1122;;|;JJlf ジュ;

tL7|子120三号|刀J1713寸|水和lA|!?:| -rJ i?王子市防ム|日体中 22

＿ｴ官官Ｚ立詑 Ｚｃ出出 ｾｉ市 ｉｬｴ 建叫築 制吋|位; 主?主弓吋: 弓弓斗?三司;J訪|hf想f計竹肘引??対矧北?づ司巾咋i4半中|hkLJrrジ' / - ¥' - ヤ←づ中一二;

＿で官官Ｚ諮お［訂 ｾｉ 直 Ｚｕｊ よムι 保ｊ」Ｔ 呆ｊ」ＴＺＲ 時ｼ巳 Ｑ うiiU日日JjA止:日引|卜{保呆養所作品|t;1器目:号司!i|7hう土ロ7ユ4占4|目;:諒詰坦珂2詩笥吋:モ月ii|:  Jぷ以ι此: スコ泣ユユ江，ii4|;11 i| み ど ;1| ??掘;努顎i語ij|;L」ムム叫J;Lμ叫体術J」?』』:d|品山;コ出:託:L

＿τＺ 認詑剖叫Ｚ訂羽吋 ｾｉ呼 ｼＴｬ 組散剖 ［Ｑｬ 水 |『? 需1守時明F号開!4非払|hドド;Lμ装針J 4村よ4t34t4|Zfモ一昨吋吋障隣可吋吋害三司;44|l:;吉詰淵1主羽ii|住宅…設配吋吋{倫碕

?τ官悶:蒜お悶:主羽?1|: 二γ仇判期tサ;i|さ?竹r町問う努r刑う台司f1|商業空間|;ニおL二2j ヰ日影規制li:: 喧lz村施設;1222詰|ロコlrJPIL2J13詰;

?ZZlZUZ料 品121日:JJliz; 抑制zu-42スユlT7441ェ

日 間 | 大 阪 湾 物 語!?rz|:鵠it; iii liL1E|:537121324: iii;;1TT|: ト防護liJ 術Z
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z d J 平安誤認可 I J I レヲ J l J 9J l

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ ア ー /

ij 機 j 織 ま線 i 院議j

ことばがわかる/ 仕組がわかる/

|これからのオフィスビルの設計|

沖塩荘一郎監修 85 ・144頁 定 価2，300円

設計者と現場マンのためのわかる溶接

|器溶 接 読 本|

井上 1専 著 85 ・157頁 定 価3，000円

施工しやすい 井 上 博 ・北小路宏共著

|霊 配 筋 読 本 ・ 改訂版|

85 ・162頁 定 価3，200円

各種建築構造の計画 ・設計に役立つ

| 建築構造計算資料集|

(全 8 巻) 中川 J享 編著

いろいろな建築構造の計画や設計に役立つ実

用便覧として、最新の情報を、トんだん に盛り

込み、一貫した方針のもとでまとめたわが国

建築界は じめて の構造計算資料集。

l 巻 鉄 筋 コンクリ 卜構造鱗( 1)

85 ・240買 定 価3，800円

2巻鉄筋コンクリート構造鯖(2) 11月上旬尭売予定

3巻 鋼 情 造 鱗(1) 85.  225買 定 価3，2∞円

4巻 鋼 構 造 篇(2) 85 ・256買 定 価3，500円

5巻鉄骨鉄筋コンクリート構造篇

85 '  208買 定価3，2∞円

6巻 基 礎 構 造 篇 85 ・249貰 定 価3，800円

7巻 終 局 耐 力 篇 85 .  247頁 定 価3，800円

株式会社 建 築 技 術

⑤ 160 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿

1- 8- 1 中島 ピ ル

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i皮板規格 S 小 波 ・S大 i皮・Vi 皮・ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ン ボi皮・V デ ッキ

s v ジ ャ ン ボ ilJi. ・ボ ル ト レ ス ルーフ B L ' ;民の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) O.G. K. ※ カ タ ロ クを修IJ UI 求 下 さ い

盛 市I J I !J 9J 乱暴9J l 製造掠式会誼

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 H召和南通り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 | 坂 ( 06) 412- 5131  ( 代)

支 庖 及 工 場 大ｼ坂 ・ 九州 ・ 名古屍 ・ 広 ｽ Ｍ ｾＺｪ • 束条 ・ メ ｉ ｊ 谷 ・ 姫路

東 京 本社 及 工 場 干 335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 祷 32 号 屯 話 蕨 ( 0484) 42 - 3115 ( 代 )

支 庖 及 工 場 東 北 ・ 東 京 ・ | 刻 * . 熊 谷

4建築技術 12

No.424 目 次 定 価 上000円

医 翠 ヨ ォーデイトリアムの場合

21世紀に向けてのインテリア設計

北海道のメーソンリーを訪ねて

iifi 林克次、-

宮 忠雄

実 施 の 現 状 と 基 本 的 性質 ー 安 藤 lil 好

実 施 例 1 国 立 音 楽 大 学

通 学 生 用 練 習 館 新 築 工事 ‘ 締 本 功、'

実 施 例 2 :  ;神 原 マ ン シ ョ ン ー ・ 也 知 念 仰11M

実施例 Ｓ 聖Ｏｾウロ教会 . . .・ ・世 良 緋 作

多量 な 地 下 水 を 有 す る 地 盤 で の

地 下 工事 計 画 と 具 体 例 耐 谷 i屋、-

高 強度コ ンクリ ー トの品質 管理

ニ チ デ ン 指 扇 マ ン シ ョ ン の 施 工 戸祭邦之、-

パ ー ク シ テ ィ

新 川 崎30階 建 R C造 住 棟 の 施 工 ー 附本公夫、

長 大 R C建物のひひびe割 れ 防 止 設 計 獄糊目版{鉄H怖9
1

、九.

木造イ住主宅の床の音 響 性能 •••• •••••••• ............ 0] 中 洪

インテリジェントビル実態 調 査 結 果 概 要 川向 宏一

!: 磁II 義 援 機 長機 j

専門技術者のための

|建築構造問題快答集固|

同 編 集 部 編 A5 ・216頁 定 価2，900円

建築技術者のためのわかる設備

委設備読本 I 給排水衛生設備お

井上 1専 著 85 ・171頁 定 価3，200円

わかる設備シリーズ第 2 巻

|室 電 気 読 本 |

井 上 博 著 85 ・217頁 定 価3，800円

山形骨組の応力計算はこの一冊 で

| 山形骨組の応力計算 |

筒 井 助 幸 著 A5 ・210頁 定 価3，200円
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同 編 集 部 編 85 ・289頁 定 価3，600円

目と手で確かめた水と土の記録

| 喜最新場所打ぐい工法|

北 中 克 己 著 A5 ・341頁 定 価3，500円

株式会社 建 築 技 術

宮 東 京 03 ( 363)  42 1  1  (代)

振 替 口 座 東 京 0 - 72417番
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- 強じんな極太パイルが靴底の土砂を払い落

とし、パイルの中に沈ませて表面をいつもき

れいに見せます二

・パイルの土砂は、電気掃除機で容易に吸

いとれま1九

・コーヒー、コーラなどの汚れも水洗いで簡単

に落とせます二

・少しの勾配と排水口さえあれば、マン‘ ンョン

などの外廊下にも大丈夫。乾; 呈が繰り返え

されても力'ラス繊維でー補強された塩ヒ' パッキ

ング層は伸び縮みがありません。

・耐久性、槌色性、市IJ 電性に優れていますh

床 の 光は心の 光 一 一 一 _ ! " J  

T1¥J l mL¥V  

雑 誌 0 3 3 7 9 - 1 2  

特 徴

お ミヨロー宅f'z
靴底の汚れと水を力ッ卜する

センイ床タイjレの極太タイプ(50cm角)

i  1) れた革ftJiまは、五 11)，1からエレベーターホー

ル や li 符段への到j 綿に集"1しま丸もし、ここ

でiIJ れをカ y 卜して プールできたら建 物 全 体

の! ぶは、 もっと符 易にγ リーン" を似 てますユ

こんな臨し、を解決するのが、 50cmyf J センイ

j木タイルのブローチェで七タジマならでは

のノ〈ッキンク技fiF i が似太繊維をしっかり文

えている、キーフラリーンへの新提案で丸

エステル

不織布 補強層

・仕機 ノマイルI BC F ポリプロヒ.レン 100% (極太単糸)

パソ キ ンタ，Ｏ ｐ Ｎｶ Ｎｃ 特殊コ Ｏｉ ｾ ウンドＫガラス繊維不織布Ｈ積層Ｉ

寸 法/ 5 0 0. 0  X  500.  Omm 全厚/ 9. 5 mm 色 数15色

設計価格/ 9，900円1m' (材工共3∞m'以上)

. オフィス・庁舎 ・病 院・庖舗 ・ホテルなと あ

らゆるビルの玄 関、エレベーターホール。

. スポーツ・レジャー施設のパフ' 1) ックス

- 北 陸宮 0762 (31 ) 5741

・長野合 0263 (27) 1841 

・静岡宮0542 ( 81) 8931

- 多摩n 0425 (27)  8132 

・4黄浜宮 045 (68 1)  4835 

・新渇君 0252 (65) 0261 

- 仙台n 0222 (22) 6413 

・北聞東n 0486 (51) 9721 

. 東聞東宮 0472 (48) 0635

- 大阪n 06( 441) 5951 

・札幌n 011 (231) 8261 

・盛岡n Ol 96 (22) 3532 0
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